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超高密度化時代を迎えて

UIP{正 £(財)日本情報処理開発協会編
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○わが国 および諸外国 のコ ンピュータ設置状況

第5部

第6部

第7部

第8部

コンピュー タ適 用業務 の具体例(各 業種 別)

デー タ保 護対策実施状況調査(ア ンケー ト結果)

資 料

コンピュー タ利用状況 調査集 計表
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'79世 界 コンピ
ュータ年 鑑

情 報 化 の 現 状 と産 業 動 向

LallEtOQ1EIDEC(財)日本情報処理開発協会編

コ ンピュー タを中核 とする世界の情報化の波 は、電気通信技術 と

の結 合に より、広域的 、階層的 な情 報処理 を可能 とし、国籍 を越 え

た情 報化の線 から面へ の システム形成期を迎 えつっ あります。

この発展 の担い手 となる、先進 コ ンピュー タ ・メーカーや、通信

サー ビス業界の 多国籍 化 と国際企業戦略は、ますます激化 し、各国

政 府や コンピュー タ ・メー カーは、 その対 抗策 をせ まられ、 さまざ

まな展開 をみせ てい ます。

本年鑑 は 世界の コンピュー タ産 業の現況 と展望 、および複雑 に絡

む各国 の思惑 一一 自国151護策 と海 外進lll－ につ いての調 査/分 析

と将)K動 向の解説 を彊iく要望 される各界の 多くの人たちに応 えるも

ので、昨年度は好剖iの中 に"7811i:ソ;コンピ ュー タ年鑑 を発刊いた し

ま した。

本年度、第2回 目'79年 版 を発刊 するにあたり、日本 の位置付 けと、

次期技術開発の指針 となるべ く、世界の需要動向 と、 その市場 をよ

り充実 した調査資料 と統 計を駆 使 し、 わかりやす く解説 しています。

〈主 な 内 容 〉

第1部 世 界 のコ ンピュータ 界一 その 動 向 と課 題
●ハー ドウ ・ア産業界の動向●コンピュー タ・サービス産業

●データ通信業界の動向●日本をとりまく世界環境の変化

第2部 北 ア メ リカ編

■アメリカ市場の概 要●ハー ドウ ア市場と主要メーカーの動

向●コンピュータ ・サービス産業●データ通信産業界の動向

●カナダのコンピュータ事情

第3部 ヨ ー ロ ッパ編

●欧州連合の崩壊 と新生への模索 ●イギリス/フ ランス/西 ド

イツの現状と将来●その他の欧州諸国一 北欧4カ 国/ベ ネル

クス/イ タリア/ス イス/オ ース トリア

第4部 そ の 他 の 国 々編

●東アジア諸国(12カ 国)● 中近 東諸国(4カ 国)● ソ連 ・東欧圏

諸国(8カ 国)● その他の諸国(4カ 国)

第5部 資 料 編

世界のコンピュータ設置状況/各 国のコンピュータ市場/世 界

の コンピュータ・ハー ドウ ア/コ ンピュー タ・サービス/企

業財務状況/情 報処理関連団体 ・組織一覧/世 界のPTT－ 覧

/総 合年表

レ定価5,600円 送料240円

レB5判 ・407頁 箱 入

お 申込 み は全 国 書店 また は コ ン ピュ ー タ ・エ ー ジ

社 出版 部 まで 。

発売 コ ン ピ ュ ー タ ・エ ー ジ社
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80年 代 に 思 う

林 雄 二 郎

70年 代から80年代,そ して恐 らくは90年 代,更

にそれ以降の相当程度の年月を,日 本は工業化社

会の成長の時代から成熟の時代への転換期 として

経過 してゆ くのでははないか。脱工業化社会はそ

れ以後一 だから恐らく21世紀もかな り経過 して

か ら迎えることになるのではないか。脱工業化社

会をいわゆる情報化社会 としてとらえ る とす る

と,現 代はた しかに情報化社会であろ うが,だ か

ら現代は脱工業化社会の入 口にあるのだとい う認

識は誤 っているのではないか と思 う。すなわち,

情報化社会は脱工業化社会ではなく,工 業化社会

の成熟段階 として認識 しなければなら な い と思

う。もっとも,私 自身嘗て前述のようなニュアンス

で脱工業化社会即情報化社会というような主張を

したことが一再ならずあるが,そ れは誤りであっ

たと思 う。然らば脱工業化社会はいかなる社会で

あるのか。正直のところ私にはそれは見当がつか

ない。今 日,諸 外国でも,脱 工業化社会論を展開

する者はすくなくないが,私 見ではそれはすべて

工業化社会の成熟段階論であって真の脱工業化社

会の姿は世界の誰 もまだ明らかにするにいたって

いない。

それはそ うとして,然 らば,工 業化社会の成熟

段階とはいかなる社会であるのか。明治以来,日

本は工業化社会としてすさまじい成長を遂げてき

たが,一 世紀余にわたった成長はいまようや く成

熟へ と転換をはじめた。日本 より一世紀以上早 く

に工業化社会になつていたヨーロッパの国々は,

日本がまだ工業化社会に生れかわ ったばか りの明

治のはじめ頃には 目をみはるばかりの成長期のた

だ中にあ ったが,日 本 が成長のピークを迎える頃

の20世紀の後半には既に成熟期に転換 していて;一

日本か ら見るといかにも き過去の社会ミめように

見えた ものであるが,そ れは実は 珊 一日の社会ぎ

であったのだとい うことがこのごろになって次第

にわか りはじめてきた ようである。



さて,成 熟期の社会,特 に工業化社会のそれは

一 成長,成 熟とい う段階は,前 工業化社会にお

いてもあったと思 うし,恐 らく脱工業化社会にお

いてもあるのだろうと思 うが,そ の論議をここで

している余裕のないのが残念である一 成長期の

社会が,発 展,膨 張,競 争の社会であったのに比

して,交 流,共存,調和の社会となるべきであると

思 う。何故ならば,工 業化社会は,特 にその成長

期においては絶えざるフロンテ ィアの拡大を伴 う

社会であったが故に一 工業が例外なくマスプロ

ダクション,マ スマーケ ヅトの産業であるとい う

ことを考えればそれは当然の結果であろ う一 今

日,工 業国の活動のフロンテ ィアは,日 本も含め

て文字通 り地球的規模に拡大 してしまった し,そ

れぞれの社会の中では明らかに大衆消費社会を形

成するにい った。そ してその結果 として,さ まざ

まの異なる価値観,世 代,社 会,民 族等の出合い

の機会を増大せ しめずにはおかなくなってきた。

多様化,多 元化,多 極化などといわれる現象がそ

れである。それ らは何れ も成長期の過程ですでに

顕現化 してきてはいたが,発 展,膨 張,競 争 とい

う次元の中では,そ れに対処するすべを見出すゆ

とりはなかなかでてこなかったし,現 実には弱肉

強食の淘汰がすすめられようとして新たな歪みを

招来することがすくなくなかった。技術革新も専

ら効率化を至上 目標 として進行 し,情 報化の主役

たるコンピュータもまた,効 率化の先兵としての

機能を負わ されてきた。

しか し,そ れは問題を根本的に解決するゆえん

とはならず,か えって歪を深化させる結果にさえ

なってきたことは今日ようやく人々の認識 となる

にいた り,こ こにはじめて,い ままでのコースと

は別のコースを考えるべきではないかとい うこと

になってきた。最近の欧米諸国での情報化に関す

る国際シンポジウムで特にソフ トウェア,そ れも

広い意味でのいわゆる社会的ソフ トウェアの類い

3

に関心が向けられつつあるのはそのひとつのあら

われ と見るべきではないだろうか。

競争の時代か ら共存 と調和の時代へめ転換 とい

うことになると,ま ず第一に効率化 という概念が

見なおされなければならなくなる。多様化社会に

おいて,多 様な価値観を共存 させ,調 和させ よう

とすればするほど,従 来の概念による効率という

ことからは外れてこざるを得ない。つまり非効率

とい うことになってこよう。今日,さ まざまの社

会的なシステムの開発が問題になっているが,こ

の場合には例外なくこの問題にぶつかる。それを

無視 して機械的なシステムを開発 しようとすると

必ず世論の反発を誘発するし,あ るいは安全とい

うことを取上げてみても,安 全を高めようとすれ

ばするほど非効率を招 く公算が大きく,そ れをど

う調和させるべきかについてまだ誰 も満足な答え

を出 し得ないでいるのが現状である。そして,こ

うした問題は国内的にも国際的にも起ってきてお

り,エ ネルギー問題ばか りでな く,今 日,世 界の

工業国がひとつ として開発途上国との間に相互に

満足のいく橋をかけることに成功 していない。日

本は特にその点でおくれを取っていることは周知

の通 りである。今 日,ひ んぱんにサ ミヅトが開催

され ることは,工 業国共通のなやみが少 しも解決

されないことの証拠ではないか と思 う。

もうひとつ,新 しい文化を形成すべきことが,

成熟期の大きな課題であると思 うのだが残念なが

ら,こ の限られた紙面のかではそこまで触れ られ

ない。

何れにせよ,80年 代を,工 業化社会の成熟期が

本格化するときであるとの認識が,今 日,い わゆ

る80年代論議がさかんに行われる割には希薄であ

るように思われるのは私にはたいへん気になると

ころであって,も っとこうい う次元での論議が活

発になるべきだと信 じている。

(はやし ゆ うじろ う・未来工学研究所副理事長)
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『
80年代の情報化 を展望する

《出席者》
日本電信電話公社理事 ・近畿電気
通信局長(前 データ通信本部長)

商 産 業 省通
機械情報産業用電子政策課長

(株)三菱総合経済研究所取締役副社長

東 京 大 学 教 授

田

野

岡

輿

前

牧

元

寛 次 郎

彦

昇

達

典

(五十音順)

(財)日本情報処理開発協会専 務 理 事 手 島 篤 二
(司 会)

揺れ動いた政治 ・経済 ・技術

手島 本日のテーマであ ります80年 代の問題に入

る前に,ま ず,70年 代はどういう時代であったか

とい うこ とをまとめておきたいと思います。ま

ず,牧 野さんから,政 治,経 済,社 会の全般にわ

たって70年代をどのようにまとめたらいいかとい

う点をお聞かせいただきたい と思います。

牧野 まず70年代は,い ろいろな角度から見てい

いのではないかと思います。たとえば政治の分野

では,昔 のようなルーズベル ト,チ ャーチルとい

った大物がいなくなって リーダーシヅプが非常に

弱くなって,あ る意味では小物化して政治がそ う

い う意味で揺れ動いたとい う感じがあ りますね。

また,ベ トナムでわかりました ように小国が大国

に勝つこともできるとい うことがわかってきまし

たから,そ の点でも世界情勢に新 しい動きがでま

した。

経済的には,エ ネルギーの問題が大きくクロー

ズアップされてきて,世 界的に経済成長が落ち込

んだとい うことですね。おそらくオイルショック

以降の世界経済の成長率は,先 進国で1～2%ぐ

らい しかなかったような気がします。 日本は幸い

に して4～5%と い うことになづてお りますが,

これからも問題があるとい うことですね。

もう少し技術寄 りの問題では,1970年 代を象徴

するものが二つあると感 じるんですね。一つは19

60年 代の最後で完成 した,い わゆるNASAの ア

ポロ計画ですね。これは,い ろんな意味で電子技

術に大きなインパク トを与えました。技術的な面

でい うと,そ のイ ンパク トの一つは,コ ンピュー

タ利用の拡大,あ るいはIC技 術の飛躍的発展な

どに反映 している感 じがします。またアポロ計画

のもう一つの大きな成果は,ソ フトウエアとかシ

ステムとい う考え方が強 くでてきた とい うことで



》

,

す。1960年 の初 め,NASAは,1969年 の成 功 を

予 言 し,ま さ にそ の通 りに 巨大 な シス テ ムを 仕 上

げ て い っ た。 そ の背 景 につ い て,NASAの 元 長

官 の ウエ ー ブ が 「あれ は シ ス テ ム ・マネ ジ メ ン ト

の 勝利 だ 」 と,私 達 に 明言 し,そ の プ ロセス を 説

明 して くれ た。 シ ス テ ム とい う概 念 を 新 しい 技 術

概 念 と して,ソ フ トウ エ ア が ク ロー ズ ア ップ され

て き た気 が し ます 。

も う一 つ は,い ま思 い 出す とや や 先 走 った 感 じ

もす るん で す け ど,1970年 代 初 め に 未 来 学 が 非 常

に流 行 した。 脱 工 業 化 社 会 と して情 報 化 社 会 論 と

い うの が で て き ま した ね 。 そ れ か ら10年 た っ てみ

て,果 して脱 工 業 化 社 会 か ら情 報 化 社 会 に 進 ん だ

か とい うこ とに な るか と,こ れ は い ろん な議 論 が

あ る と思 い ます が …… 。

つ い先 日,林 雄 二 郎 氏 ら とあ る シ ンポ ジ ウ ムを

や っ た の で す が,林 氏 は,脱 工 業 化 は まだ 早 過 ぎ

た,訂 正 し ます とい うんだ け れ ど,私 は,ま あ,

脱 工 業 化 社 会 は進 んだ と見 てい るん です ね 。

手 島 とい い ます と?

牧 野 それ は です ね,こ の間,物 財 生 産 とい うの

が 非 常 に 落 ち込 ん で き てい るわ け で す 。 そ れ に 対

して物 財 以外 の生 産 とい うのが 増 え て き てい る。

物 財 を 中心 に した 工 業 化 社 会 か ら,物 以 外 の知 識

・情 報 に ウエ イ トを置 い た 経 済 社 会 へ の 移 行 が 見

え は じめ てお り,情 報 化 社 会 とい った もの が,い

ろ ん な意 味 で周 囲 に定 着 して ぎた よ うな 感 じが 私

は す る ん です 。 まあ,こ の二 点 が,70年 代 の技 術

サ イ ドで非 常 に 象徴 的 な問 題 だ と思 い ますね 。

最 後 に も う一 つ だけ つ け 加 え ます と,70年 代 後

半 で い ち ばん 特 徴 的 だ と思 うの は,あ の 国際 化 の

進 展 に あ った よ うに 思 うん で す 。 昨 年,ア メ リカ

へ 行 った とき,商 務 省補 佐 官 の ジ ョー ダ ン・ブ ラウ

ン氏 が,電 電 公 社 の開 放 問題 を,口 角 泡 を 飛 ば し

て話 した こ とが,強 く印 象に 残 って い る の で す。

他 に も半 導 体 の 日米 合 戦 とい うの もあ ります。 輸

出 の伸 び でい っ て も,電 子製 品 は こ の10年 間 で15

倍 も伸 び た とい い ます 。 こ うい った とこ ろ が70年

代 の特 徴 では ない か と思 い ますね 。

急速に発展 した コンピュー タ産業

5

手 島70年 代 は,シ ス テ ム ・エ ンジ ニ ア リン グ,

シス テ ム ・マ ネ ジ メ ン トあ るい は ソ フ トウエ アが

非 常 に著 る し く進 歩 した こ と,情 報 化 社 会 が 進 展

した,も う一 つ は 国 際 化 が 進 ん だ と大 き くわ け れ

ば こ の三 つ が 特 徴 とい うこ とで す ね 。 そ れ に 関連

して,元 岡 先 生,情 報 処 理 の 分野 で は い か が で し

ょ うか 。

元 岡1970年 とい うの は,ち ょ うどIBMの370

シ リーズ が 発表 され た年 で す ね 。 ご承 知 の よ うに

70年 代 の10年 間,日 に 日に コ ン ピ ュー タ 産 業 が発

展 して きた 時 代 で あ った わ け で す が,そ ん な 中 で

一 つ の 大 ぎな 問 題 点 は ,LSIを ど うコ ン ピ ュー

タ産 業 に取 り入 れ て い くか とい うこ とだ っ た と思

い ます 。 主 記憶 のLSI化 に よっ て主 記 憶 の値 段

が 桁 は ず れ に安 くな っ た 。 また マ イ ク ロプ ロセ ッ

サ ー の 普 及 に よっ て 新 しい応 用 分 野 が大 き く開 け

て きた,こ うい うこ と

だ と思 い ます 。

主 記 憶 の 値段 が 安 く ・

な った こ とが ど うい う

点 で 影 響 して き た か と

い うと,そ の上 に組 み1

立 て られ る ソフ トウエ

アあ るい は ア プ リケ ー

シ ョン技術 の評 価基 準

が 変 っ て き た とい う点 元岡教授

だ と思 い ます。 これ ま で コ ンピ ュ ー タ の技 術 の中

心 課 題 の一 つ は,ど うや っ て主 記 憶 の使 用 量 を 減

ら して能 率 的 に使 うか とい うこ とにあ った わ け で

す 。 そ して それ が ソフ トウエ アや ア プ リケ ー シ ョ

ンな どそ の上 に組 み 立 て られ る技 術 の 基 準 と して

あ った わ け です ね 。 そ の主 記 憶 の価 格 が 急 激 に 下

が った の です か ら変 る のは 当 然 で す ね 。

も う一 つ の顕 著 な発 展 に,入 出 力 装 置 の 電 子 化

が あ ります ね 。 プ リン タ の電 子 化 や ノ ンイ ンパ ク

トプ リンタ の技 術 が 進 ん で,コ ス トダ ウ ン と同 時

に 信頼 性 も増 しま した 。 そ の 結 果,本 格的 な 分散
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処 理 を 実 行 す るた め の ハ ー ドウエ ア上 の技 術 的 な

基 礎 が固 ま りま した 。

ソ フ トウエ ア技 術 に つ い て見 ます と,こ の10年

間,OSが 非 常 に 巨大 な ものに な った こ とが 目に

つ き ます 。 そ して それ を製 作 す る技 術 に いろ い ろ

反 省 が 行 わ れ,ソ フ トウエ ア工 学 とか 要 求 工 学 と

い った 新 しい 学 門 の芽 が 出 て き て い ます。 まだ真

に産 業 の発 展 に貢 献 す る とい うと ころ まで は い っ

て お りませ ん が,こ れ が さ きほ どお 話 の あ りま し

た シス テ ム化 の方 向 とい うも の の一 つ の 現 れ だ と

思 い ます 。 また,ア ポ ロ計 画 で 開発 され た技 術 が

全 般 的 に 浸透 して き た とい うこ とで もあ る と思 い

ます 。 こ うい うこ とを 背 景 に して,分 散 処 理 とい

い ますか,ネ ッ トワー ク とい った コン ピュ ー タを

相 互 に 通信 回線 で結 んだ 巨大 な情 報 シ ス テ ムを 作

りあ げ て い こ うとい う動 き が強 くな り,い ろ ん な

ネ ヅ トワー ク ・ア ー ク テ クチ ュ ア とい うもの が提

案 され て きた わ け で す ね 。

さき ほ ど,国 際 化 の問 題 が で てお りま した が,

コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クの立 場 か ら見 て も,

ネ ッ トワー ク ・ア ー クテ クチ ュ アに 関 して ヨー ロ

ッパ を 中心 に,非 常 に熱 心 に標 準 化 の努 力 が 行 わ

れ てい ます 。ヨー ロ ッパ の場 合 は,ECを 中 心 に し

て 国 と国 とを 結 び 合 わ せ た ネ ッ トワー クが現 実 の

目標 に な っ てい ます 。 日本 の場 合 は,地 理 的 に も

離 れ て い ますか ら,ま だ 本 格 的 な 形 に は な って い

ない と思 い ます けれ ど も,そ うい う巨 大 な 情 報 網

シ ス テ ムを 作 りあ げ て い こ う とい う気 運 が 非 常 に

高 ま り,そ の ため の基 礎 的 な い ろ ん な技 術 が積 み

上 げ られ て き た時 代 で あ った と思 い ます。

そ れ と一 方 で は,LSIの 普 及 化 に と もな って

マ イ ク ロ ・コ ン ピュ ー タ とかパ ー ソナ ル ・コ ン ピ

ュ ー タ とか い った 小 型 化 され た コ ン ピュ ー タが で

き て ぎて,巨 大,極 小 へ の両 極 分化 が進 んだ とい

うの も70年 代 の 一 つ の特 徴 では なか った か とい う

気 が いた します 。.

高度に完成した電話網

手島 では次に,輿 局長から,こ の10年 間の電電

公社のサービスの進歩,技 術開発 といった問題を

お話 しいただけませんでしょうか。

輿 公社では,私,デ ータ通信の方をやってお り

ましたが,ま ず,電話の方からお話 ししたいと思い

ます。ご承知のとお り,電 話は戦後,非 常に苦労

して拡張に努めてきたのですが,54年3月,1970

年代の最後に,日 本における電話は,全 部,自 動

化されたわけです。これは,皆 さんが考えていた

よりかなり早いスピー ドだったと思 うのですが,

とにか く全国数千の電話局がすべて自動にな りま

した。それ も市内電話だけでなく,全 国どこでも

10桁のダイヤルを廻せば,す ぐにつながることに

なったのです。加入者の数で申します と約3,700

万人ぐらいですが,電 話機数では5,000万 台にな

ります。これが一つの巨大なネ ットワークになっ

たわけですから,こ と電話については,量 だけで

なく品質的にも機能的にも世界の トップレベルに

なった といえます。まだいろいろ細かい問題は残

りますが,長 い間の懸案が一つ解決 した,と 思い

ます。

もう一つ,こ れ も長年懸案だったのですが,電

話は申 し込めばすぐにつ くようになりました。昔

は,申 し込んでから3年 も5年 も待たされたとい

うことがあ りましたが,現 在では,沖 縄の一部を

除いて全国どこでも申し込んだら一ヵ月以内には

つ くとい うことです。まあ,こ の二つは特徴的な

ことでして,よ くまあここまで来たものだ とい う

感じを持ちますけれ ども,こ れは国の経済発展の

ペースが非常に早かったこと,国 民の要望 も非常

に強かったことに支えられたものと思います。こ

れで電話 としては一つの大きな山を越したわけで

すが,こ れから先きは,こ れをさらに便利にして

いかなければいけないということで,す でに70年

代の後半あた りから各種の新サービスが出てきて

いるわけです。以前,電 話はかかりさえすればよ

かったのですが,最 近では,お 客さまか らの新ら

しい要求がいろいろと出てきてい ます。た とえ

ば,い つでも,ど こか らでもかけたいとかいった

ことです。これは無線を使わなければいけないわ



》

↓

け で,そ れ だ け コス トも高 くな り ます が,自 動 車

電 話 な どに 実現 して い ます。 これ も将 来 は更 に小

型 に な って い っ て よ り便 利 な もの に な って い くだ

ろ うと思 い ます 。 また端 末 の 電話 機 につ い て も留

守 番 電 話,親 子 電話 な どい ろ ん な サ ー ビス があ り

ます が,こ れ も こ こ数 年 で い ろ い ろ な技 術 が で て

まい りま して,非 常 に便 利 に 使わ れ る よ うに な り

ま した 。

現 在,公 社 で は,電 子 交換 機 を採 用 して お りま

す が,こ れ は 一 種 の コ ン ピ ュ ー タで す 。 こ うい う

も のを 使 っ てい け ば,今 後 は,い ま まで で き なか

った よ うなサ ー ビス も,す べ て可 能 に な って来 ま

す 。 こ うい った 高 度 な 電 話 網 が 完 成 した とい うこ

とは,日 本 の情 報 化 に と って 極 め て大 ぎな 意義 を

持 つ も の と信 じ ます 。

実 際,民 間 で 使 用 す る専 用 回線,デ ー タ 通信 回

線 数 の伸 び も大 変 な もの が あ ります。 先 き ほ どの

電 話 加 入 者 数 の 伸 び が1970年 か ら1978年 まで に約

2倍 です が,回 線 の ほ うで い い ます と,約7倍 と

い うこ とに な ります 。 つ ま りそれ だ け大 い に利 用

され つ つ あ る とい うこ とで す 。

手 島 デ ー タ通 信 に つ い て は い か が で すか 。

輿 先 きほ どい わ れ ま した よ うに 公社 が デ ー タ 通

信 のサ ー ビス を 開 始 しま した の が 昭和43年 です 。

つ ま り1968年 で す か ら,こ れ もち ょ うど70年 代 に

成 長 して きた とい って も よい か と思 い ます。 こ の

間,画 期 的 だ った の は,71年 の 公 衆電 気 通信 法 の

改 正 で す 。 この 改 正 で 回 線 が 自由 化 され,日 本 で

もい わ ゆ るオ ン ・ライ ン とい い ますか,コ ン ピ ュ

ー タを 使 った デ ー タ通 信 が ど こで もで き る よ うに

な りま した 。 民 間 の オ ン ・ライ ンサ ー ビス も非 常

に 増 え て きた こ とは 間 違 い あ りませ ん 。 もち ろ ん

公 社 も,電 信 電 話 に つ ぐ第三 の サ ー ビス と して こ

れ を 取 りあ げ て きた の は ご存 知 の 通 りで す。

こん なわ け で,70年 代 とい うの は,日 本 の コ ン

ピ ュ ー タ業 界 に と って も大 き な 意 味 の あ る年 だ っ

た と思 い ます 。 コ ン ピ ュ ー タが大 き く進 歩 し,安

くか つ 使 い 易 くな り,非 常 に 普 及 して い っ た時 代

です 。 外 国 で もそ うで す が,も と も と コ ン ビュ ー
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タは 高 い もの,限 られ た範 囲 で しか 使 え な い とい

う認 識 が あ った と思 うの です が,そ れ が 今 日 で

は,産 業,行 政 は も と よ り国 民 生 活 に も密 着 した

サ ー ビス が 出 て き て い ます 。 例 えば,銀 行 の オ ン

・ライ ンな どは 全 国 的 に ほ ぼ 完 成 して い ます し
,

国 鉄 の緑 の窓 口な ど の予 約 業 務 も広 く行 わ れ てい

ます 。 気 象 庁 や 運 輸 省 で もそ れ ぞ れ 大 き な シス テ

ム を構 築 して い ます が,最 近 は,そ の傾 向 が さ ら

に普 及 化,大 衆 化 してい く方 向 に あろ うか と思 い

ます。

また,社 会 の変 化 に と もな い ま して,単 に経 済

発 展 だ け で な く,社 会 福 祉 な ど国 民 生 活 に 関連 し

た シス テ ム が 出 て き た とい うの も特 徴 です 。 そ の

一 例 と して救 急 シ ス テ ム とい うの が あ ります が
,

県単 位 で コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ム を作 っ てお り,

夜 間休 日の愚 老 た らい廻 しを 防 ぐ とい うも の で,

現 在,8つ ぐら い の県 で や っ てお ります が,こ れ

は 今後 ます ます 増 加 して行 く と思 い ます 。

そ ん な こ とで,流 れ1

と して は次 第 に普 遍 化

の方 に き てお り,こ れ

か らの方 向 と して は,

こ の傾 向 が よ り 進 ん

で,さ らに大 衆 化 が進|

み,個 人 生 活 の レベ ル

まで い くの では ない か

と考 え ます 。 そ して こ

う した 徴 候 があ ち こち`

で 出 てお ります 。

聾

デ ー タ通 信 あ るい は コ ン ピュ ー タ通 信,オ ン ・

ラ イ ンを進 め る上 でい ち ば ん 必 要 なの は 回 線 の 問

題 で,い ろ い ろみ な さん か ら ご指 摘 を 受 け てお り

ます が,先 きに も 申 しあ げ ま した よ うに 回 線 の量

のほ うは も う十 分 だ と思 い ます 。 た だ サ ー ビス に

つ い ては 決 して 満 足 す べ き もの とは 思 い ま せ ん

が,今 後 は,お 客 さ まの御 要 求 に 遅 れ る こ とは な

い だ ろ うと思 っ てい ます 。

そ して,最 近 で最 も特 徴 的 な こ とは,54年12月

25日 か らサ ー ビス を 開 始 しま したDDX,デ ー タ
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通 信 ネ ッ トワー クか と思 い ます 。 これ に よ って コ

ン ビ 一 夕の 活用 に適 した高 度 な ネ ヅ トワー クが 本

格 的 に 動 きだ した わけ で,1970年 代 の大 き な成 果

で あ ろ うか と思 い ます 。

み ごとに乗 り切 った自由化

手島 ありがとうございました。それでは前田課

長,産 業政策の視点か ら見た70年代はどうい うこ

とにな りましょうか。

前田60年 代の最後,1969年 に産構審の情報産業

部会が最初の大きな答申を出 しました。この文書

は,「 わが国を含め,世 界の先進社会は,今 日,

情報化社会の扉をたたこうとしている」 と,格 調

の高い書出しで始まっています。そして,情 報化

に対する取組み方の基本が一応示 され ました。 こ

れにそってさまざまな施策が とられた わ け で す

が,こ こで大きな点だけをあげてみたいと思いま

す。まず,70年 代の最初に,電 振法が機電法に衣

がえ して,主 としてハー ド面に対する助成の柱が

できました。これが70年 代の3分2の ぐらいをカ

バーするのですが,78年 には機情法に変わ り,特

定機械工業にソフ トウエア産業が加わり,機 械 と

情報の一体化が進みました。まずこれが一つでは

ないかと思います。

もう一つは,70年 に,IPA法(情 報処理振興

事業協会等に関する法律)が できてお ります。電

振法はハー ドウエアが中心でしたから,ハ ー ドだ

けではいかん,ソ フ トウエアの面 も大いに頑張 ら

なければとい うので,ソ フ トウエアを振興する法

律ができたわけであります。

同じく70年には,社 会システム関係の予算がつ

き始めています。この中 こ々は,若 干,時 代に先ん

じ過ぎて,で きたけれ ども実際には使いきれない

といったものもあ りますが,牧 野さんもおっしゃ

ったように,シ ステム化が大事だという認識から

一つやってみようじゃないか,と い うことが行わ

れた時代でもあるわけです。

他方,産 業面でいいますと,コ ンピュータ産業

とい うのはかなり厳 しいとい うことが60年代にす

でにわかっていました。倒産,破 産とはちがいま

すが,ア メリカでは60年 代の終 りから70年代の初

めにかけて,GE,RCAと い う巨大企業が コン

ピュータ部門から相次いで撤退 しております。

手島 そ うい う厳 しいところに元岡先生がいわれ

たLSIを 実装 したIBM370と い う俗に3.5世

代 というものが導入されてきた。そ して牧野さん

がいわれた国際化時代に突入 してきた,と い う構

図でしょうか。

前田 そ うです。そしてまた一方では自由化問題

が起ってきました。アメリカは電算機をグッとに

らんで,ぜ ひ自由化 しろとい う話になってきたわ

けです。このように,一 つの大きな危機が産業界

に訪れた というのが70年 代の初めだったと思いま

す。これに対応 して行政は何をしたか とい うと,

コンピュータ助成の中では最大の,自 由化対策 と

370対 抗策の意 味での新機種開発 とい う助成策を

決めました。これは5年 間で686億 円とい う規模

に達 しています。

このときは,企 業の

方にも危機感があ り,

グループ化とい うこと

が一応の進展を見せま

した。競争相手がお互

に腕を組んで対抗機種

を開発しようという気

運が,こ の助成策をキ

ッカケに して盛 り上が

〔漂

s
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ってきたわけです。そして,こ うした努力と興奮

一 といったら叱られるかもしれ ませんが一 の

申で自由化に踏み切ったのが,ち ょうど70年代の

まん中になるわけです。

そしてなんとかこの困難を切 り抜けてまい りま

して,3.5世 代が終 りになる頃,つ まりIBMで

いえば旧型機を売 っている頃に,新 機種が出てき

たとこうい うことですね。それでものに よっては

外国機に肩を並べ,少 くとも部分的には追い越 し

た点もあるといったところまで来たとい うことが

70年代の成果でばなかろうかと思います。



}
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とこ ろ が,70年 代 の最 後 に来 て,い よい よ第4

世 代 に突 入 す る とい う事 態 がや っ て き ま した 。 第

4世 代 と して は ほ ん の は し りか も知 れ ませ ん が,

電 子 ビ ー ムを 用 い て 作 った 超LSI(こ れ に も超

LSIの 定 義 の問 題 は あ ります が)を 使 った 新 し

い 機 械 が 出 て きた わ け です 。

そ こに も う一 つ,東 京 ラ ウ ン ドの問 題 が あ りま

す 。 第一 回 の 国際 化 は,何 とか 切 り抜 け た の です

が,こ ん どは,関 税 の保 護 を はず す とい う東 京 ラ

ウ ン ドに お い て,コ ン ピ ュー タが再 び大 きな タ ー

ゲ ッ トに な った の で あ ります 。 そ の 結 果,東 京 ラ

ウ ン ドの実 施 期 間 の8年 間 に15%か ら 一 気 に4.9

%に 大 幅 引下 げ を 行 うこ とが決 ま った の です 。

こ うい うふ うに,世 代 交 替 と自 由化,さ らに は

円 高 の波 が あ っ て非 常 に大 変 で は な いか と思 っ て

い た の で す が,ICの 需要 が強 い とか,あ る いは

若 干 の 幸 運 もあ るか と思 うの で す が,国 産 コ ン ピ

ュ ー タ ・メ ー カ ーは,非 常 に健 闘 しつ つ70年 代 か

ら80年 代 に 入 った とい うのが 現 状 では ない か と思

い ます 。

国際 化 につ い て,も う一 つ 申 し上 げ てお き ます

と,60年 代 の初 め に 日本 がIMFの8条 国 に移 行

し,つ い でOECDに 加盟 した,そ の時 す で に 日

本 の 国際 化 が 始 ま った と思 うん で す。 それ で も70

年 代 の前 半 まで は,国 際 市場 で は まだ ひ よ っ子 で

割 合 い い ろ ん な こ とで カ ンベ ン して も ら って い ま

した。 自由化 に して も,即 時 とい うの で な く2年

ぐ らい の時 間 を も らっ て,そ の間 に必 死 に な っ て

キ ャ ッチ ・ア ップ す る とい うこ とが許 され てい た

わ け で す 。 しか し70年 代 の後 半 に な る と,も うそ

うい うこ とは 許 され な くな りま した 。 カ ンベ ン し

て も らえ ない ところ まで 日本 の経 済 力 が 強 くな っ

た の です 。

こ の 点 に つ い て,国 内 で そ うい う変 化 に 十 分 に

対 応 で き るか ど うか とい うの が,80年 代 に入 る際

の 一 つ の 問題 に な ろ うか と思 い ます。 例 えば,ア

メ リカの 人 は 「日本 は 政 府 助 成 を して い る の が け

しか らん 」 とい うわ け で す 。 これ に 対 して 「イ ギ

リス や フ ラ ンスな んか のほ うが も っ と激 しく助 成
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してい る よ」 とい う話 を します と 「彼 ら(英,仏)

が何 をや っ て も気 に な らん が,日 本 が や る と気 に

な る ん だ 」 とい うん です ね 。 ま あ,こ うい うこ と

を い わ れ る まで に 日本 は強 くな った わ け で,こ の

点,十 分 に認 識 して お く必 要 が あ る と思 い ます 。

手 島 あ りが と うご ざい ま した 。 日本 の メー カ ー

は よ く健 闘 してい るが,70年 代 の 最 後 に な っ て ま

た苦 しい 時 代 に入 っ て きた とい うご指 摘 が あ りま

した が,こ の こ とは80年 代 を 展 望 す る上 で 一 つ の

土 台 に な る で し ょ うね 。

考えられ る三つの進歩の方向

手島 それでは次に80年代の展望に うつ りたいと

思います。まず牧野さんか らお願いいた します。

牧野 そ うですね。まあ80年代は,国 の経済政策

としては,と にかく85年 までは5.7%,後 半は5

%の 成長見通しとい うことですね。実は,私 たち

中期経済計面をやっていた過程で,日 本が将来 ど

れだけ伸びられるか とい う潜在成長力とい うのを

実は計算したことがあるんです。そのとぎのデー

タは,中 間報告 とい う形で,3,4年 前に出ている

んですが,こ れはいわゆる7カ 年計面の基盤にな

るものですね。

そのとき非常におもしろいと思ったのは,ま あ

潜在成長力とい うのは,労 働力と資本,設 備投資

の三つの要因に分けますと,昭 和30年 代の成長は

労働要因が強 く,40年 代は設備投資(資 本)要 因

が強いんですね。 ところが1980年 代に入ると,労

働要因も設備投資(資 本)要 因ともに相当に低 く

なっていくんですね。それではこれか らの成長要

因は何なのかとい うことでいろいろ計算してみ ま

す と,技 術進歩 しかない,こ れが全体の成長を支

えるんだという結論になったんです。これが技術

立国論 となって,最 近は,総 理が話をするときし

ばしば登場 してくるわけです。

では技術進歩 として,ク ローズアップしてくる

、
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の は 何 か とい い ます と,私 は,唯 一 残 っ て い る大

きな 分 野 は エ レク トロニ クス で は な いか と思 うの

で す 。 エ レク トロ ニ クス の 分 野 とい って もC&C

(コ ンピ ュ ー タ ・ア ン ド ・コ ミュ ニ ケー シ ョン)

あ るい は そ れ を 構 成 す るデ バ イ ス 等 も含 め た電 子

技 術 の分 野 です ね 。

電 子 技 術,エ レ ク トロニ クス 全 般 に わ た る方 向

と して,進 歩 は三 つ あ る よ うに思 い ます 。 第 一 は

ハ ー ド技 術。 ハ ー ド技 術 で80年 代 に イ ンパ ク トを

与 え る と見 られ る もの が実 は い く つ か あ る。 先

日,江 崎 玲 於 奈 氏 とあ る座 談 会 で お 話 した ん で す

け ど,江 崎 氏 は 現 在,研 究 の 方 向 は 大 き く二 つ の

流 れ が あ る とい うん で す ね 。 一 つ は 代 替 技 術,も

う一 つ は極 限 技 術 だ とい うの です 。

代 替 技 術(オ ル タナ テ ィブ ・テ ク ノ ロジ ー)は

これ まで の 真 空 管,半 導 体 とい った もの に替 わ る

原 理 的 に ま った く異 った 代 替 物 。極 限技 術(ア ド

バ ンス ト ・テ ク ノ ロ ジ ー)と い うの は,現 在 の既

存 の技 術 を ギ リギ リま で進 歩 させ て い く技 術 な ん

で す。 彼 は,ど っ ちか とい うと ア ドバ ンス ト ・テ

ク ノ ロジ ー を ベ ー ス に お い て非 常 に 薄 い 薄 膜 を 重

ね 合 わ せ て ス イ ッチ ン グの研 究 を してい る とい う

こ とで した。80年 代 は こ の二 つ が両 横 綱 を形 成 す

る と思 え るん で す ね 。

代替技術と極限技術にエース

まず代替技術では,私 はやは りレーザーだと思

います。 レーザーの進歩は,最 近,通 産省も光産

業を成長業種としてとりあげているようですが,

相当広 く,大 きな分野なんですね。た とえば レー

ザーを使った無人工場があるかと思 うと電電では

光通信をやっている。さらにこれは先にな ります

が,光 素子を通信でコンピュータに組み込む研究

もある。エネルギーの方では,核 融合を レーザー

のエネルギーでやれば小さなものが で き る とい

い,す でに1990年 には,か なり目ハナがつきそう

だという人 もいるのです。ウラン濃縮でもレーザ

ーを使 うととても簡単にいくんですね。ですか ら

核融合から医学の手術,あ るいはその測定関係,

通信,コ ンピュータの分野 まで,こ れが入ってき

たときは,広 い分野の産業に非常に大きなインパ

ク トを与えるだろ うと思います。

次に極限技術。これは前にも話が出ましたよう

に起LSIな ど微小回路の極限までの技術です。

どれ くらいの極限 まで微小化するのか。例えば,

私の親指の爪の上にですね,10年 後にどれ くらい

の素子が乗るだろ うか と,こ の間,日 立の神原専

務に聞きましたら,100万 個 ぐらいは楽々か も知

れないとい うんですね。マイクロコンピュータな

どが応用製品 として拾頭 してきます。私は最近,

日本電気の大内専務に,今 後,マ イコンはどんな

ところにまで使われるようになるかと聞いてみた

のですが,「 使わない ところがなくなる」とい う

んです。逆に使えないところは と考えると二つか

三つあるとい う具合なんだと言 う答えでした。近

い将来,マ イコンが家庭に何台あるか ということ

が文明度をはかる尺度になるとあちこちでいわれ

るわけです。

そ うい う意味で,代 替技術,極 限技術の双方に

エースが出てきたんだとい う気が します。ですか

ら,私 はよく 「これか ら就職するのならエ レク ト

ロニクス分野だ」とよくい うんです。(笑)

第二に,ソ フ トウエアの分野の進歩ってい うの

がまさに待望分野であるわけです。一昨年10月 頃

だった と思いますが,電 子機械工業会の設立30周

年記念でシンポジウムがあ り,私 が最終の レポー

トをや ったんですけど,い くつかおもしろいこと

があ りましてね。その中で,あ る報告が非常に印

象に残 っているんです。

縦軸に人口をおき,横 軸に年次を置くと人口が

右上が りにずっと上がっていきますね。そ してソ

フ トウエアの人口の数 とい うのが,も っと急角度

ですうっと上がっているんです。そして,両 者を

延長していくとソフ トウエア人口が,2025年 で世

界人口を追い抜 くわけです。ま,実 際にはそんな

ことはないんだろうけれ ども,そ れだけ増えてい

る。これは,ソ フトウエアとい うものの需要が多

くなるとともに,ソ フトウエアの生産性が低いま
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ま だ とい うこ とです ね 。 ソフ トウエ アの 生 産 性 が

低 い こ とは,こ の ま ま で い く と非 常 に 危 機 な わ け

で すね 。 そ うい う意 味 で こ こ に大 きな 壁 が あ り,

非 常 に 大 き な 問題 と思 う。 わ れ わ れ に とっ て,例

え ば マ ンマ シ ンイ ン ター フ ェー ス をい か に うま く

や って い くか,あ る い は デ ー タ ベ ー ス を いか に 整

備 して い くか とい う問題 で もあ る わ け で す 。 い

ま,例 え ば 三 菱重 工 な ん か で設 計 屋 さ ん の設 計 の

生 産 性 を 上 げ るた め に ごCADAMこ とい うの が

入 っ て るわ け で すね 。 コ ン ピ ュー テ ッ ド ・デザ イ

ン・ア ン ド・マ ニ フ ア クチ ャ リン グね 。 これ な んか

ま さに 全 社,全 工 場 の 図 面 を 全 部 デ ー タベ ー ス に

入 れ てお い て,歯 車 一 つ を こ うち ょっ と直 す とい

った 場 合 で も,自 由に 引 きだ せ,し か も グ ラ フ ィ

ッ クに直 せ るわ け ね 。 こ う した あ れ や これ や の 戦

術 とい うの は,私 は,1980年 代 の 非常 に 大 きな課

題 だ と思 うん です 。 か た 一 方 のハ ー ドウエ アは ど

ん どん進 歩 して い く,ソ フ トウエ アだ け は,世 界

人 口が タバ に な っ てか か っ て も で き ない とい うの

で は 困 るん でね 。

第 三 点 目は,輿 さん の ほ うに関 係 す るん です が

や は り通 信 の グ ロー バ ル 化。 これ の影 響 す る とこ

ろ は 非 常 に 大 きい ん で すね 。 通信 関係 の進 歩 とい

うのは 二 つ の傾 向 が あ って一 つ は グ ロー バ ル化 で

な るべ く広 域 的 に 整 備 しよ うとい うこ とで すね 。

極 端 に い えば,全 世 界 に 拡 が る シス テ ムを利 用 し

て,自 分 の オ フ ィス で仕 事 を や る とい う感 じ。 も

う一 つ は,デ デ ィケ ー テ ッ ド化 と私 は い うん で す

け れ ど,こ れ は 自分 の欲 す る もの が 得 た い,と い

うニ ー ズ に対 応 す る シス テ ム です ね 。 デ デ ィケ ー

テ ッ ドとは,「 花 束 をあ なた のた め に 特 別 に さ さ

げ ます」 とい う意味 です か ね 。

これ は何 も通 信 だ け で は な い ん です 。rビジ ネス

ウイ ー ク』 が 「これ か ら50年 後 の ア メ リカ産 業 』

を 特 集 した とき 「 こプ ロシ ュー マ ーこ とい う非 常

に 奇怪 な 存 在 物 が 出 て くる。 それ は プ ロデ ュ ー サ

ーで あ りな が ら コ ン シ ュー マ で あ る」 とい うん で

す 。 い い か え れ ば,プ ロデ ュー サ ー に 個 々の 消 費

者 が 自分 の好 きな もの を 作 らせ るの で す。 ムス タ
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ン グな ん か こあ な た が 設計 した車 で す.と い う う

た い 文 句 で大 い に 儲 け た わ け で すね 。 だ か ら通信

な ん か も,自 分 が 欲 す る 情 報 を,い か に 自分 の欲

す る時 期 と場 所 で 入 手 で き るか とい うよ うな こ と

が 当 然 で て く るわ け で す 。 これ か ら コ ミュ ニテ ィ

・テ ク ノ ロジ ー に 目を 向け る と言 い ますか ,地 域 の

通 信 ネ ッ トワー クを 使 っ て 自分 の 欲 す る情 報 を セ

ンタ ーか ら とっ てい く。 こキ ャプ テ ンミ が も っ と

良 くな っ て,い ろん な シス テ ムが 出て くる とい う

方 向 に い くん じ ゃな いか 。 イ ギ リスで す と ビュ ー

デ ー タ ー とか テ レテ クス トっ て い うの で実 用 化 段

階 に 入 っ て い る。 エ デ ュ ケ ー シ ョ ンの通 信 とい う

希 望 は増 え て く るだ ろ う と思 い ますね 。

も う一 つ つ け 加 え てお き た い の は,さ っ き私 は

技 術 が 日本 を支 え て い る とい い ま した けれ ど も,

欧 米 と 日本 の エ レク トロ ニ クス の 技術 の レベ ル と

い うの は ど うな の か とい うこ とで すね 。 私 は,19

80年 代 とい うの は,日 本 の エ レク トロ ニ クス 技術

とい うのば,か な りの 已

レベ ル に 行 くん じ ゃな

羅 三1㌘雛 灘
見本市を必ず見に行 く

ん で す。 そ こ で見 る と

日本 は エ レ ク トロニ ク

ス と機 械 と組 ん だ いわ

ゆ る メ カ トロニ クス と
鴨

鉢 工又

か ハ イ ブ リッ ド製 品 とい うの が非 常 に 強 い で す

ね 。電 子 レジス タ ー,電 卓,POS,フ ァ クシ ミ

リ,電 子複 写 機,高 級 カ メ ラ,電 子 時 計 な んか で

す ね 。 パ リの見 本市 へ 行 く と 日本 のVTRが でか

い 顕 して並 ん で い る。

VLSIを どう使いこなすか

手島 つぎに元岡先生いかがでしょうか。

元岡 代替技術として レーザー光線が非常に大き

な役割を果すとい うお話をおもしろくうかがった

のですが,予 測とい う立場から申 しますと,極 限
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技術のほ うをしゃべったほ うが安全 じゃないか と

(笑)。やは り80年代のコンピュータ関係の技術で

は,VLSIを どう使いこなしていくかですね。

発きほどメモ リーについては問題ないという話が

あ りましたが,論 理素子をVLSI化 すするとい

うことにはまだ非常に多くの問題が残ってお り,

これから10年間,そ れな りの進歩はするでしょう

が,完 全な解決を見るのは難 しいのではないかと

思います。

理由は二つあって,一 つは先きほ どの指の爪位

の面積に100万 素子を乗せて使いこなす設計技術

とい うものがともなっていない点,二 つ 目は,応

用技術とい うものが備っていないとい うこ とで

す。ですから80年代以降の問題 としては,基 礎技

術はできたけどそれを使いこなす技術ができない

と,結 局,値 段は下がっても,物 はオーバー ・プ

戸ダクトにな り,エ レク トロニクス産業は衰退の

一途をたどる可能性があるとい うことですね。で

すか ら,設 計技術 とい う意味でCAD/CAMを

まずVLS四 こついてまじめに考える必要があろ

うかと考えます。 また,コ ンピュータの利用方式

として.ソ フトウエアや事務などの生産性を高め

る方向の応用を見つけていかなければいけない。

こうい う動きは70年 代からあったわけですが,最

近,私 が感じているのは,コ ンピュータ ・エイデ

ッド・デザイ ンとかいろんなシステムがあるわけ

ですが,コ ンピュータのシステムを考える場合,

社会全般 というか広い組織を考え,そ の組織に合

ったシステムを作っていかない と,な かなかほん

とうの意味での実用化にならないんじゃないかと

いうことですね。一部の効率が上ってもその前後

の効率が上 らないと,全 体のシステムとしては余

り効率が上ったことにな りません。

次にコンピュータの立場から通信を見 ますと,

やは り通信の値段の問題が気にな りますね。通信

のコス トが高いとい うことであれば,情 報はどん

どん分散して孤立システムが増えていきます。し

か し,孤 立システムではや りきれない分野とい う

のが当然あるわけでして,通 信をほんとうに大き

な情報システムの中で中心的な役割を果すものに

するためには,コ ンピュータの値段が下がる以上

に通信の値段を下げなければいけないと思 うんで

す。光その他の技術もあるわけですから,見 込み

がないわけではないので期待 しているわけです。

それか ら,日 本のエレク トロニクスの技術は欧

米に比べてもかなりの水準にあるとい うお話で感

じたのですが,日 本の産業,社 会とい うものはい

ろんな意味でボ トムア ップ的な構造になっていて

ボ トムに関する産業 というのは非常に強いとい う

ことです。 日本が中進国から先進国になるために

はそ うい う過程が必要だったということはあると

思 うんですけど,こ れからは全 く逆に トヅプダウ

ン的な考え方も必要なんだと思いますね。そ う考

えますと,私 は,ヨ ーロッパとい うのは意外に進

んでいるのではないかとい う気がするんです。例

えばテレテクス トもイギ リスが一番先きにやって

います し,デ ータベースに対する投資もヨーロッ

パの方が先きに進んでいます。

これか ら80年代には,こ れまでのボ トムア ップ

的なアプローチは もちろん,そ れをバ ックアップ

するものとして トップダウン的な技術についても

大いに考えていかなければならない と思います。

進む通信のデデ ィケーテ ッ ド化

手島 つぎに輿局長,先 般 ヨーロッパに行かれた

感じも含めて,電 電公社の今後の進むべき方向に

ついて少 しお聞かせください。

輿 は じめに,デ ータ通信ですが,こ れ らの今後

の発展にはいろんな問題があ りますが,ま ず最初

に指摘 したいのは,通 信のデデ ィケーテ ッド化 と

い うことです。私,最 初に電話が非常によくなっ

たとお話 しましたが,最 近,電 話は発信者優先主

義に過ぎるという新 しい問題がでています。昔の

電話は,何 とか相手に接続することが大切でした

から,発 信者に非常に大きな権利を与えているん

ですね。しかしここまで普及 してくると受ける方

のことも考えなければいけないとい うこ とで す

ね。そ して受信者の意見をもう少 し聞くべきだと
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い う意 見 も出 てい ます 。

電 話 が か か って 来 て も,す べ て の 相手 に 出 るの

では な く,出 た い 人 だ け,特 定 の人 の電 話 に だけ

出 る よ うに で きな い か,あ るい は 相 手 を 探知 で き

な いか とい っ た ニ ーズ が 増 大 して い るの も確 か な

ん で すが,技 術 的 には 可 能 で もあ ま り金 が か か り

す ぎ る とい うのが 現 状 です 。 今 後,こ れ に ど う取

り組 ん で い くか 。 これ は 私 は 非 常 に 大 ぎな 問題 だ

と思 い ます。 まあ,コ ン ピュ ー タ利 用 の 高 級 な 交

換 機 が で き な い と難 しい 面 もあ ります が,今 後 は

こ うい っ た ニ ー ズ に応 え られ る技 術 を 開 発 して い

か な けれ ば な らな らな い と思 っ てい ます 。

元 岡先 生 の お っ し ゃった 料 金 の問 題,こ れ は 非

常 に頭 の 痛 い とこ な ん です 。 市 外 均 一 料 金 は 確 か

に望 ま しい とい う気 は し ます が,近 距 離 が 上 り,

遠 距離 が 下 る わ け で すか ら現 実 には,ど ち らが よ

り恩 恵 を 受 け るか とい う問題 に な るわ け で し て

ね 。 市 外料 金 は外 国 に 比 べ て高 い とい うの は前 か

らい わ れ てお ります し,通 信 回線 料 もそ の通 りで

す 。 しか し反 面,市 内料 金 が外 国 よ り安 い の も事

実 な ので す 。 市 外,市 内 料 金 の トー タル な バ ラ ン

ス で 経 営 を してい る以 上,問 題 解 決 に は も う少 し

み な さん の ご意 見 を 聞 か ざ るを 得 な い,こ れ がわ

れ わ れ の立 場 です 。

確 か に技 術 の進 歩 に よ って 市 外料 金 の コス トは

下 が っ て い ます 。 しか し,公 社 で す か ら全 国 まん

べ ん な くサ ー ビス しな け れ ば な らな いi義務 もあ る

わ け で,儲 か らな い か ら とい って地 方 の 回線 を作

らな いわ け に も行 ぎ ませ ん 。 まあ,わ れ われ と し

て は,DDXと か キ ャ プ テ ンな どは,均 一 と まで

は いか な くて も段 階 を減 ら して 安 く して い ぎた い

とは考 え てい ます 。 フ ラ ンス の トラ ンス パ ックや

ユ ー ロネ ッ トも全 国 だ いた い 均 一料 金 で す し,世

界 の大 勢 が そ うです か らね 。

料 金 が下 が らなけ れ ば,コ ンピ ュ ー タの 使 い方

に つ い て もデ ー タ通 信 全 体 が ゆ が ん だ 形 に な って

い く とい うこ とは,私 た ち も十 分 に 考 え て い ま

す 。 通 信 も非 常 に発 達 し ま した け れ ど も,一 方 で

は コ ン ピ ュー タ も進 ん で き ま した 。 通 信 とデ ー タ
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処 理 は,も と も と技 術 的 な基 盤 は一 緒 な も の なん

です か ら…… 。 これ ま で の技 術 開 発 が 証 明 してい

る よ うに両 者 の関 係は,ま す ます 密 接 に な っ てい

か ざ る を得 な い,極 端 にい えば 離 せ ない だ ろ うと

い う感 じが し ます 。 ア メ リカ で もAT&Tは デ ー

タ処 理 は で き なか った け れ ど もこれ を許 す 方 向に

あ り ます し,IBMも 通 信 衛 星 を皮 切 り と して通

信 を や っ て い ぎ た い とい うこ との よ うで す。 さす

が の ア メ リカ も相 互乗 り入 れ とい う形 に な る で し

ょ うが通 信 とデ ー タ処 理 を1社 がや る こ とを認 め

ざる を得 な くな っ て い るわ け で す。 今般,ヨ ー ロ

ッパ へ行 って 意見 交換 した り会 議 に 出 ま して も,

この こ とを 同 じ よ うに 感 じ ま した。 例 え ば,最 近

テ レマ テ ィ ック とい う言 葉 が よ く使 われ て い ます

が これ は テ レコ ミュ ニケ ー シ ョン と ア ン フ ォル マ

テ ィ ックを 組 み合 わ せ た 言 葉 で,わ れ わ れ の い っ

てい るデ ー タ通 信 と同 じ こ とで す が,ヨ ー ロ ッパ

で ぱ デ ー タ通 信 よ り広 い 意 味 で解 釈 され て い る よ

うで す 。

世 界 は どこへ 行 っ て

も,ま あ,こ うい う流

れ の よ うなの です が,

日本 で もそ れ は感 じら

れ て い るわ け で して,

そ の象 徴 的 な ものが キ

ャプ テ ンシ ス テ ム で

す 。 これ は ま さ し く通

信 と コ ン ピュ ー タ とテ1

磯

‖
輪
騰

一
レ ビの結 合 が実 現 した もの で あ ろ うか と 思 い ま

す。 われ われ は画 像 化 とい っ て い ます が,こ れ か

らの通 信 は,従 来 の符 号 や 音声 に よる も のか ら絵

で 見 る よ うに な る こ とは 間違 い の な い と こ ろ で

す 。 例 え ば 日本 は漢 字 を使 い ますか ら フ ァ クシ ミ

リな どが まだ まだ 普 及 す るだ ろ う と思 い ますね 。

公 社 と して は,家 庭 で も使 え る安 全 簡 単 な もの

の 開 発 に ウエ イ トを置 き た い,画 像 通 信 で もキ ャ

プテ ンを さ らに一 歩進 め て,動 画 の形 で表 わ すV

RSと い った もの を 目指 した い とい うの が 今 後 の

方 向 です 。 そ して,本 命 は か な り光 フ ァイ バ ー と
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かLSIを 使 った 画 像 と音 を含 め た サ ー ビス が花

開 くの で はな い か と思 って い ます 。

デ ー タ通 信 につ い ては 二 つ の 方 向 が あ ろ うか と

思 い ます。 一 つ は ネ ッ トワー ク化 で,DDXの 回

線 交換,パ ケ ッ ト交換 サ ー ビス を始 め ます が,こ

うい った もの を よ り高 度 に 活用 し よ う とい う こ と

です 。 オ ン ・ライ ン も一 層 発 展 し,分 散 処 理 の方

向 に も行 くで し ょ う し,大 衆 化 に もつ な が っ て い

くで し ょ う。

も う一 つ は デ ー タ処 理 の大 衆 化,普 及 化 で す

が,そ の一 つ の表 われ を私 たち は,こ の春 頃 に発

売 した い と思 っ て お ります が,デ ー タ テ レホ ン と

い った もの に 象 徴 した い と思 っ て い ます 。 これ は

現 在,プ ッシ ュホ ンを 端 末 機 と して行 って い る簡

単 な デ ー タ処 理 を,さ らに プ リン タを つ け た り,

他 の機 能 を附 加 す る こ とに よ り,行 うもの と考 え

て い た だ い て い い で し ょ う。 デ ー タエ ン ト リ㌧

電 子 決 済,情 報 検索 な どを行 うこ とも可 能 であ り

わ れ わ れ は こ う した もの を ベ ース に して ネ ヅ トワ

ー クを 最 大 限 に 活 用 して 安 くで き る もの を頭 に お

い てい るわ け で す 。 そ して,そ う した もの を 使 っ

て の デ ー タ通 信 シ ス テ ム とい うもの を 見 て い た だ

き た い と思 い ます 。 さ らに は また,家 庭 に あ る メ

Pt歩 一の遠 隔検 針 とい っ た も の も今 後10年 間 でか

な り進 ん で い くの で は な いか と思 い ます 。

要鯖される強力な政策の後押し

手島 それでは前田課長から80年代の産業政策 と

いったお話をお うかがいしたいのですが……。

前田80年 代の産業政策 というのは,電 子産業に

限っていえば70年 代の延長線上にあるのではなか

ろうか と思います。ただ,今 まではIBMを 中心

とするアメリカに遅れているとい うマイナスがあ

ったと同時に,そ のこと自体が前にガイ ドが走っ

ているとい うプラスでもあ りましたが,こ れから

は自分で指針を作らなくてはならない,そ うい う

認識にたって80年 代の産業政策を考える必要があ

るとい う感じです。

さきほど極限技術とか,代 替技術 とか常に先端

的な部分のお話があったのですが,こ うい う,基

本的な技術開発については私は,牧 野さんほ ど楽

観的になれないのです。職業的に心配 しなければ

ならないとい うことかもしれ ませんが,予 算政策

等の動きから見ると若干,憂 慮すべき方向にある

んじゃないかと思 うのです。

と申しますのは,政 策の一つのメルクマールで

ある政府の研究開発助成が,企 業の売上高,企 業

規模の拡大に比べて,相 対的に少 くなってきてい

ることが気になるんです。70年 代初め,IBM370

対抗,自 由化対策の新機種開発には一番大きな助

成を したのですが,次 の第四世代の開発になると

4年 間で300億 円,次 のオペ レーテ ィング ・シス

テムになると5年 間で235億 円と減ってきていま

す。それだけ相対的に企業に力がついたとい うこ

ともあ りましょうし,補 助金が少なくて目的が達

せられるならば大いに結構なことでしょう。 しか

し,必 要があるのに財政事情が苦しい時期だから

とい うことで査定する側のみならず,要 求する側

も近視眼的になって,基 本的な研究開発への政府

助成 も控えるというようなことが仮にあ りとすれ

ば,80年 代に向って大きな遅れがでてくるのでは

ないかと気になるわけです。

例えば,オ フィス・オートメーションにしてもI

BMや 巨大石油資本のエクソンなどが動いていま

す し,こ れが元岡先生がおっしゃるようなCAD

(Computeraideddecision),CAM(Computer

aidedmanagement)と いうことになればオフィ

ス ・オー トメーションは非常に大きな意味を持ち

ます。で,こ れも大 きな研究開発投資が必要では

ないかと考え55年度の新政策で出したのですが,

こちらの準備不足,説 得力の不足 もあって見送 り

になりました。またデータベースの技術などにつ

いてももっと政府の積極的な関与があって然るべ

きではないか と思 うわけです。'

歴史的にみましても,例 えば,ア メリカ政府が

宇宙計画や国防に莫大な金をかけて研究開発を進

めたことがアメリカのコンピュータ産業の発展を

助けているわけです。月に行 くための投資 とい う



のはある立場からすれば,い わば壮大なムダで し

ょう。 しか し,近 視眼的に見た壮大なムダない し

ぜいたくなしには,大 きな進歩はなかなか望めな

いと思います。一つの国家的な大 目的があって,

これに投資することができれば大きな進歩につな

がるわけです。日本でも高度成長期,社 会システ

ム論が盛んな時期にはそ ういったことが許されて

いました。例えば,CCVSな んかそ うですね。

また東生駒でやっている光ファイバーを使った完

全双方向性映像情報システムも,世 界で最も進ん

だシステムで,海 外の評価は高いのですが,今 の

所得水準では一寸普及 しそ うにないので,少 々肩

身の狭い思いをしています。 しか し,こ うい うの

が意味ある こぜいたくミだと思 うんです。やは り

強い リーダーシップで,短 期的にはムダに見えて

も技術のフロンティアを進めるようなものには積

極的に取 り組む方向に持っていきたいと思 うので

す。

出た くない電話に出ない法

手島 いままでのお話で,何 か補足 していただく

ことはございませんでしょうか。

元岡 先きほどから通信のデディケーテッド化と

い う話が出ているんですが,感 じとしてはわかる

んですが,具 体的にはどうい うことを考えていら

っしゃるのでしょうか。

牧野 簡単にいえば,自 分の好きな情報を自分の

好きな時間に欲しいとい うニーズを満足させるシ

ステムですね。現在はマス ・メデ ィアになってい

て,7時 のニュースとか新聞の朝刊とか時間が決

まっていて,聞 きたいとい う段階にはないわけで

す。同 じような容易さでこっちが頼めばでてくる

ようにしたいとい うことですね。アメリカでも最

近,デ ディケーテッド・ニュース・ペーパーとい う

のができて,自 分の好きな情報だけをいろいろ手

に入れることができるようになっています。電話

でも今は強制的にかかってくる。それが自分の好

きな電話だけに選択 してもらってもいいんじゃな

いか,そ うい う感じですね。
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輿 キャプテン・システムなんかそういう考えで

すね。しかし,例 えばいまもテ レホンサービスと

かあ りますけど,あ れも根本的に問題があるんで

す。例えば,天 気予報が一番代表的な例ですが,

ああい う簡単なものはよいとしても,高 級な情報

を高い金をとって提供することが,現 在の制度で

は難 しいんです。料金の問題があ りまして料金代

行徴収ができないものですから,全 部10円 で情報

を渡さなければいけない。高級な情報なら100円 で

もいいじゃないかとい う意見 もあるのですがね…

…。キャプテンでも同じですね。今は実験段階で

すからタダですけれども本格的にサービスをはじ

めれば,画 面によって値段の差をつけなければな

りません。情報の価値などによって料金に差がで

きる。そ うい う時代に来ているのだ と思います。

日米IC戦 争 と技術力

元岡 私の耳学問なんですが,い ま,ア メ リカで

はICが 不足 しているようですね。大学でも,普

通のLSIが 半年ぐらい待たないと手に入らない

とい うんですね。一つには,必 要になってから量

産体制をとるや り方が 日本 とアメリカでは違 うら

しいんですね。 日本は,必 要になったら既存の工

場に継 ぎたして作 りますね。アメ リカでは新 しく

土地を捜してから全 く別に建てる。 しかも各社そ

れぞれノウハ ウがあって簡単には建設業者にまか

せない。ですから,計 画してか ら物ができるまで

5年 ぐらいはザラにかかるってい うんです。

牧野 日本のメーカーとのIC大 会議のときの話

で,ア メリカは,日 本は不良品を取 り除いて売っ.

ているからいかん,ダ ンピングだとアメリカはい

うらしいんですね。 ところが日本では,不 良品は

つ くらない。そんなことしていたら倒産 じてしま

いますね。不良品が出ないんだといっても向うは

わからないってい うんですよ。その辺の認識 とい

うか生産技術力の差とい うものもあるのではない

で しょうかね。

前田 たしかに日本の工場の製品歩留 りとい うの

は向 うに比べていいですね。 これはアメリカは検
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査でバネればいいとい う考え方があるんですが,

日本の場合はそうじゃなくて,い ちばんもとのと

ころで技師も現場労働者 も一丸 となっ て 努 力 し

て,検 査の時に落さなけれぽならんようなものは

作らないとい う考えでやるんですね。

輿 日本人とい うのはやは り計画性があるんです

ね。たとえば先きほどの工場増設に してもそ うで

すよね。前 もって計画がたててある上にやるとい

うことになるとそれに必要な設備などの建設 も極

めて早く合理的にや りますね。

牧野 私も現場をやっていたことがあるんですが

日本の場合は,上 がいいんでな くて職工クラスの

下の方の レベルが高いんですね。

ミ陰の部分、に新たな認識が必要

手島 では最後に しめ くくりの意味も含めてひと

言つつお願いいた します。

前田 情報化 と社会のかかわり合いとい うことに

ついてひと言づけ加えておきたいと思います。6

年前の答申で,す でに情報化の光と影 とい うこと

が指摘されていたわけですが,日 本人は原子力ア

レルギーを唯一の例外 として,変 化に対する適応

は常に前向きで,技 術進歩についても抵抗するこ

とが少いですね。

歴史的に海外から新文化を吸収 して発展してき

た民族性の然らしむるところでしょうが,何 の問

題 もないと安心 していてよいか疑問だ と思 い ま

す。

昨年の9月 末,フ ランスで情報化に関する国際

シンポジウムがあり,輿 さんも参加さ れ ま した

が,デ ィスカール ・デスタン大統領が出てきまし

て,大 演説をぶったわけです。その中で情報化と

個人の権利,だ とか,情 報化と生産性の向上に と

もな う労働者の生きがいといった問題が大きく取

りあげられていました。こ うした問題は,日本も,

目をつむって通 りすぎることはそろそろできない

のではないかとい う気がするんです。

日本人にはいわゆる ミ予防ミとい うのははやら

ないんですが,こ の辺で少くとも諸外 国 の こ う

した 問 題 意 識 の 持 ち 方,対 抗 の仕 方 とい うもの を

も う少 し勉 強 してみ る必 要 が あ るん じ ゃな い か と

思 い ます 。

手 島 元 岡先 生,今 のお 話 に関 連 して… … 。

元 岡 そ の 辺,私 は 日本 とい うの は,ち ょっ と他

の 国 とち が って い ま して,コ ン ピ ュ ー タ ・ア レル

ギ ー が ない 。 これ は,日 本 が これ か ら80年 代 に か

け て,先 進 的 な シ ス テ ム を作 っ てい く上 で 非 常 に

有 利 な こ とで は な い か と思 い ます ね 。 もち ろ ん,

前 田 さん が い わ れ た ネ ガテ ィブ な面 も考 慮 しなけ

れ ば な りませ ん が,積 極 的 に 利用 して 人 間 と計 算

機 が 一 体 とな った シス テ ムを 作 って い こ うとい う

のが 夢 で ご ざい ます 。

輿 い ろ い ろ 申 しあげ ま したが,公 社 の デ ー タ通

信 事 業 と して は,今 後,ま す ます大 衆 化 の方 向に

進 ん で い きた い,国 民 生 活 に 関 わ りが あ っ て しか

も役 立 つ もの とい うこ とに な るか と思 い ます が,

民 間 とお 互 い 分 担 して大 き な ネ ッ トワー クを 生 か

して進 め てい きた い とい うのが 第 一 で す 。

第 二 は,国 際化 で すね 。 そ うい う中 でや は り遅

れ て い るの は デ ー タベ ース の 問題 と ソ フ トウエ ア

です 。 こ の点 では,や は り国 の 力 を 借 りて や って

い き た い と考 え ます 。

牧野 先 日,ダ ニ エル ・ベ ル 氏 がNHKテ レビで

80年 代 に つ い て話 して いた の です が,そ の中 で 第

三 次 イ ノベ ー シ ョン とい うこ とを い っ て いた んで

す ね 。 そ の 核 に な るの が 小 さな コ ン ピ ュー タ だ と

い うん で す 。 マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュ ータ,分 散 処理

な どな んで もい い ので す が,コ ン ピ ュ ー タが 人 間

の で き な い こ とを可 能 に した ものが た くさん あ る

わ け で,こ の世 界 に与 え る イ ンパ ク トは非 常 に 大

きい の で は な い か とい うこ とで すね 。

も う一 つ は,や は り,コ ン ピ ュ ータ の デ メ リッ

トの 問題 を考 え なけ れ ば な らな い とい うこ とで す

ね 。 プ ライ バ シー 問題,情 報 の独 占,人 間 疎外,

人 間 の 思考 能 力 の低 下,コ ン ビ ュ ー久 ・エ マ ー ジ ェ

ン シ ーな どが 考 え られ ます が,こ うい うも のを 一

つ 一 つ つ ぶ してい く こ とが大 切 だ と思 い ます ね 。

手 島 ど うもあ りが と うご ざい ま した。
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"新経済戦略"の 発見が急務

一80年 代 を 生 き 抜 く た め に

〈講 演 再 録〉

稲 葉 秀
一
一
一

)

}

過去の世代を反省せよ

1980年 代を迎えるに当って,ま ず,日 本の10年

きざみの世代 とい うものが,ど のようなものであ

ったかについてて基礎的な認識をしていただきた

い。将来とい うものは,現 在あるいは過去を離れ

ては成立 しない。1980年 代を考えるにさいし,日

本が歩んできた過程を,い まいちど回顧反省して

見る必要がある。

私自身,か つて役人だったこともあ り,い ささ

かそのような渦中にまきこまれた人間 だ とい え

る。それだけに,こ れまでの時代を10年 きざみで

考えてみると感無量である。

まず1940年 代の日本はどうであったか。ご存知

のように,40年 代の前半は,日 本が,運 命を賭 し

た太平洋戦争の渦中にあった。そ して1945年,つ

まり昭和20年 に日本は敗戦を迎えた。40年 代の後

半は,こ の戦争によって生 じた混乱をどのように

再建 していくかとい う困難な時期に立っていた。

このように,1940年 代 という世代は,日 本に とっ

て非常に変化の大きかった時代だった。

昭和22年,私 は,政 府に依頼 され,戦 後の経済

再建のために設置された経済安定本部の一員 とし

て,廃 虚の中から日本の経済,と くに産業をどの

ように再建 していくのかとい う構想づ くりの仕事

に3年 ばか り関係 した。このとき,私 たちは,そ

の再建構想を どのように構築 していったのかをご

報告 してみたい。

昭和10年 を一つの基準にすると,昭 和22年 には

日本の人 口は105%に 増加 していた。すなわち,

昭和10年 に6,900万 人だった人口は,終 戦直後に

は7,200万 人になり,新 憲法ができた22年 にはお

およそ7,800万 人になっていた。(現 在 日本の領

域で)。 つまり昭和10年 か らの10年間に300万 人

しか増えなかったのに,戦 争が終るとわずか2年

間に600万 人も増加したわけである。これは,主

として私たちが,敗 戦後,外 地からの大量の帰還

者を包容 しなければならなかった とい う特殊事情

にもよる。

他方,こ のような人 口急増に対 して,国 民1人

当 りの生産水準は,実 に昭和10年水準の55%と い'

う低い水準であった。人 口増にもかかわ らず もの

をつくり出す力やサービスをつくりだす力が逆に
ト

減っていた。その結果,実 質GNPは,昭 和10年

の65～70%と い う低いところに落ち,国 民1人 当

りの暮 しが戦前の半分にしか満たないというとこ

ろに象徴されたわけである。

戦後の経済再建構想

このような状況の中で,日 本の経済をどのよう
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に再建していくのかが,私 たちの課題であった。

私は将来の一定時点 としてX年 とい うものを想定

し,そ のときの経済や生活水準の到達 目標とい う

ものを設定 した。

まず,X年 までに人口は1%強 の割合で増大し

ていくだろ う。そして国民1人 当りの生活水準を

少 くとも戦前の水準まで回復 させ る。そのため,

実質GNPを,目 標時点で人口の増大に見合った

だけ大きくしなければならないと考えた。

総司令部 とも連絡をとり,そ の後X年 は,昭 和

28年度と決められた。そこで私たちは,前 に述べ

た基本認識に従って具体的な目標値をはじき出し

た。28年度の日本の人口は約8,766万 人。 これは

戦前に比べると32%ア ップとなる。その時点で国

民生活を戦前なみに回復 してい く。これ に加 え

て,こ の時点で日本は自主独立の国になっていな

ければならない。従って貿易収支や国際収支 も均

衡 していなければならない。最少限の輸出力を自

力でまかなえるように しなければなら な い と し

た。マ ッカーサー元帥は,私 たちに 「経済的自立

なくして政治的独立はない」といっていた。独立

はさせてくれ,し か し経済はアメリカに依存する

とい うのでは,日 本はほんとうに独立国にはなれ

ない。そこで私たちは,6年 後に日本の経済力を

2倍 にする。また国際収支の自立均衡を確保する

とい う大 まかな 目標を樹てたわけである。

しか し,経 済発展とい うものは,基 礎の時点で

の経済の姿がそのまま2倍 になるとい うことでは

実現していかない。経済が発展 し,国 民生活が向

上するにともなって産業や経済の構造は必然的に

変化していかざるをえない。そこで私たちは,第

2の 戦略を設定した。すなわち,向 う6年 間で食

糧生産をプラス30%の 水準にもっていく・ま躍

進業はこれを4倍 にする。 またそのような経済や

国民生活を実現していくためには,当 時の ドル価

格で16億 ドルの輸出を最少限確保せねばならなか

った。今日から見れば,さ さやかな数値ではある

が,昭 和22年 の日本の輸出は,た った2億 ドルで

しかなかった。だから,輸 出を8倍 にするとい う

の はた い へ ん な 目標 だ った こ とが わ か るだ ろ う。

将 来 とい う もの は,そ う簡 単 に見 通 せ る も の で

は な い 。 当 時 も,こ の構 想 が実 現 で き る とい う保

証 は 何 も なか った 。 今 日ふ りか え って み る と,私

た ち の構 想 は,ほ ぼ 実 現 してい る。 そ の意 味 で,

1950年 代 の前 半 で,日 本 の経 済 は,よ うや く一 人

歩 きで き る よ うな 状態 とな った わ け で あ る。

高 度 成 長 時 代 へ

1950年 代も40年代同様,前 半と後半1こ分けるこ

とができる。前半では 日本経済はようやく一人立

ちできるようになったのだが,後 半になるとそれ

までの復興再建 という目標 と,明 らかに異なる戦

略が生まれてきた。それは経済がここまで復興 し

たので,次 の時代ではアメリカやヨーロ ッパがや

っている産業を日本がものにしていく,こ れによ

って雇用を増大し,産 業活動を高め,輸 出構造 も

繊維以外に拡大 し,経 済拡大を更に実現 していこ

うとい う戦略 目標が生 まれてきたのである。

表現を変えると,そ れは産業構造の重化学工業

化である。重工業や石油化学工業などの技術を発

展させ,こ れによって,重 化学工業中心の産業構

造に変えていこうとい うものである。 そ の 代 表

的,象 徴的な計画が池田元総理の所得倍増計画で

あった。

この頃の日本は,非 常に恵まれた条件下にあっ

た といえる。発電所,石 油工場,大 型 工 場 の造

成,建 設に対 しても,そ の後,生 じてきたような

反対気運といったものが全 くなかった。エネルギ

ー面でも,比 較的スムーズにその基礎を石油に移

すことができ,石 油化学工業は急速に発展すると

い う好運に恵まれた。

所得倍増計画では,大 雑把にいって輸出を36億

ドル(昭 和34年度,以 下同 ・注)か ら昭和45(19

70)年 度に100億 ドルに,粗 鋼生産を1,800万 ト

ンから,5,500万 トソにするなどの大きな目標が

必要だった。周囲にはいろいろな 意 見 も あった

が,実 際には,昭 和45年 つまり1970年には,驚 く

なかれ 日本の輸出は200億 ドルに達 し,粗 鋼生産



は9,2∞ 万 トンを実 現 した 。 また,造 船 や 家 庭 電

器 産 業 は世 界 一 の 産 業 と な り,自 動 車,精 密 機

械,産 業 機 械,プ ラス チ ック,合 成 繊 維,合 成 ゴ

ムな どは 何れ も世 界一 級 の産 業 に まで発 展 した 。

工 業 だ け で は な く,流 通 サ ー ビス,貿 易,金 融

な どは 建 設 産 業 とな らん で 増大 し,つ い に 日本 は

完 全 雇 用 とい う状 態 に 到 達 した の で あ る。 こ うい

う意 味 では,1960年 代 とい う世 代 は,日 本 に と っ

て非 常 に 大 き く発 展 す る こ とが で きた 世 代 とい え

る。

1970年 代 の 変 化

次に1970年 代はどうか。思 うに,70年 代は,日

本の期待が4分 の3は はずれた時代ではなかった

かとい う気がする。しかし,4分 の1は 実現 した

のだから,日 本はたいした国だとい う見方 もでき

るかもしれない。ともかく日本は60年 代の大成果

もあって70年代のはじめには,世 界の経済大国と

いわれるような状態にまでなったのだ。

とはいえ,70年 代が大きな試練に遭遇 した世代

であったことは事実である。生活水準が向上 し,

国民所得が増大するにつれて,日 本では国民の間

か らいろいろな社会的な要求が一気にふきだ して

きて,そ れに対処せねばならなかった。た とえば

道路,環 境,社 会福祉などに対する諸々の要求の

高まりがそれであ り,な かでも環境保全,改 善に

対する要求が急速に強まってきた。その結果,そ

のための投資が増大 し,産 業設備の投資 コス トが

上が り,生 産物の価格が高くならざるをえないよ

うになってきた。こうした状態の下で私は,日 本

は一体,ど こまで発展することができるのだろ う

ということに対 して,種 々なる面で疑問を感じざ

るをえなかった。

もう一つの大きな問題は,石 油危機の登場であ

る。1970年 までは全 く不足することのなかった世

界の石油は,一 挙に売手市場に転 じてきた。それ

は1970年 のOPEC攻 勢に始まり,1973年 の中東

紛争で石油は4倍 の大幅値上がりとなった。1970

年時点では1バ ーレル当 りの原油は1ド ル70セ ン
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トで 日本 に輸 入 され てい た 。 そ の価 格 が,73年 の

初 め に は2ド ル70セ ン トとな り,74年 に な る と,

一 挙 に11ド ルへ と高騰 して しま った
。 こ のた め 世

界 と 日本 の経 済 が大 き く侵害 され,変 化 して きた

こ とは ご承知 の 通 りで あ る。70年 代 へ の一 層 の大

きな 発 展 の 目論 み は,そ の ス ター ト時 点 で大 き く

ひ っ く り返 って しま った。

73年 か ら74年 に か け て,日 本 は,初 め て マ イ ナ

ス成 長 を 記 録 す る こ とに な った 。工 業生 産指 数 も

それ まで の年 間13～14%の 伸 び の 時 代 か ら,73年

の暮 か ら75年 の始 め に か け20%の マ イ ナ ス とな る

時 代 を経 験 した 。76年(昭 和51年)か らは 財政 政

策 の支 援 を受 け て,な ん とか5%前 後 の成 長 率 を

達成 し,今 日に至 って い る とい うの が実 状 な ので

あ る 。

日本経済の現状の問題点

そ れ で も私 に い わ せ る と,日 本 に は まだ バ イ タ

リテ ィが 残 って お り,ア メ リカ や ヨー ロ ッパ に比

べ る と2倍 近 い 成 長 を 達 成 して い る こ とは事 実 で

あ る。 よ く頑 張 っ てい る とい え る。 今 後 も大 丈 夫

だ と政 府 と多 く の財 界 人 が お っ し ゃ って い る。 果

して そ うか 。 私 は,必 ず しもそ うだ と素 直 に 信 じ

る こ とは で き ない 。

年 率5～5.5%の 成 長 率 とい うの が,こ こ数 年

間 の 記録 だ っ た こ とは 否 定 しな い 。 け れ ど もそ の

うち の1.5%分 は,赤 字 国 債 に た よ って 政 府 が 支

援 して きた こ とに よ っ て実 現 してい る も ので は な

か ろ うか 。 私 は,そ うい う見 方,考 え方 を してい

る。 政 府 は,54年 末,55年 度 の経 済 成 長 率 を 実 質

4.8%,名 目で10%と 発 表 して い る。 しか し私 に

は,ど うして そ うな る のか が確 信 で き ない の であ

る。

80年 代 を 語 る 前 に,80年 の数 字 が ど うな るか を

考 えて み よ う。 も と よ り,ハ ツキ リと申 し上 げ る

わ け に は い か な い 事柄 で あ る。 しか し,私 は,次

の二 つ の理 由か ら,政 府 の い う通 りに は経 済 は な

ら ない の では ない か と考 え る。

二 つ の理 由 の一 つ は 石 油,も う一 つ は 財 政 か ら
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であ る。 石 油 に つ い て い え ば,今 日の 石 油 問 題

は,73年 当時 のそ れ と,本 質 的,基 本的,構 造的

に ハ ツキ リ異 った 背 景 を持 っ てい る。 政 府 は,75

年,78年 と二 度 に わ た っ て エ ネ ル ギ ー政 策 を 改 訂

して 石 油 依 存 度 の 軽 減 を 目論 ん で い る が,依 然 と

して石 油 中 心 の 状 況 か ら脱 却 して い な い。 国 民 の

認 識 も まだ 低 い 。 例 えば,電 力 の60%が 石 油 に よ

っ て 発電 され て い る こ とを知 っ てい な い 人 が 多

い 。 そ う した 中 に あ って,経 済 の底 流 では,原 油

の値 上 が り と円 の低 下 とい う二 つ の ブ ァ ク ター に

よっ て,非 常 に 大 き な影 響 が 起 って い る。

簡 単 に い え ば 次 の とお りで あ る。78年12月 に 日

本 に 入 って きた 原 油 の値 段 は バ ー レル 当 り13ド ル

69セ ン トだ った 。 円 レー トは200円 前 後 であ った 。

つ ま り,k2当 り1万6,925円 だ った 。 そ れ が 現 在

で は 推 定 で3万5,000円 前後 に な っ て い る。79年

10月 頃,自 分 な りに 今 後 の 原 油 価 格 を 計 算 して,

こ の まま石 油 を 使 っ てい た ら大 変 な こ とに な りま

す そ,私 は政 府 や 経 済 界 の ト ップに 申 し上 げ た の

だ が,こ れ も少数 意 見 で,真 剣 に聞 い て も らえ た

とは 思 え な い 。 石 油 ひ とつ を とっ て も今 で も,日

本 は ほ ん と うに 真 剣 に 考 え な け れ ば な らな い と信

じて い る。

石油 ・エネルギーの問題

実 は,私 は 二 つ の仮 定 の も とで事 態 が ど うな る

か を 推 計 してみ た 。 そ の推 計 に 基 づ い て 意 見 を 申

し上 げ た わ け だ が,そ の仮 定 の一 つ は,原 油 が バ

ーvル 当 り25ド ル,円 レー トが250円 に な った 場

合 で あ る。 政 府 に よれ ば,年 間 で2億7,000万 キ

ロ リ ヅ トル の石 油 を 買わ ね ば な ら ない こ とに な っ

て い る。 そ うす る と この 第一 の仮 定 で計 算 す る と

キ ロ当 り3万9,306円,年 間 必要 資金 は494億 ド

ル,輸 入 石 油 の総 額 は12兆3,000億 円 とな る。 第

二 の仮 定 は,原 油 が バ ー レル 当 り28ド ル,円 レーー

トが270円 の場 合 で あ る。 この場 合 は,キ ロ当 り

4万7,550円,同 じ く551億 ドルt15兆 円 とな る。

と ころ が,最 近 のOPECの 動 き な どを 見 てい

る と,第 三 の仮 定 が 必 要 に な っ て き て い る よ うな

気がする。つ まりバーレル当り30ドルも考えてお

かなければならないということである。そうなれ

ば日本は,原 油と石油製品の輸入のために年間で

600億 ドル 以上の外貨を支払わなければならない

ことになる。

現在,日 本の輸出は1,000億 ドル強である。石

油だけで600億 ドル使 うとい うことになると,他

のエネルギーや原材料,食 糧などの輸入にシワ寄

せがくることになる。輸出が,わ が国特有のバイ

タリティであと400億 ドル増大すれば,現 在の保

有外貨をなんとか維持できるだろ うが,ど う考え

ても,今 日の世界市場の状態を見れば,難 かしい

としかいいようがない。また,日 本は100億 ドル

以上は外貨は減 らせないのだ とい うことも考えて

おかなければならない。すでに去年は1月 末の保

有外貨が330億 ドルあったが,年 末には200億 ド

ルにまで減ってしまっている。

このように考えると,政 府や経済界が,石 油節

約の程度は今のようでいいのだ,経 済は5%拡 大

してい くんだ,輸 出は300億 ドルや400億 ドルは

できるんだ,だ から大丈夫なんだと,ノ ンピリ構

えていていいのか どうか。こう私は敢えて申 し上

げざるをえない。

財 政 か ら の 問 題

もう一・一一つは財政の問題である。55年 度の財政は

公共投資はほぼぜロ成長と考えておかなければな

らない。公債発行高は13兆 円強にとどめなければ

ならない。 しか し増税は望めない。政府は,税 収

入の自然増を比較的た くさん見積っているようだ

が,経 済が今日のような姿では,法 人税がどんど

んふえて入ってくることは考え難いように思われ

る。そ うなると,42兆8,000億 円という数字は他,

方での公債償還費や地方交付税増加を考えれば政

府支出からの実質的経済上昇効果はほとんど期待

できないのではないかという気がする。そ うすれ

ば,前 にも述べたように,国債によって支えられる

1,5%分 の経済成長率とい うのは,成 長率から落

ち込ま ざるをえないことになる。そこへ石油の問
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題が加わるとすれば,80年 とい う年については,

いっそ う楽観は許されない。

物価についても政府の見通 しを越えると私は考

えている。原油値上げのバネ返 りを受けて,卸 売

物価 も2桁 で増大 していかざるをえないのではな

かろうか。 また消費者物価も,5～6%の 範囲に

とどまることは難 しく,9%前 後にまで上昇する

と思われる。か といって9%,10%,12%の 賃上

げをすれば企業利益はますます減少 してしまう。

私は,日 本の経済にとって非常に危険な時が今

そ こにきていると思えるのである。

ハ ツキリ言って,政 治,経 済界の大勢は,そ ん

なに心配 しなくてもなんとかなるだろう,と い う

ところにある。 しか し,こ んな生やさしい態度で

い って,果 して日本の政治,経 済が1980年 に安定

していくのであろうか。私にはどうしてもそう思

えない。これについて私は非常に大きな疑問を持

っているのである。

中東の情勢にしても難 しい兆 しがある。例えば

イランのホメイニ体制がどこまで続 くのか どうか

である。 また,サ ウジアラビアなどにしても,今

日のような少数支配が果 していつまで続 くものか

とい う問題 もある。それほど中東の問題 というの

は難 しい。裏には世界の対立激化 とい うも の が

あ り,い つ,ど のような変化が起るや も知れない

とい うことを私たちは肝に銘 じておかなければな

らない。はっきり申せば国際情勢 も国内情勢もい

つどのような形で変化してくるか判らないという

のが,今 年の現状である。

80年 代 に 対 処 して

以上いろいろと申 し上げてきたが,要 するに80

年あるいは80年 代とい う時代は,日 本にとって非

常に大きな試練のときとならざるをえないと私は

考えているのである。なんとか希望のもてる年に

したいとは思 う。 しか し,結 局70年 代に続いて,

日本はもう一度,試 練 と再編成を要求される時で

はなかろうかと思われる。

しか し,い ずれにしても私たち日本人は生きて

12

いかなければならない。生きていくためには,ど の

ようなことをしていかなければならないのか。こ

れをお互いに検討 してみてはどうかと思 う。それ

について私の思 うことは,日 本はこの10年 来,将来

を生きていくための経済戦略を失ってしまってい

る,そ うい う時代に入っているとい うことである。

すでに述べた ように,戦 後の10年は,1,500万

人の人 口増加に対応 して,な んとか国民生活が回

転できる日本を作 り上げていこうとい う戦略の時

代であった。そして各界を通 じての合意がこれを

軸にして形成された時代であった。例えば,日 本

は昭和27年 まで石油の使用を認められていなかっ

た。そのため石炭エネルギーの有効活用が最大課

題だったが戦後21年 に時の吉田首相は,自 らの大

臣室を開放して私たちにエネルギー政策構築の第

一線の仕事場にしてくださった。経営者,労 働組

合代表 も加えて経済復興会議 というものが作られ

あの傾斜生産方式とい う戦略を生みだしていった

のである。

また,上 述したように昭和30年 代では日本は重

化学工業を確立 し,こ こに経済発展,雇 用吸収,

貿易,国 民生活上昇の基礎をきついていくとい う

第二の戦略時代をつくったのである。

しかし,今 日の日本は,あ まりにも立派になり

過 ぎたせいか,国 民的合意をうるとい うことが非

常に困難な時代になっている。はっきりした戦略

とい うものを観てることができなくなってしまっ

ている。今こそ日本は,こ れから世界の中でどの

ように生きていくのかとい う戦略を一 日も早 くた

てなければならない,つ まり第三の経済戦略をづ

くりあげなければならない。

それは何であろ うか。簡単に私見を 提 示 す る
ト

と,日 本は新 しい科学技術を うちたてて10年後,

20年後に対処 してどう自からを構築していくかを

考え実行せねばならないとい うことである。そし

て,そ の構築ができるまで,な んとかかんとか こ

れまでの技術 とバイタリティで生きていく。これ

をやるより仕方がないではなかろ うか。

しか しそれがなかなかできない。新 しい科学技
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術 とい っ て も,か つ ての よ うに ア メ リカや ヨー ロ

ッパか ら安 直 に技 術 が導 入 で き る とは 考 え られ な

くな って い る。 日本 の既 存 の技 術 も,は っ き りい

え ば,台 湾,韓 国 とい った後 か ら来 る 国 に追 いか

け られ てい る。 さ らに,よ り一 層 重 化 学 工 業 化 を

推 進 し よ う と した り,石 油 備 蓄 を 促 進 しよ うと し

て も地 域住 民 の合 意 を うる こ とが難 か し くな っ て

い る。 これ が 現 実 な の で あ る。 だ が,そ れ で も 日

本 は発 展 してい か なけ れ ば な らな い 。 そ の た め に

強 力 な 戦略 が求 め られ て い る ので あ る。

過 去20年 間 で 日本 の エ ネ ル ギ ー 消費 量 は,カ ロ

リーで 計 算 して7倍,電 力発 電 量 で は9倍tCな っ

て い る。 そ して今 後15年 間 で 日本 は,昭 和70年 ま

で の 倍 の エ ネ ル ギ ー を作 っ てい か なけ れ ば な らな

い とい わ れ て い る。 そ れ に,石 油 が年 間630万 バ

ー レル 以 上 は 輸 入 で き ない 。 そ れ 故 に 今 の石 油 以

外 の エ ネ ル ギ ーは,石 油 換 算 で1億k扮 しか な い

の だ か ら,こ れ を15年 間 で4.5倍 に しなけ れ ば な ら

な い 。 大 変 に 難 か しい 課題 を 日本 は抱 え て い る。

そ れ 故 に,い まや5%成 長 を い い 続 け て い て も

さ き に な っ て駄 目に な る な らば 根 本 的 に 戦 略 目標

を 明 確 に して,少 しで もこれ だけ の エ ネ ル ギ ー を

つ くっ てい くこ とを は っ き り打 出 さな け れ ば,問

題 は 少 しも解 決 しない 。 私 に い わ せ る と一 番 大 事

な の は,エ ネ ル ギ ー問 題 の解 決 と15年 後,20年 後

日本 は どの よ うな技 術 に よっ て生 き て い くのか と

い うコ ンセ ンサ ス を,学 界,産 業 界,政 府 研 究 機 関

等 が 一 丸 と な っ てつ くっ てい く こ とで あ る。 これ

以 外 に 日本 が将 来 現 実 的 に 生 きて い く手 は な い 。

最 後 に も う一 つ 問題 を提 起 してお きた い 。 そ れ

は,日 本 の情 報 産業 は2,000年 か2,010年 に な っ て

ア メ リカを 抜 い てハ ー ド,ソ フ トの 両 面 で 世 界一

とす るた め には ど う した らよい か を,皆 さん が 一

つ 真剣 に お や りに な っ て は ど うで すか,と い うお

願 い で あ る。 同 じ よ うに,航 空機 産業 も環 境 開発

産 業 に つ い て も,も っ と真 剣 に 将 来 の あ り方 を考

え て は ど うで し ょ うか 。 また,今 ま で 日本 が 開 発

し今 後 さ らに 推 進 して い け る技 術 を5つ か6つ 選

ん で,一 丸 とな って これ を 推 進 す る に は ど うす る

か 。 こ うい う運 動 を 皆 さん 方 技 術 で が ん ば って い

る方 が お や りに な る,そ れ を政 治,政 府 が援 護 し

て い くこ とを 切 望 した い の で あ る。(い なば ・し

ゅ うぞ う ・経 済 評 論 家 。)

(当協 会 評 議 員 会 に お け る講 演 よ り再 録)

● コー ヒー ブ レーク 無煙の 日々 ・田島正興●

コーヒーをすす りなが らタバ コに火をつけ る。 多忙

の中でホ ットとす るひ とときだ。 こんな小 さな憩いを

演 出 して くれ るタバ コは,多 くの人に愛 されてい る。

小 生 もかつ ては こよな く愛 した一人で ある。 しか しタ
バ コは医学 的に見て百害 あって一利 な しと言われ るほ

ど有害 この上ない代物 である。アメ リカでは外箱 に「タ
バ コを吸 うと死の危険が…」 と表示 している とか。

愛煙家は,有 害 の事実を知 らない訳ではないが,タ
バ コの楽 しみに勝 てない。ただ普段は無意識に くわえ

ているタバ コも ぺ危険 がいっぱ いミの記事や ニュース

に接 した時,あ わてて ロから離 し,も み消す のはみ な

同 じであ ろ う。 ところが時間の経過 と共 に恐 わさの意

識 は薄れ元に戻 って しまう。 だれで も一度や二度 こん

な経験 をお持ちであ ろ う。

昨年 の秋頃 だろ うか体調を崩 し,一 週間ほ ど寝 こん

で しまった。 日頃病気 ら しい病気 もせず体 力に 自信は

持 っていたのだが……。食 事 も進 まず なん とな く怠惰

な目が続いた。タバ コもいつ もの うまさを感 じない。日

頃 強気一 本ヤ リの気性 もだんだん と弱気にな り,こ の

ままにポ ヅク リとい って しま うのでは と飛躍 して考え

込んだ。そんな折 りも折 り,テ レビに映 った のが タバ
コの害に よる内臓への影魅 特に肺 や胃力ζドス黒 く染

ってい く場面。 自分の内臓を見ている よ うで とて も恐

しく思 わず タバコを握 りつぶ した。

「よ一 し!禁 煙す るぞ」 とこの時 自分 自身 に誓 いをせ

ずにいられなか った。

体の不調 もタバ コの 影響に よるもので,止 めれ ば治

るか も知れない。力が少 し湧いた よ うな気が した。3

ヵ月が経過 した。結果は成功であ った。それ まで1日

35～40本 ほ ど吸 ってお り煙突や汽車 ポ ヅポと呼ばれて

いたのがである。 今に して考 えれば よ く出来た と思 う

が…,そ れな りに禁煙への条件 も整 っていた よ うな気

もす る。

それ は一 つに体 調が悪 くタバ コが まずか った こと,

二つ には タイ ミングよ くタバ コの恐わ さを見せ られた

こと。 そ して三 つ}こは禁煙 の誓 いを 自分 自身だけに宣

言 した,な どが挙 げ られ る。特 に三つ 目の 自分 自身だ

けの秘密に してお くことが成 功へのカギを握 って いる

よ うだ。 よく同僚達 と禁煙宣言を し,約 束 を破 った ら
一杯飲 ませ るこ とな どとや ってい るのを見 かけるが,

あれ はかえって逆効果であ る。意識 し過て失敗に終る

ケ ースが多い。秘密 の持つ魅 力すなわち 自分だけ しか

知 らない ことの満足 を上手 に利用す ることであ る。

今の小生は タバ コとは無縁 にな り,ま さ しく無煙 の

今 日この頃で ある。(たじま ・まさお き 東京芝浦電気

㈱電子計 算機事業部 ソフ トウエア教育課 技術主任)
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1は じめ に

あ らゆ る分 野 に お い て 「独 占

排 除 」 を 伝統 と し,競 争 の 原理

を 尊 ぶ ア メ リカ と,多 くの分 野,

特 に 公 益 事 業 に 関 して政 府 が 主 導 的

立 場 を とっ て い る西 ヨ ー ロ ッパ 諸 国

お よびわ が 国 の間 には,公 衆 電 気 通 信

の 領域 に お い て も大 き な相 違 が あ る。

した が って,ネ ッ トワー ク ・ユ ー テ ィ

骸タ、の責寳

テ ィに 関 す る政策,制 度,利 用 実態 に 関 して も

同 様 の違 い が 見 られ るが,こ うい った観 点 か ら

わ が 国 と類 似 の基 盤,環 境 を 持 っ てい る ヨ ー ロ

ッパ 先 進 国に つ い て調 査 研 究 す る こ とは 有 意 義

で あ る と考 え られ る。

当協 会 で は,昨 年(昭 和54年)10月20日 よ り

11月8日 まで20日 間 に わ た って フ ラ ンス,西 ド

イ ツ,イ ギ リス,イ タ リアの 各 国 に お け る新 デ

ー タ網 とデ ー タベ ース 構 築 を 中 心 と した 「ネ ッ

トワー ク ・ユ ー テ ィ リテ ィの 現 状 お よび 将 来 動

向 」 に つい て の調 査 団 を派 遣 した が,こ れ は1

昨 年(昭 和53年)秋 に 「欧 州諸 国 の 回線 利 用 制

度 とデ ー タ ベ ー ス の現 状 」 に つ い て派 遣 した調

査 団 に 続 く もの で あ る。調 査 訪 問 先 は,各 国 の

郵 政 省,郵 便 公 社,研 究 所,協 会,メ ーカ ーな

ど さ らに コ ンサ ル タ ン ト会 社 に よ るセ ミナ ー も

含 め,12に 達 してい る。 詳 細 につ い ては,お っ

て発 行 す る報 告書 「欧 州諸 国 に おけ る新 デ ー タ

網 の構 築 とそ の利 用 動 向 … … ネ ッ トワー ク ・ユ

ー テ ィ リテ ィ海 外 実 態 調 査 … …」 を参 照 され た

いo

2調 査 結 果 の 概 要

{1}新 デ ー タ網 サ ー ビス

新 デ ー タ網 サ ー ビスに つ い ては,1978年12月

にX-25イ ンタ フ ェイ ス の公 衆 パ ケ ヅ ト交 換 網

(TransPac)を サ ー ビス開 始 した フラ ンス が

一 歩 先 ん じて お り
,西 ドイ ツ,イ ギ リス が これ

を 追 って い る。 イ タ リー も これ に対 す る構 想 は

持 って い る もの の,こ れ ら3国 よ りは か な り遅

れている。

一方,パ ケット交換網サービ

スの料金については,距 離にか

かわ らない伝送情報量および保

留期間見合いとする考え方が一般で

あるが,既 存の専用サービスとの料

金上の不均衡等については,最 先端技

術に基づいて新サービスを提供 し,デ

タ伝送の総量を伸ばすことができるの

で,ユ ー ザ に と って も,経 営 に とっ て もプ ラ ス

籔騨 燧=二;エ
ネ ボ ル化 デジタル統合網構築の考えを示 してお り

ツ

ト

ワ
ー
ク

・
ユ
ー
テ

ィ
リ

テ

ィ
の
現
状

と
将
来
動
向

1長 期,中 期,短 期 の プ ロ グラ ムを 用 意 し,あ る

ト い は 検 討 しつ つ あ る
。 なお,ヨ ー ロ ッパ 域 内,

域 外 との 国際 サ ー ビス に も積 極 的 に取 り組 ん で

い る。

{2)デ ー タ処 理 お よび デ ー タ ベ ー ス

各 国 と もPTTな い しコモ ンキ ャ リアは 自 ら

内 部 に お け る社 内 シス テ ムは 持 って い るが 業 と

しての デ ー タ処 理 お よび デ ー タベ ース の 構 築 は

民 間 等 に 委 ね てい る。 通 信 に 関 す る主 管 庁 は,

民 間等 が 行 うデ ー タ処 理,デ ー タベ ー ス の構 築

と流 通 に必 要 な最 適 の電 気 通 信 サ ー ビス(技 術

お よび サ ー ビス利 用 制 度)の 提 供 に 当 る こ と と

して い る。

一 方
,デ ー タベ ー スの 育 成 に つ い ては,各 国

と も政 府 が 強 い イ ニ シ ア テ ィブを とっ てお り,

特 に西 ドイ ツお よび フ ラ ンス にお い ては,通 信

の 主管 庁 の み な らず デ ー タ産 業 に 関連 す るす べ

て の 省 庁 が 足並 み を 揃 え て 事 に 当 って い る。

な お,情 報 化社 会 の最 大 の 問題 であ る情 報 公

害 の対 処 に つ い て も各 国 と も真 剣 に と り組 ん で

い るの が 強 く印 象づ け られ た。 ヨー ロ ッパ 諸 国

に は,デ ー タベ ース を は じめ ネ ヅ トワー ク ・ユ

ー テ ィ リテ ィに 関 し,ア メ リカに 対 す る危 機 感,

対 抗 意 識 が 強 く,ヨ ー ロ ッパ 諸 国 が結 束 し,欧
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米 間 の 格差 を縮 少 し よ う と してい る。EURON

ETを 核 と した デ ー タベ ー ス の共 同利 用,さ ら

に は ヨ ー ロ ッパ 諸 国 間 パ ケ ッ ト交 換 網 サ ー ビス

は,こ れ に 沿 うもの で あ り,各 国間 で コ ンパ テ ィ

ピ リテ ィの あ る技 術 の 開 発 が進 め られ てい る。

こ の よ うに,欧 州 全 域 に わ た る 新 デ ー タ網 の

構 築 が進 捗 してお り,2～3年 後 に は これ らの

デ ー タ網 の 相互 接 続 が可 能 とな り,も は やEU

RONETの 存 在 理 由 が 薄 くな って い る よ うな

印 象を うけ た 。 事 実,EURONETの 契 約 期 限

で あ る5年 後 に はEURONETは 存 続 し得 な く

な る だ ろ う とい う観 測 も一 部 に あ った 。

㈲ 画像 サ ー ビス とオ フィス ・オ ー トメ ー シ。ン

デ 一 夕ベ ー ス の 一分 野 で あ る 画像 サ ー ビス に

つ い ては,イ ギ リスに お け るPrestelが 先 行 し・

フ ラ ンス と西 ドイ ツが これ を追 っ て い るが,端

末 セ ヅ トの コス トと利 用料 金 が 相 当 割 高 で あ

り,今 後 の公 衆 サ ー ビ スが 危 ぶ まれ る声 も聞 か

れ た 。

しか し,エ レ ク トロニ ク ス,コ ン ピ ュ ー タ,

事 務 機器 の発 展 とこれ らを コ ミュ ニ ケイ シ ョン

に よ って 統 合 した オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョ ン

に つ い ては 各 国 とも深 い 関 心 を 持 って,研 究 開

発 が進 め られ てい る。 こ の中 で,テ レ ックス,

テ レフ ァ ックス,さ らに は電 子 メイ ル が 今 後 の

柱 とな るで あ ろ う。

3お わりに

何事にも手をつけるのは早いが,そ の後の政

策に一貫性が欠けるフランス,手 をつけるのは

遅いものの基礎から固めていく保守的なイギリ

ス,コ ンピュータ産業でオープンな政策を取 っ

たためアメリカの進出を許し,通 信では厳 しい

規制を行っている西 ドイツなど,そ れぞれの国

柄が感じられて興味があった。一方,イ タ リー

は,こ れ らの国か らも,ま たわが国 と比較 して

も,サ ービス,技 術等について遅れているが,

将来に対 しては極めて積極的な姿勢がうかがえ

た。
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■日米半導体戦争が本格化

80年 代の 「産業の米」 として,半 導体の重要

性が高まっているが,こ の分野で日本の進出が

目立つ ようになるにつれ,米 国の警戒意識は強

まっている。これは,米 国の主要経済誌である

フォープズとビジネス ・ウィークが最近相次い

で日本の半導体産業の台頭を特集したことから

も窺われる。鉄鋼,テ レビ,自 動車に次いで,

い よいよ半導体が貿易戦争の主役に躍 り出てき

たようだ。米国の半導体業界では今,政 府の援

助を求める大合唱が湧 き上がっている。例えば

半導体メーカーIntelのノイス社長は,も し米国

政府の政策が現状のままで,ま た日本のや り方

に変化がなければ,日 本が80年代に半導体で米

国の主導権に終末をもたらす可能性はきわめて

高いとして,緊 急に政府が産業育成策を講 じる

必要があると主張 している。

半導体の市場規模は,こ の10年間で4倍 にな

り,現 在全世界で105億 ドルに達するまでにな

っているが,さ らに今後10年 間で6～8倍 にな

ると予想されている。

米国メーカ・-ex,現 在のところ世界市場の67

%ま でを独占している。これに対 して日本は22

%,残 りを欧州勢が占めているに過ぎない。 し

か し,半 導体の中で最も先端的な分野である16

KRAMに 限れば,日 本メーカーは40%を 握

ってお り,こ のことに米国は強い危機感をもっ

ている。先端技術で リー ドするということは と

りもなおさず将来の主導権をとるとい うことに

なるか らである。

現在 日本で通産省が中心になって進めている

超LSI開 発に対 しては,米 国メーカーはきわ

めて神経質になってお り,日 本に特許公開を迫

っている。この部分では,か つてと立場が逆転

したといえる。英国のある調査会社は,80年 代

末までに日本が米国と完全に対等になると予想

している。:
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■ 光 フ ァイ バ ー は10年 後 に45億 ドルの 巨大 市 場

わ ず か5年 前 に は,ガ ラス 繊維 に よ る通 信 な

ど研 究 室 の中 で しか 考 え られ なか った技 術 だ っ

た が,今 や 光 通 信 は,衛 星 通 信 と並 ぶ 重 要 技 術

と して脚 光 を あ び る よ うに な っ て い る。 これ に

と もな い,光 フ ァイ バ ー 市場 も よ う らん期 に入

りつ つ あ る。

市 場 規 模 は 今 の とこ ろ まだ 微 々た る も のに す

ぎな い が,10年 後 には45億 ドル市 場 に成 長 す る

見 込 み で あ る。前 半 の5年 間 で は,CPUと 周

辺 機 器 を リ ンクす る もの と して ほ とん どの メ ー

カ ー が採 用 す る よ うに な り,こ れ が 市 場 の主 要

部 分 を 占 め る よ うに な る模 様 。 後 半 の5年 間 に

は電 話 網 に 利 用 され る こ とが 予 想 され て お り,

これ が89年 に は 全 市 場 の4分 の3を 占め る こ と

に な る とみ られ る。 これ ら の予 想 が 単 な る推 測

で は な い証 拠 と して,①AT&Tが 継 続 的 な導

入 計 画 を た て て い る こ と,②AT&T・IBM・

Hewlett-Packard,RCA,GTE,Siemens・

ITT,富 士 通,日 電 な ど大 手 企 業 が 軒 並 み 生

産 計 画 をた て てい る こ と,③ 生 産 量 が増 大 して

コス トの低 減 化 が 始 ま って い る こ と,な どの事

実 が あ げ られ る。

■IBM用 法省独禁法裁判,法 廷外和解に動く

11年近くにわたってこじれにこじれてきたI

BMと 米司法省の反 トラス ト係争が,こ こにき

てようや く,法 廷外和解とい う形で一挙に解決

される可能性がでてきたようだ。

これは連邦裁判所判事の提案

に 応 じて,IBMス タ ッフ とシ

ピ レ ッテ ィ司 法 長 官 の トヅプ会

談 が実 現 した こ とに よ る も の

で,10月 に1回 目の会 談 が もたれ て

以 来,両 者 の ス タ ッフは 熱 心 に話 し

合 い を続 け てい る。

こ の裁 判 は,1969年 に 提 訴 が な され,
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ともに時間 と金の巨大な浪費を行っているとの

感 じを強 くもってお り,真 意では和解を望んで

いるといわれる。

もっとも,司 法省は和解条件として,IBM

の3～5分 割程度の成果を期待 していると伝え

られ,IBMが これをそのままのむ とは考えら

れない。

このため現在の動きがすぐに和解 とい う形に

実を結ぶかどうかはわからないものの,重 大な

転換期にきていることは確かである。

薩肚の責寳

1975年か ら公判に入ってものだが,両 者

■ 情 報処 理 教 育調 査

米 国 のBrandonSystemsInstitute社 で は 毎

年 情 報 処 理 教 育 調 査 を 実 施 してい るが,こ の ほ

ど1979年 版 の調 査 結 果 が ま と ま った 。

これ に よ る と,今 年 注 目 され る特 徴 と して,

・教 育 支 出は 依 然 と して強 含 み で,景 気 後 退 に

もかか わ らず 将 来 は 明 る い。

・企 業 は 教 育投 資 を す る場 合,コ ス トよ りも教

育 の 質 を 重 視 して い る。

・パ ンチ ャー,オ ペ レー タ ーを 除 く とマ ネ ー ジ

ャー に対 す る教 育 が最 も不 足 してい る。 な ど

の調 査結 果 が 出 た 。

1年 間 に受 け た教 育 日数 を職 種 別 にみ る と,

最 も多 い の が シス テ ム ・プ ロ グ ラマ ー で9.8目,

次 い で ア プ リケ ー シ ョン ・プPグ ラマ(9.6日),

シ ス テ ム ・アナ リス ト/デ ザ イ ナ ー(8.0日),

vネ ・・一ジ ャー(6.4日),オ ペ レー ター/パ ンチ

ャ ー(6.0日)の 順 。

回 答 企 業 の平 均DP教 育 支 出

は,DP予 算 の1.4%で,昨 年

の1.5%か ら若 干 ダ ウ 化 した が,

77年 の1.2%よ りは 多 い 。1人

当た り平 均 支 出 額 は598ド ル 。

よ く利 用 され る教 育 会 社 に は,

ASI,Deltek,Edutronics,Brandon

Systems,IBM,Yourdonな どの名 前

ζあ げ られ て い る。
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海外の論調

80年 代 は"日米技術戦争.時 代

中 西 博 文

米国務省に ミ日本対策室〉

「80年代は米国と日本の戦いであ り,こ の成 り

行きが世界のコンピュータの供 給 構 造を決定す

る」といわれる。これをウラ返せば米国のプラク

・コンパテ ィブル ・メーカー(PCM)の ちょう

落,半 導体 ・通信技術を持ち得ないIBM以 外の

海外有力メーカーの体力減退傾向からみて,世 界

のコンビ=一 夕市場競争の基本図式は ☆BMミ

対 ミ日本ミとい うことになる。ところがどっこい

西独,英 国での超LSI開 発に対する政府のテコ

入れが本格化,な にや らキナ臭いニオイがたち込

めばじめた。いってみれば80年 代は 日米技術戦争

を中心に第三次国際再編成の ドラマが展開される

ことにな りそ うだ。

「米国務省ハ先二,80年 代ニオケル対 日戦略強

化策 ノー環 トシテ,同 省内二日本対策室ノ開設ヲ

決メタ。半導体,電 算機,情 報産業,航 空宇宙ノ

強化ガソノ主タル目的デアリ,同 対策室ノ動向ニ

ハ,十 二分ノ注意が必要 ト見ラレル」一 昨年10

月初め,東 京 ・大手町の有力商社に,一 見短かい

が,し か し,き わめて注 目すべきテ レックスがワ

シントンから打ち込まれてきた。

半導体,電 算機,情 報産業,そ して航空 ・宇宙

産業といえば,80年 代においても重要な最先端技

術産業分野だ。ここにターゲヅトをおいた米国務

省の 「日本対策室」とはいったいどうい う性格の

ものなのか。

報告を受けた日本貿易会は,そ の意図について

慎重に検討したのち 「80年代は,B米 技術戦争の

時代」との結論を導き出 した。と同時に発足 した

ばか りの第二次大平内閣に対 し 「わが国はこんご

ミ技術立国 .を めざして,技 術 ・知識集約型の産

業,貿 易構造へ と転換 していかねばならない」と

の厳 しい建議を行なった。

これより先,通 産省は ミ80年代の通商産業政策

の在 り方.に ついて 「80年代こそ模倣 と追随にな

りがちな文明開化の時代にピリオ ドを打ち,創 造

と先導の文明開拓の時代の幕を開くとき」と高ら

かに唱えあげているが,そ の結果として予想され

る先端技術をめぐる日米対決の路線がここに敷か

れ ようとしている,と の判断なのである。

わが国でもベス トセラーになった 「ジャパ ン・

アズ ・ナンバーワン」(E・ ボーゲル著)「 ザ ・ジ

ャパニーズ」(E・ ライシャワー著)に み られるよ

うな米国における活発な日本(人)論 の出版は,こ

れまでのきび しい対 日批判にかわっていまや 「日

本に学べ」 という大合唱が米国で始まっている証

拠,と の理解がわが国ではかなり一般化 してきて

いるようだ。が,は たしてそうか。

米に ミ地盤沈下〉の危機感

昨年8月 で通産省を退官 した橋本利一 日本貿易

会顧問(元 通商審議官)は,こ うした日米関係の
ミ小康状態

ミをこう分析する。

「その理由は,多 角的貿易交渉が終わるととも

1に,米 国ではエネルギー問題や第2次 戦略兵器制

限交渉,日 本では総選挙と,よ り重要な問題が表



面化し,日 米貿易問題の比重が相対的に低下 した

ためだ。 したがって問題の本質が消滅したわけで

はなく,日 米経済関係が様がわ りに変化 したと楽

観するのは危険だ」と。

とくに米国では,国 際的な米国経済の地盤沈下

が,つ いに高度技術産業分野にまで及んできたと

い う危機意識が強 くなっている。

「今後,日 米間の直接的競合は,先 端技術産業

分野でおこり,カ ラーテ レビの こ二の無し＼ は半

導体 ・電算機 ・情報産業 ・エネルギーの分野にま

で及ぶ可能性がある」(ワ イル前米商務省次官補)

からだ。

つまり,米 国務省の べ日本対策室.の 開設は,

こうした危機意識にささえられたものであり,と

りわけ,米 国の半導体産業,電 算機 ・情報産業か

らのつき上げがその背景にあるといわれる。

米国があせるのも無理はない。 これ よ りさ き

「80年代は米国と日本の戦い。この成行きが世界

のコンピュータの供給構造を決定する」(英 国経

済開発会議 レポー ト),「世界のコンピュータ市場

競争の基本図式はIBM対 日本である」(ク ロシ

ェ予測),「 今後20年 間にIBMの シェアは半分に

減少するだろう」(米 国調査会社)と いった専門

家筋の将来予想があいついだ。

また,昨 年は富士通がオース トラリア政府統計

局か ら超大型マシーンM-200を,日 立製作所が中

国の人民銀行,中 国銀行などからM-150を 中心に

バンキングシステムをそれぞれ受注する,な ど国

際商戦でIBMを 下 したという実績を あ げ てい

る。

54年に展開されたtシ リーズ戦線ミで国産勢が

予想以上の戦いぶ りを展開 してきたことも,こ う

した米国のあせ りを呼ぶ一因ともなっている,と

いってもいいであろ う。が,し か し,米 国が日本

を気にしている本当の理由は 「80年代は私が唱え

てきたC&C(コ ンビュー'タ・アンド・コミュニ

ケーション=コ ンピュータとコミュニケーション

の結合)の 時代だ。こ畑 こは超LSIな ど高性能

の半導体技術 と通信技術が必要。超LSI技 術を
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もっているのはIBMと 国産だけ。 しかし,IB

Mは 通信技術で難がある。い まやIBMは 通信技

術の確立に必死だ」(小 林宏治日電会長)と い う

ところにある。

超LSIに 興味の焦点

70年 代 に は マ イ ク ロプ ロセ ッサ や ワンチ ッフマ

イ ク ロ コ ン ピ ュ戸口タ とい っ たLSIが 実 用 化 され

す で に 家 電 製 品 に まで 組 み 込 まれ て機 能 の 多様 化

ミイ ンテ リジ ェ ンス(知 能)化 こを 一 段 と進 め た 。 だ

が,超LSI技 術 は そ の マ イ コ ンの規 模 を も大 き

く向 上 させ,マ イ コ ンが 出 現 した 時 よ りも大 き な

イ ンパ ク トを 民 生 ・産 業 用 電 子 機 器 に 与 え よ う。

た とえば 一一方 か ら 日本 語 で し ゃべ る と,他 方 か

ら英 語 に 翻 訳 され た 音 声 が で て く る とい う手 帳 タ

イ プ の翻 訳 機 も ユ メ でな くな る うえ,汎 用 の大 型

コ ン ピ ュー タ が机 上 に の る とい う日 もそ う遠 くな

い だ ろ う。

まだ,ど のて い ど の集 積 度 で も って 超LSIと

呼 ぶべ きか は,き わ め て あい まい だが,百 万 個 以

上 の 素 子 を 集積 す る とな る と,か な り先 の話 に な

る が,10万 個 以 上 とす る と,す で に 超LISの 入

り口に さ しか か っ てい る とい え る。

た とえ ば メモ リ(ダ イ ナ ミッ クRAM)を み て

も70年 代 末 期 に64Kビ ッ トの もの が 登 場,す で に

約10万 個 の素 子 を 集 積 してい る。80年 代 半 ば に は

さ らに256Kビ ッ ト,ま た90年 前後 に は1Mビ ヅ

トの ものが 登 場 す る と予 測 され る。

そ して そ の超LSI技 術 につ い て は,55年 度 か

ら国 産 各 社 が い よい よ試 作 段 階 に は い る が,こ れ

に対 しす で に欧 米 各 国か らその 特 許 公 開 を 要 求 さ

れ て い るほ どだ。

しか しな が ら,現 実 のIBMと 国産 勢 の力 関 係

の差 は あ ま りに も大 きい 。 世 界 シ ェア でみ て もI

BMの58%に 対 し国 産 は6%弱 。 国 産 トヅプ の富

士 通 の 売上 げ はIBMの10分 の1,売 上 高 利 益 率

はIBMの27.5%に 対 して3.8%と8分 の1弱 で,

財 務 体 質 あ るい は 表 面 に で て こな い ソ フ トウエ ア

の蓄 積 を考 えれ ば 彼 我 の 差 は あ ま りに も大 きい 。
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い くら 「80年代は日米の決戦」 と専門家筋にもて

はやされたとしても,こ れはあくまで将来予測で

あ り,予 測の域をでるものではない。

無気味な西独の積極姿勢

この意味では,む しろ最近になっての西独,あ

るいは英国の動向を無視できない,と するむきも

ある。

例えばジュッセル ドルフのジャパン・トレー ド

センターからはいった連絡によると,西 独の研究

技術者は,情 報処理,通 信産業に対する中期的予

算計画を発表 したが,こ れによると,1978年 から

1982年 までの5カ 年計画で情報処理産業育成のた

めに投入される予算は31億8千4百 万マルク(物

貰換算約3千6百62億 円)に のぼる。

現在,研 究開発省では 「情報技術計画」とい う

新しい情報処理の総合政策を立案中で,今 回発表

された予算計画(前述の通 り,一 部既執行も含む)

はこの新総合計画に対する予算措置も折 り込みず

みとい う。

内訳けは半導体物理1億6千 万マルク,電 子技

術5億3千 万マルク,通 信技術2億1千5百 万マ

ルク,デ ータ処理17億8千7百 万マルク,情 報 ド

キュメンテーション4億9千 万Vル クを計上 して

いる。

このなかで,注 目されるのは,こ れまで情報処

理産業振興とは別ワクでとり扱われていた半導体

物 理,電 子技術,通 信技術を総合的,,一 体的に

「情報技術計画」の中に含めて,か つ予算 も増額

していることだ。

これは日米との格差が大きい とされている基礎

的な電子技術,た とえば超LSI製 造等について

その格差を うめていこうとする西独政府の姿勢を

示 しているものといえよう。

とくに西独政府はこれまで戦後いち早く導入さ

れた社会的市場原理 と呼ばれる理念を経済政策の

基本におき,ご く一部の構造不況業種をのぞけば

個別産業に対する特段の政策は とっていない。そ

れだけに今回の措置は関係筋の注 目をあつめるこ

とと思われる。また,同 省は,さ きの機構改革で

これまで不明確だった生産技術,電 子技術の取 り

扱いを担当する独立部門を設置 したことも西独政

府の本格的な政策支援のあらわれのひとつ とみ ら

れ る。

動き始めた英 国営超LSI会 社

英国でも現代の最先端技術商品としての超LS

I生 産のための国営会社rINMOS」 がようや

く活発な動きをみせはじめた。同計画は,当初,3

千万ポンド(約120億 円)の 資本で出発 し,そ の

後5千 万ポンド(約2百 億円)ま で増資。従業員

規模4千 人 とし,そ の中心的な人材はかって米国

に流出した頭脳を呼びもどす,と の構想でスター

トした。が,こ の計画は計画発表当時,第 三者側

からこれを支持 し,そ の成功を希望するような発

言や ら意見はほとんど聞かれなかった。新聞論調

も含め,そ の無謀さを危ぶむ声のほ うが圧倒的で

あった。 しか し,そ の後,こ れらの批判をはねつ

けるような出来ごとが二件起っている。

その一つは昨年1月,TVCの 産業戦略に関す

る会議で,キ ャラバン首相(当時)が 「産業のエレク

トロニクス化によって失業者が増大するという労

働組合の懸念はあたっていない」とし「逆に,こ れ

によってこそ,英 国産業の進展が期待できる。 こ

んど英国をヨーロッパにおけるシリコンバ レーに

したい」といいきって,英 国の電子部品産業育成

についての政府の態度を明確に したことである。

もうひ とつは,INMOS設 立の直接の被害者

といわれる米国のモステク社が,同 社の英系技術

者の引き抜きに対 し,機 密漏洩を理由に提訴 して

いた訴えが米国の裁判所によって正式に 「根拠な

し」 として否決されたことである。

これに よって英国側は大手をふって計画を進め

ることが可能になったわけである。

INMOS社 では英国法人のINMOSと 並ん

で米国にINMOSコ ーポv－ ションをおき,こ

れが最初に生産を開始するデンバーの工場を管理

する。また,英 国工場 も1千 人の規模の工場を4
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ヵ所 設 置 す る。 す で に開 発 地 域 にあ る市 町 村 か ら

の誘 致合 戦 が は じ まっ て い る といわ れ る。

当 面 のR&D目 標 は,64KRAMタ イ プ の メモ

リ_チ 。プ で,1982～83年 に は 最 初 の製 品 が 市場

に で まわ る見 込み 。 しか し,INMOS社 お よび

親元 で あ るNEB(ナ シ ョナ ル ・エ ン タ プ ラ イ ズ

・ボ ー ド=持 株 会 社)は 将 来,同 社 が 広 くマ イ ク ロ

プ ロセ ッサ を扱 うこ とを考 えて い る とい わ れ,し

か も他方PRESTELの 名前 で知 られ る家 庭 用

映 像 情 報 シ ステ ムの 普 及 に と もな う大量 のLSI

需 要 を一 手 に まか な う準 備 もす す め て い る。

こ こで注 目 しな くては な ら ない のは,米 国 や 日

本 に お け る この 種 の 開発 が,あ ま りに も急 で あ る

こ とか ら,64Kビ ッ トて い どの 目標 設 定 が 妥 当 か

ど うか(つ ま り,こ れ が 同社 発 足 の際,英 国 産 業

界 の み な らず,政 界 の反 発 を く らった 理 由)と い

うこ とだ 。

しか し,最 近 の情 報 で は,同 計 画 に 参 加 した 人

材 は,米 国 のベ ル研 究 所,イ ン テ ル,さ ら に前 述

した モ ス テ ク社 な どで研 究 を積 み 上 げ て き た優 秀

な 技 術 者 が 多 い とい う。

そ れ だ け に 英 国 で は 「近 い 将 来,必 ず 超LSI

分 野 で の 成功 も夢 では ない 」 と期 待 してお り,お

そ ま きな が らの 技 術革 新 の行 方 が注 目され よ う。

ソ連,コ メコン諸国にも新 しい波

一 方 ,ソ 連 を 中心 とす る コ メ コ ンの 第2次RJ

ADコ ン ピ ュ'一タ共 同 開 発 計 画 が い よい よ今年 で

最 終 年 度 を迎 え,い よい よ本 格 的 な 生 産 開 始 の段

階 に は い っ て きた 。

同 計 画 は75年 に 明 らか に され た あ と,関 係 各 国

間 で積 極 的 に 推 進 され て きた もの だ が そ の イ メ ー

ジ は概 ねIBM370に 匹 敵 す る もの とい わ れ る。

具体 的 に は7モ デ ル に大 別 され,そ れ ぞ れ の開

発 生 産 担 当 国 はEC1015が ハ ンガ リP・,EC1025

が チ ェ コス ロバ キ ア,EC1035が ブル ガ リアお よ

び ソ連,ポ ー ラ ン ドが,同1055,東 独,同1060お よ

び1065が ソ連 とな らん でい る。 い ず れ も77年 に は

設 計 段 階 に は い って い る。 チ ェ コの分 担 したEC

29

1025はIBM370-125対 抗 で あ り,ブ ル ガ リア と

ソ連 の合 作 に な るEC1035がIBM370-135対 抗

とい わ れ,い ず れ も79年6～7月 に お こな わ れ た

「共 産 圏 コ ン ピ ュ 一夕 シ ・一」(モ ス ク ワ展)に お

目見 得 して い る。 また,同 展 で は ソ連 がEC1060

を デ=ア ル プ ロ セ ッサ 構 成 で2台 稼 動 させ て い た

とい わ れ る が,第2次RJAD共 同 開 発 計 画 の 中

で も最 大 機 といわ れ るEC1065は,姿 をみ せ ず じ

まい 。 当 初,79年 生 産 開 始 と伝 え られ た もの の,

同 展 に 出 展 され な か った こ とか らみ て,本 格的 な

生 産 開 始 は1980年 後 半 以 降 に な るの で は との 憶 測

も流 れ てい る。

ソ フ トウエ ア の分 野 も,こ うした ハ ー ド分 野 の

進 歩 に 呼 応 して 新 しい もの が 生 み 出 さ れ て い る。

と くに シ リー ズ の上 位 モ デル 用 ソ フ トで あ るOS

/ESは,ソ 連 と東 独 が協 力 してEC1055の 発 表

と同 時 に 開 発 され て い るが,こ と し3月 にはMV

Sが 可 能 とな るOS/ES6-2に よ って 代替 さ

れ る と伝 え られ る。

ソ連 東 欧 諸 国 が1970年 代 のRJAD計 画 の 遂 行

を 通 し,ま た独 自 の電 子 技術 レベ ル の 向上 努 力 を

通 して どの て い どの 成 果 を得,ど の て い どの 技術

的 蓄 積 が 出来 た か 見 きわ め る こ とは む ず か しい 。

しか し,3・5世 代 のIBM370シ リー ズを 念 頭

に お い た 第2次RJADシ リー ズ が最 初 に あ らわ

れ た のが1978年4月(ラ イ プ チ ッ ヒ見 本 市)の こ と

で あ るか ら,IBM370が は じめ て姿 を あ らわ し

た1970年6月 か ら約8年 遅 れ て い る こ とに な る。

ともあ れ,コ メ コ ン諸 国 は,こ うした試 練 を経

な が ら,現 在,1981～5年 まで の次5カ 年 計 画 を

検 討,作 成 中 だ が,一 方 では1980年 代 の コ メ コ ン

各 国 の コ ン ビ=一 夕戦略 は ソ連 を中 心 とす るRJ

AD路 線 に 必 ず しもバ ー・モ ナ イ ズ しない 部 分 を 残

してい る ともい わ れ る。 長 期的 コ ン ピュ ー タ戦 略

の方 向 と既 存 の コ ンピ ュ ー タ開 発計 画 との調 整 の

問題 もあ る が西 側 コ ンピ ュ ー タ メー カ ー との接 触

が ふ え て き た い ま,い ろ い ろ と不 協 和 音 が 高 ま っ

て きた こ と も事 実 で あ る。

(なか に し ・ひ ろ ぶみ ・日本 工 業 新 聞 社 経 済 部)
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〔講 演 要 約〕

情報化社会への日本人の対応
米国アイ ・ピー ・エム ・ワ トソン研究所主任研究員

日本アイ ・ピー ・エム取締役
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大衆のものとな つた情報処理

いわゆる脱工業化社会,ポ ス トインダス トリア

ル ・ソサエテ ィの一つの特徴は,個 人 とか集団,

企業が非常に多くの情報を処理 し,そ れを大いに

活用する社会であるといえる。そこでは当然,情

報の伝達,貯 蔵,処 理のシステムが非常に充実 し

て,家 庭生活まで含めて人間の社会活動のあらゆ

る分野で情報が有効に利用される。

そして,こ のような社会を一般的に 「情報化社

会」 と呼んでいる。それで利用できる情報量が多

いほど,あ るいは情報処理の能力が優れているほ

ど情報化の進んだ社会と考えてよい。

そこでは,よ り的確な現状のアナリシスと将来

のプランニングが可能にな り,広 い視野から適切

なデシジ ョン・メーキングができる。このように

考えると今回の情報化週間の目的は,日 本の社会

の情報化を一層進めることにあるといえる。

人間の脳とコンピュータ

情報を処理するとい うことは,ま ず目的に応 じ

た ソフ トウェアを開発 し,そ れでハー ドウェアで

あるコンピュータを働かせ,デ ータを入れて結果

を出す。

現在の汎用 コンピュータの原形を戦後間もなく

ペ ン シル バ ニア大 学 の モ ア ース ク ール で 完 成 した

エ ニ ア ックに 求 め る と して も,も う30年 以上 た つ。

初 め の こ ろ は数 値 デ ー タ処 理,逐 次 処 理,中 央 処

理 を主 体 と して いた が,次 第 に ワー ド処 理,並 列処

理 が で き る よ うに な り,中 央 集 権型 か らタ ー ミナ

ル を 多 く使 った 分 散 型,バ ッチ ・プ ロセ スか らオ

ンライ ン型 の利 用 形態 が普 及す る よ うに な つた 。

また,デ ー タ通 信 の 普及 と共 に シ ス テ ム ・ネ ッ

トワー ク もつ く られ る よ うに な った 。 や が て,日

本 語 を 初 め,い わ ゆ る 自然 語 で コ ン ピュ ー タを 働

か す こ と もで き る であ ろ う し,画 像,音 声 な ど も

い ま まで 以 上 に扱 え る よ うに な るで あ ろ うこ とは

想像 に難 くな い。

そ れ で,デ ー タ処 理 が 高 価 で あ った こ ろ は 官

庁,大 企 業 あ るいは 一 部 の 研 究機 関 が コ ン ピ ュー

タを独 占 し,そ れ を利 用 す る特 権 を 持 っ てい た が,

ここ20年 来,情 報 処理 の ハ ー ドウ ェア ・コス トは

非 常 に低 下 し,目 的 に 応 じた ソ フ トウ ェ ア さ え確

立 す れ ば,い まや 人 間 活動 の あ らゆ る分 野 に 情 報

処 理 の 門戸 は 広 く開放 され る こ とに な った 。 さ き

ほ どの話 に もあ った よ うに,た だ 産 業 活 動 だ け で

な しに,や が て家 庭 生 活 に まで 浸透 す る であ ろ う。

こ う考 え る と情 報 処 理 の手 段 が 広 く大 衆 の もの

に な った,と い うよ うな表 現 が 使 え る6そ の一 番

大 きな 原 因 は,コ ン ピュ ー タで 人 間 の 頭脳 の ニ ェ

〈



一ロンに相当する論理演算素子,記 憶素子の単価

が著 しく低 くなり,そ れ らの信頼性が上がった,

ということにあるといえる。

これは主 として技術開発で素子が小型化 し超L

SIの 集積度が飛躍的に増大 したこと,パ ッケー

ジングの技術が進んだこと等に負 うものである。

人 間の脳 と コン ピュータ

人 間 の脳 には 生 まれ た と き,す で に100億 個 以

上 の ニ ェ ー ロ ンが あ る といわ れ る。 とこ ろ が現 在

の 大 型 コ ン ピ ュー タ で は論 理 演 算 回路 に使 われ て

い る ゲー トの数 は大 体100万 個,記 憶 セ ル の数 は

1億 個 ぐ らい に もの ぼ るの で は な い で あ ろ うか 。

そ して,こ れ らの 各 素 子 の 大 き さは 十 数 ミク ロ ン

ぐ らい に 縮 小 され,こ れ は 大 体 バ ク テ リア ぐ らい

の大 き さで あ りい ま まで 人 間 が つ くった デバ イ ス

の 中 で は最 少 の もので あ る こ とは 言 う ま で も な

い。 さ らに サ ブマ イ ク ロ ン(ミ ク ロ ン以 下)に で

もなれ ば素 子 の大 き さ は ビー ル ス の サ イ ズ に達 す

る こ とに な る。現 在 の 半導 体 の超LSI回 路 で は

5ミ リ角 ぐ らい の シ リコ ンの基 板 に 大体100万 個

以 上 の素 子 が 集 積 され てい る。 また磁 気 バ ブル ・

メ モ リー では,1平 方 セ ンチの 基 板 に100万 ピ ッ

トが貯 蔵 され る。 また 最 近,話 題 に 上 っ てい る直

径30セ ンチ ぐ らい の プ ラス チ ッ クの ビデ オ デ ィス

クに は,ア クセ ス ・タ イ ム は遅 い に して も,大 体

100億 ビ ッ トが貯 蔵 で き る の で あ る 。 ま た将 来 演

算 記 憶 素 子 に 超伝 導 の ジ ョセ フ ソ ン ・ジ ャ ン クシ

ョン素 子 が使 わ れ る可 能 性 もあ る。 も っ と も,コ

ン ピェ ー タ のハ ー ドウ ェ アの 中 に も 小 型 に よ っ

て,コ ス トダ ウ ンがで き ない 部 分 も少 く ない 。 た

と え ば赤 ん坊 の手 で しか 動 か ない よ うな キ ー ボ ー

ド,虫 め がね で しか見 え な い デ ィス プ レイを つ く

って も余 り意 味 が な い こ とは 明 らで あ る。

情 報 と一 口に 言 って も,は な は だ 多種 多様 で あ

る。 政 治,軍 事 情 報,経 済,産 業情 報,科 学 技 術

情 報,医 療 保 健 情 報,生 活 家 庭 情 報,文 化教 育情

報,娯 楽 趣 味 情 報 な ど数 え挙 げ れ ば き りが な い 。

新 聞雑 誌 を 開 い て も情 報 処 理 シス テ ム とい う言 葉
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が 目立 ち,そ の上 に 医 療,教 育,漢 字,画 像,音

楽,生 活 な どさ まざ まな文 字 がつ け られ てい る。

わ れ わ れ の研 究 活動 を考 え て も,か つ ては 物 理 実

験 で は,ま ず デ ー タ取 得 に 大 きな エ ネ ル ギ ーを さ

き,そ の 後 デ ー タ処理 に また 時 間 を費 やす とい う

段 取 りで あ った が,現 在 で は デ ー タ取 得 と処理 と

が 一 体 と な った シス テ ムを使 って 実験 を 行 うよ う

に な った 。 また 研 究 所 で は 秘 書 達 は タイ プを 打 つ

か わ りに,コ ン ピュ ー タ ・タ ー ミナル に 向 か っ て

キ ー を打 ち,報 告書 や 論 文 を仕 上 げ る時 代 に な っ

た 。これ は 私 の よ うに 英 文 を 何 度 も訂 正,書 き換 え

を す る くせ の あ る者 に とっ て は,大 変 重 宝 で あ る。

また ア メ リカ の 各 官庁 に は,恐 ら く 日本 で もそ う

で あ ろ うが,情 報 処 理 オ フ ィス が あ り,た とえ ば

政 府 か ら の委 託 研 究 の 成 果 報 告 書 な ど も,こ の オ

フ ィスに 提 出 す る のが 通 例 で あ る。

工 場 の生 産 活 動 に ロボ ッ トを 使 うこ とは,も う

か な り進 ん で い る であ ろ うが,ち ょっ と した 業 務

や 家 事 伝 い に簡 単 な言 葉 を理 解 して雑 用 を や って

くれ る ロボ ッ トが も しで きれ ば 大 変 便 利 では ない

か と思 わ れ る。 つ い で な が ら,ロ ボ ッ トとい う言

葉 は1921年,プ ラハ で 上演 され た カ レル ・カ ペ ヅ

ク作 の「ロサ ム の ユ ニ バ ー サ ル ・ロボ ッ ト」とい う

劇 に 初 め て使 わ れ た 。 そ の 語 源 は チ ェ コス ロバ キ

ア語 の強 制 労 働 を意 味 す る ロボ タか ら き てい る。

話 は,ロ サ ム の工 場 で ロボ ッ トた ち が 反 乱 を 起

こ し,ロ ボ ッ トをつ くった 人 間 を殺 害 す る とい う

筋書 き で あ る。 それ 以 来,半 世 紀 以上 もた つ が,

汎 用 ロボ ヅ トは まだ 出現 して い な い。 しか し,こ

の劇 の筋 書 きの よ うに,何 か 新 しい技 術 が社 会 に

適 応 され る とい うこ とに対 す る恐 怖 感 や 疑 惑 の念

だけ は,い ま も昔 も変 らな い 。
1

真の豊かさをもたらす情報化へ

情報化が進められるについても,国 民総背番号

の管理社会が出現する事に対する恐怖感をはじめ

より具体的な諸問題,プ ライバシーの侵害,機 密

保持,セ キュリテ ィーの問題,コ ンピュータ犯罪

防止,そ のほか雇用面へのインパクトなどにも対
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処せねばならない。より一般的に考えて情報化社

会に移行することにより,仕事の進め方,勉 強の し

かた,あ るいは娯楽のとり方など生活全般が大き

く影響されることは言 うまで もない。かつて価値

があると見倣されたものが失われ,新 しい価値観

も生 まれてくるであろう。何 としても情報化の進

展 と人間の活動への影響及びその社会的な意義な

どを深 く理解するとい うことがそれに対応する道

ではないか。ことに情報処理技術については,革新

技術が多く生 まれる。技術の進展がこの分野では

大変速い。それらを適用することについても,ただ

単に物質面だけを考えて 「むだなく,便 利で能率

的」な社会になるというだけでなく,実 は精神的

にわれわれの生活を豊かにするというそうい う作

用を情報化がもたらさなければならない。

昨 日読んだ 『通産ジャーナル』10月 号に掲載さ

れている森川英二郎さんの懸賞論文当選作品 「生

活情報システムへの提言」の最後に 「このシステ

ムは人間形成,自 己啓発に役立つものでなければ

ならないと思 う」 と述べておられる。確かに情報

化 というものは 日本の未来とい うものへの重要な

条件であることは間違いない。 しか し,そ れはど

ちらか といえば必要条件であ り,そ れだけで必ず

しも日本が将来飛躍するための十分な条件とは言

えないであろう。

日本人の価値観と行動様式

昔から日本人は情報を大切にする国民で,情 報

に基づいて行動をとるとい う習慣があるのではな

いか。考えてみれば,日 本は国外からの情報や知

識の収集 とその消化活用に専念せざるを得ない立

場に幾度か立たされた。古くは中国文明が渡来し

たとき,次 は明治時代の急速な近代化,近 くは戦

後の復興の時期である。 日本人は目標さえ設定す

れば何 とかそれを達成する能力があるとよくいわ

れる。確かに明治の初め 日本の工業化 が 国 家 目

標として設定されると熱心に欧米情報の収集とそ

の習得に努めて近代化を図り,ま た戦後は主とし

て米国からの情報のもとに,科 学技術を振興させ

て,経済復興をなしとげた。そして所期の目的はお

おむね達成 されたとみなしてよい。少なくとも日

本は工業力や生活水準が西欧並みになった唯一の

非西欧圏の国であろ う。

しか し,欧 米諸国の近代化の歴史と日本の近代

化を比べると,通 ってきたプロセス(過程)に おい

て大いに違っているのでないかと思われる。欧米

諸国の工業化や近代化は18世紀ごろか ら始まった

と考えてもいいであろ うが産業革命,ア メリカの

独立,フ ランス革命などの大事件を経験 して,封

建主義から次第に近代社会に脱却 していったので

ある。かつてはヨーロッパ諸国も王候,貴 族,大

僧正,大 地主などの一握 りの人たちの意のままに

支配されていたのであるが,国 民の精神的,物 理

的な要求が結集 し憲法の制定,選 挙権の獲得など

を通 じ次第に個人の自由と独立をかちとっていっ

てのだといえるであろ う。当然このプロセスには

多くの革新的な思想家や政治家の活動,合 理主義

精神の浸透や科学技術の発展も大いに力があった

といえる。ところが19世 紀の終 り近 くになって

はじまった日本の近代化は西欧といわれるように

お手本とするところの情報は,す でに眼の前にあ

ったわけである。日本を近代化 しなくてはいけな

いとい うのも,日 本人自身の決定 とい うよりも,

当時の歴史でも明らかなように日本の植民地化を

試みた欧米列強への対抗上その圧力からそ うせざ

るを得なかったという事情があったことは歴史の

教えるところである。また 日本が欧米並みになっ

た と言われる今日でも,い まなお他動的に 目標が

設定され,収 集した情報に基づいて行動 し,そ の

達成に努力するというパターンか ら,日 本人は容

易に抜け切れないとい うところに日本の諸問題が

存在するように思われる。

最近私も日本とアメリカの間をしば しば往復す

る機会を持つが,両 国の違いを一 口で表現すると

アメリカは能動的な国であ り,日 本は受動的な国

であると言えるのではないか。私の独断的な解釈

が許されればアメリカは男性的,日 本は女性的,

という表現もできるかもしれない。

」
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前者は論理的,思 考的,挑 戦的であるのに対 し

直感的,感 覚的,妥 協的である科学や技術も自然

に挑戦する精神がなければ生れなかったであろ う

が,東 洋や 日本には自然とともに生きようとする

思想が多い。将来は不確実不連続などと刺激的に

見るのはアメリカ人であ り,安 定成長を強調する

のは 日本人である。アメリカ人でも日本人でも各

人各様であるが,能 動型の人 と受動型の人に分け

ることが出来るであろう。もちろん社会はその両

方を必要とするわけであるが,日 本の社会に活力

を持たせ,そ の将来の発展のためには,能 動型の

人がより多く要求されているように思われる。

アメリカのある大学で学生を評価するに際 し独

創性,指 導性,信 頼性,熱 心度の4つ の項 目が挙

げられているのを見たことがある。

私が言 う能動型の人間とは創造性,指 導性のあ

る人,い わば個性や自我の強い人である。 日本で

はどちらかといえば良き受動型の人間,即 ち信頼

度,熱 心度の高い人が多いのではないであろ うか。

求め られる 日本人の創造性

私は元来目標 とい うものは一つのスピリットで

あ り,心 の中に設定された理想であり,そ れを達

成 しようとする過程は現実的諸問題へ挑戦するこ

となのだと思っている。この場合目標は理想であ

るから,そ れはち ょうど登山家が山頂上と思った

ところに行き着 くと,さ らに次の高い山頂がある

ことがわかるとい うようなものであろ う。

今まで述べて来たことをここで纏めてみよう。

先ず第一に,情 報化は現在,欧 米と互角に進めら

れているのであるから,「 日本の情報化はかくあ

るべ し」とい う具体的 目標があるわけでない。従

来のように 「こうしなさい」とい う肯定的命令の

下に,目 標達成に努力するとい うパターンをとる

ことが出来ないのが実情であろ う。日本人自身が

自分達で作 った ビジョンや理想を持たねばならな

いように思われる。 日本社会の実情に即 した情報

化については,日 本人の創造性が要求されるとい

えるであろ う。
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次に,今 まで述べて来たことが,創 造性 と関係

することを申し上げたい。即ち,肯 定的命令の下

に人間が行動するだけでは,創 造性は涌養されな

いであろ うとい うことである。私は人間の創造性

は,ど ちらかといえば,後 天性のものではないか

と思っている。頭脳の機械的な機能には,遺 伝的

なもの,先 天的なものも多いに違いないが,個 性

とか,創 造性を育てるか,思 考作用を画一化する

かは教育環境によるのではないであろ うか。

日本が欧米の文明を大いに習得せねばならない

時期には,出 来るだけ多くの情報,知 識を持ち,

それを理解する力を養 うことが,教 育の面でも重

視されたのも当然であったかもしれない。重要な

発明,発 見の成果だけを自分のものにすればよい

のであった,創 造的活動などは,む しろさしひか

える方が能率的であったであろ う。しか し今や情

報化社会に向って日本人自身,暗 中模索や試行錯

誤をくり返さねばならないとなると,そ こには創

造性が育てられるべき環境が生まれてきたといえ

るのではないであろ うか。

最後に強調 したいことは,情 報化社会には創造

性を必要としない人間の頭脳労働は,す べて情報

処理システムに とって代わられるとい うことであ

る。た とえ複雑な問題であっても,プ ログラムす

ることが出来るものであれば,コ ンピュータが全

部やってくれる。プログラムの作成は人間の創造

性を必要とするであろ うが,い うまでもなくコン

ピュータ自身には意志や個性や創造性はない。そ

こで人間はより創造的な仕事に専念することが出

来るであろ うし,そ れがまた人間の本来の生き方

ではないであろ うか。人間が自分自身で新しい途

を見出すところにこそ,人 生の意義があり満足感
し

や生きがいがあるのではないだろ うか。

注 ・昨年10月 の情報化週間行事の一つとして当

協会 と脚 日本情報センター協会の主催で行われた

シンポジウム 「情報化の進展と社会へのインパク

ト」の中での講演より要約したものです。

(文責 ・編集部)
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囲
日米半導体摩擦 この終 りなき対立

志 村 幸 雄

入超基調の中で続 く対 日批判

70年代の日米経済を振 り返ってみると,「 繊維

戦争」で幕を開け,イ ラン原油大量購入をめぐる

米国の対日批判で幕を閉じたといえよう。両者の

間には,10年 間の時代の開きを示すかのように,

問題の立脚点や本質の違いがあるが,一 歩ひいて

マクロな見方をすれば 日米間には70年 代とい う時

代区分を通 じて,「 通商摩擦」 という名の不協和

音が鳴 り響き,自 由貿易か ら 「部分的管理貿易」

へ移行する曲が り角に立 った,と いう意味で,あ

る種の共通 した流れがあるように思われる。早い

話,繊 維は もちろん鉄鋼,家 電,自 動車などの分

野でも軋礫(あ つれき)が 生 じ,そ の多くは ミ管

理ミのア ミにさらされた。

そ うい う背景のなかで70年代後半に急速に浮か

び上がってきたのが半導体問題である。その要点

を一言でい うと,最 初は米国か ら技術を学んでい

た日本の半導体メーカーが最近では米国に肩を並

べるか,あ るいは追い越すところまで成長した。

そのため米国に対する輸出が急増 した結果,米 国

側の半導体メーカーの経営基盤が危 うくな り,日

本製半導体に対する反発が生じてきた,と い うも

のである。ここで 「半導体」 とは,技 術革新の寵

児 といわれるIC(集 積回路)を 指 してお り,ト

ランジスタ,ダ イオー ドのような個別半導体は問

題の時外にある。

それでは 日本製ICは それほど米国の業界に打

表1日 米間のIC貿 易バ ランス

輸入309123Sl37713561407

輸出277050103174

収 支 一1991-aS2「 ・68-327-253-233

(注)通 関統計 より(単 位:億 円)

撃 を 与 え てい る のだ ろ うか 。表1は 日米 間 のIC

貿 易 バ ラ ンス を 通 関 統 計 で示 した もの で あ る 。 こ

れ に よれ ば 日本 の対 米 輸 出 は1977年 で 前 年 比106

%増 の106億 円,78年 で68%増 の174億 円 に 達 し,

か な り大 幅 な増 加 を示 して い る もの の,そ れ ら収

支 の間 に大 き なギ ャ ップが あ り,わ が 国 に と って

は 依 然 ミ入 超 基 調 ミ で あ る。

興 味 深 い のは,日 米 そ れ ぞ れ のIC市 場 に お け

る 相手 国側 の シ ェアで あ る。 デ ー タは 少 し 古 い

が,1977年 の時 点 で い う と,日 本 のIC市 場 の26

%は 輸 入ICに よっ て 占め られ て お り,こ の うち

16%は 米 国か らの輸 入 で あ る。 また 残 り10%の う

ち の80%は 米 系 海 外 メ ーカ ーか らの 輸 入 に な って

お り,両 方 合 わ せ る と米 国 メ ーカ ーの シ ェ アは 実

に24%に 達 して い る。 これ に 対 して 日本 メ ーカ ー

の 米 国IC市 場 に 占め る シ ェ アは わ ず か1.8%に

しか過 ぎな い。1978年 に は,こ の シ ェ アは幾 分 高

ま った が,そ れ で も3.6%程 度 に と ど ま って い る 。

この よ うにみ て くる と,ICを め ぐ る 日米 間 取

引 で 損 害 を被 っ てい る のは,む しろ 日本 側 で あ る

とい う論法 も成 り立 つ が,米 国 側 は そ ん な こ とに

意 を 介 す る こ と もな く,日 本 側 の 関 税 障 壁,非 関

税 障 壁,ダ ン ピ ン グお よび 二 重 価 格 問 題,輸 出量

の 急 増 とい った 基 本 問 題 か ら,さ ては 官 民 一 体 の

開 発 体 制,輸 出優 先 主 義,技 術 模 倣 な どを 引 き合

い に 出 して,問 題 は さ らに 複 雑 な 様 相 を 見 せ 始 め

てい る,と い うのが 現 状 で あ る。

一件落着の関税問題も再燃

そのことを如実に示 しているのが輸入関税問題

である。現在のICの 輸入関税は米国の6%に 対

して日本は12%。 このようなギャップは不公平で

いわゆる関税障壁を形成 している,と い うのが米

国側の主張である。これに対 して日本側は,た し

かにその通 りだが,工 業製品の輸入関税のなかに

{



)

)

は米国の方が日本 より高率のものがあり,た また

まICに ついて日本の方が高かった というに過ぎ

ない。また関税率に差はあっても,現 在,米 国か

ら日本へ輸出されているICぱ,日 本から米国へ

輸出されているICを はるかに上回ってお り,特

に米国製品の対日輸出を困難に している事実はな

い。さらにEC市 場においては,関 税率が17%で

あるのにもかかわらず大量の米国製ICが 輸入さ

れ,そ のシェアは80%前 後にも及んでいるではな

いか,と い うのが言い分である。

しか し結局は,ガ ット(関 税お よび貿易に関す

る一般協定)の 東京 ラウンド(多角的貿易交渉)に

おいて日米同一水準の4.2%で 合意に達 し,1980

年からの8年 間で段階的に引き下げられることが

決 まった。

とい うことで常識的に考えれば一件落着 とい う

わけだが,そ れで満足 しないのが今日の米国的対

応とい うものらしい。SIA(米 国半導体工業会)

は昨年7月,「 東京ラウンドで交渉されたIC問

題の解決策は,米 国の電子産業に とってほ とんど

得るところがない」として,既定の8年 間という期

間の短縮を連邦政府に要請 した。その背景には,

「急成長を遂げているIC産 業にとって8年 間と

い う期間はあまりに長過ぎる」(イ ンテル社R・

ノイス副会長),「8年 間経てば食物をやろ うとい

うのと同じで,こ れは ミ永遠ミとイコールだ」(ア

ドバンス ド・マイクロ・デバイセス(AMD)社J

・サ ンダース社長)と いった声が強い。

一昨年秋 ,日 米半導体問題の火消し役 として日

米半導体セ ミナーに参加 した久保俊彦団長(現 日

立製作所顧問は),「一利を興 こすは一害を除くに

しかず」と古い諺を引いて和解を訴えている。し

か し こ一害ミを除けば,ま た次の ミー害ミの解決

を迫るのが,米 国側の 目下の戦術のようだ。日本

の某半導体メーカーの トップが,「 これではまる

でエ ンドレスだ」 と筆者につぶやいていたのが何

とも印象的であった。

くすぶ り続けるダ ンピング問題

ダンピングおよび二重価格問題 も一触即発の様

相を濃くしている。その例 としてインテル社のA
・グローブ社長は昨年夏に来日した際,こ の問題

に触れて,「 現在,自 分の知っている範囲ではそ

うした例は見当たらない」 としながらも,「 ダン

ピングの証拠がみえたら即刻提訴する」と臨戦体

制にあることを改めて強調 している。
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ダンピング問題に対する米国側の対応には,日

本の ミや り口こへの厳 しい批判がこめ られ て い

る。たとえば,「 日本は保護下にある国内市場を

輸出基地 とし,す べての諸経費を高水準の国内操

作価格に組み入れる一方で,輸 出価格は変動増加

分のコス トのみをカバーするだけで済ませ,低 水

準に抑えている」(上 記セ ミナーにてナショナル

・セミコンダクター社C・ スポーク社長),「 日本

企業は輸出価格を国内価格より低 く設定 している

が,こ れはダンピングであ り,失 業の輸出につな

がる」(同 じくインテル社 ノイス副会長)と いっ

た非難がそれである。

ダンピングの ミ事実.の 指摘 も絶え間ない。

「日本製16Kビ ットRAM(ラ ンダムアクセスメ

モ リー)は 米国市場で米国製品より20～30%安 い

12～23ド ルで売られているが,日 本ではこれ より

も高く売られている」,「 米国で 日本メーカーの

ダンピング行為を問題に したら,翌 週には 日本で

の市場価格がはね上がっていた」 といったタグイ

のものである。ITC(米 国国際貿易委員会)の

公聴会では,日 本電子機械工業会の顧問弁護士で

あるW・ タナカ氏がインテルのノイス副会長に向

けて,「 なぜあなたの会社は日本から16Kピ ット

RAMを 輸入 しているのか」と問いかけたのに対

し,ノ イス氏は 「それはわれわれが日本に売るよ

り安い値段で日本から買 うことができるからだ」

と皮相な答え方をしている。

このような米国側のミダンピング説ミに対する日

本側の見解は,事 実無根 ということで一致 してい

る。 「ICの 価格は数量,納 期,品 質など契約の

内容によってみな違 うので,単 純に比較すること

はナンセンス」(富 士通 ・赤沢璋一副社長),「 常

識的にいって,ICは 最初にサンプルができた段

階と,10万 個,100万 個契約する段階とでは値段

がガラッと変わる。つまり半年も経つと相当変わ ・

ることもあるわけで,そ うした時間的変化を無視

した議論には説得性がない」(日電・大内淳義専務)

とい うもの。 これ も事実認識の避けがたいギャッ

プである。

このような 日本側の強談判が聞こえたのか,目

下のところ米国側の強硬姿勢は幾分 トーンダウン

したかにみえるが,「われわれは,い つでもダンピ

ング提訴できるようデータ収集,市 場調査を怠 り

なく進めている」(「日経産業新聞」1979年10月16

日付,イ ンテル社 ノイス副会長の発言)と してお

り,火 ダネは依然 くすぶっている。
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余談になるが,筆 者は最近,あ る求めに応じて

80年 代の日本のIC産 業を予測する機会を持った

が,特 に国際環境 とのか らみ合いで,「 日米摩擦

の激化」と 「NICS(工 業化発展途上国)の 追

い上げの顕在化」の2点 を挙げた。い うなれば,

わが国は 「前門の虎,後 門の狼」の挟み打ちにあ

うわけだが,な んといっても直接的な打撃にな り

そうなのは 「前門」の方である。

先端製品で力量示す日本勢

「事実は一つのはずなのに,国 情,国 民性,言

葉が違い,距 離が離れていると,こ うも見方が異

なるのだろ うか。その意味で今日の日米間の論争

には,盾 を表裏から観察 した感 じのものが多い」

とは日電の大内専務の言葉である。その通 りでこ

の問題には 日米両業界の基本認識や思惑が複雑に

からみ合ってお り,問題の解決を複雑に している。

そのことで思いつくのは,日 本の進出に対する

米国業界の く危機感.な いしは=損 害。に対する

見解の相違である。

従来,日本から米国に輸出される半導体製品は,

どちらかといえばグレー ドの低い製品が多 く,品

質面でも見劣りするものが多かった。それが最近

では16Kビ ットRAMの ように現用の最先端の製

品が輸出の牽引力となり(事 実,16Kピ ットRA

Mは 米国市場の40%を 占めていると米国側は指摘

している),しかもそれが相手の市場で高い評価を

受けているのである。表2は 日米主要メー・カーに

おける16Kピ ットRAMの 出荷状況であるが,と

りわけ 日本メーカーの健闘ぶ りが目立つ。

表2日 米主要メーカーによる16Kピ ット
RAMの 出荷状況(単 位:千 個)
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米国のIC市 場に占める日本製品の占めるシェ
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ミ主戦論

ミに走 らせる最大要因になっている。

釜欄 騨 盤翻
950:1,4001,2,200

器819⑪8i1・1}:;⑪⑪
1501,200

900、700

陰魏

1:199
1:c

950

日本側はこれに対 して,16Kビ ットRAMの 輸

出が急増 したのは,電 卓用LSIな どの開発 ・生

産により培ってきた 日本の技術が,米 国における

メモリー需要の急増に対する米国側メーカーの供

給不足とあいまって実を結んだものだ。また,半

導体を鉄鋼,テ レビと同一視する見方については

軍,NASAな どの需要や特殊産業用需要の多い

米国で 日本型ICが 全市場を席巻することはまず

考えられない,と の見方をとってお り,こ こでも

食い違いをみせている。

品質評価で対立する日米

そこで問題となるのが品質問題である。品質を

あらわす一つの目安はAQL(受 け入れ故障率)

であるが,通 常,米 国メーカーが保証 しているA

QLレ ベルは1%,こ れに対 して日本は0.1%。 す

なわち米国製品では100個 に1個 の割合で不良品

があるのに対 し,日 本品は1,000個 に1個 の割合

とゆ うように1桁 の差がある。この数字を見ただ

けでは明らかに日本が有利な条件を整えてお り,

米国のシェア拡大も理の当然とい うわけだが,米

国側はそれをス トレー トには肯定 しない。

たとえばインテルのノイス副会長の見方はこ う

だ。「もし日米の製品に違いがあれば,デ ータシー

トに出ているAQLに 合わせるかどうか とい う程

度の問題である。たとえばデータシー トに0.5%

の偏差は許すとしよう。企業としては日米を問わ

ず,こ れ以下の偏差を持つ製品を選ぶことができ

るのだが,た だコス トが高くなる。偏差の少ない

製品は数が少な くなるし,試 験をするにも費用が

かかるからである。米国市場はだれ もが注 目して

いるから,そ こにきわめて高精度の製品を納めれ

ば,よ い評価を得られることになる。金さえかけ

れば簡単なことである」。要するに,AQLは 試

験費用と価格の トレー ドオフ関係にあるので,そ

の数字の多寡によって単純に品質の優劣をはかる

のは誤 りとい うわけである。

このような米国側の見解に対 して,日 本側は,

品質 く絶対優位ミ'論とでもい うぺき観点から答え

る。つまり試験コス トをかけるかけないの問題で

はなく,ウ エハー工程,組 立工程の段階ですでに
ミ完全無欠

ミに近い品質 レベルが達成 され て い

る,と い う見方である。

「日本では製造の自動化が米国より進んでいて

製造段階で品質をつ くり込んでいる。 したがって

コス トの低減と晶質の向上が両立 しているのだ」

劃



と日電の大内専務は説明 し,「 だから日本ではA

QLど ころではな く,PPMを 追求 しているとも

いえる」 と自信を示す。

日本的品質管理の成果 と見る向きも多い。品管

の手法はもともと米国か ら持ち込 まれた もので向

うが先輩格だが,わ が国はTQC(総 合的品質管

理)と い う面で独 自の発展を示 した。TQCで は
一般に,統 計的な品質管理手法を生産現場だけで

なく,設 計一製造一販売の各段階に導入し,最 終

的にユーザーに渡る製品の品質を一定以上にする

ため全部門が意志統一 して品管を行 う。とりわけ

米国との違いは,t全 員参加型ミのQCに なってい

ることで,そ れも末端従業員の一人一人が科学的

QC手 法を理解 した上で展開 しているのが特徴で

ある。わが国最大のLSI量 産工場である九州日

本電気が,QCの 実績を認められてデ ミング賞を

受けていることも,そ れを如実に物語っている。

さらにいえば,日 本人の資質の問題 も無視でき

ない。い うなれば,日 本人のこ頭悩こど 手ミの平均

レベルがきわめて高い水準にあるため,労 働の質

もおのずと高いものになるとい うわけである。

「利 益を あげ な いの はア ンフ ェア 」

半導体をめぐる日米両業界の意見の食 い 違 い

は,ダ ンピングや品質の問題にとどまらない。

なかでも.日 米間の論議が進むなかで,日 本の

半導体業界の財務体質が頚上に上がったことは興

味深いことであった。一昨年の日米半導体セ ミナ
ーでナショナルのスポーク社長は,日 本の半導体

メーカー-5trと テキサス ・インスツルメンツ(T

I)社 の負債総額持分,借 入金総額持分,税 引後

利益率などの具体的な数字をあげて,「 これはた

いへんショッキングな数字だ。 これ らの日本企業

は,未 決済借入金が持分1ド ル当た りでTI社 の

10～40倍 に達しているが,こ のような資本構造は

米国のメーカーにとって破産にも等 しい」,「この

ような低水準の利益幅では米国のオープンな資本

市場では融資を受けられない」と厳 しい口調で指

弾 している。スポーク社長が例示 した数字によれ

ば,日 本メーカーの税引後利益率は1.0～3.3%と

低率であるのに対 し,TI社 のそれは5.5%と 高

率である(1978年 の場合)。

米国側のこのような指摘は,実 は 日本 の業界

に対する二つの批判の伏線にもなっている。第一

に日本の半導体企業は銀行借款 と政府助成 とい う

二つのテコで手厚く保護されてお り,官 民一体に
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なって輸出指向型の育成策をとっている。第二に

企業が当然享受するべき利益配分を確保しないの

は,低 価格あるいはダンピング政策の必然の結果

であり,そ のこと自体アンフェアである,と い う

論理である。この点について日本側は,「 米国で

も軍やNASAか ら金が出ているではないか」,

「銀行融資には何の特典もない」 といった答え方

をしてお り,両 者の間に接点はない。

戦 略産業 ゆえ に紛 争 は続 く

ことほどさように,半 導体をめぐる日米間問題

は依然不確定要素を残 してお り,文 字通 り こ終止

符のない対立ミ となっている。そして,こ のことは

近年,半 導体産業が文字通 り戦略産業としての様

相を深めてきたことと強 くかかわ りあっている。

通常,「 戦略産業」といえば,① 安全保障(経

済安全保障も含めて)に とって欠かせない産業,

②国家戦略,と りわけ産業政策に照準を合わせ,

これと同軌化 した経営戦略を展開している産業,

③各種の産業分野で主導的な役割を果た し,そ れ

自体の活動が他の産業にきわめて大きな影響を及

ぼす産業,を 意味 している。その点,半 導体産業

はこれ らの特質をあますことな く内在 している特

異な産業領域 といえる。

それを例証すると,① については,「 わが国(米

国)の 国防姿勢は強力なる電子産業に依存 してお

り,し かも半導体はその電子産業を動かす ミ油ミ

である。半導体が弱体化すれば,日 本企業による

米国半導体市場の蚕食は,武 力侵略にも等しい,

とい うことになる。

②は,た とえば半導体産業を輸出産業と見る見

方である。戦略的要素が強いだけに相手国に影響

を与えやす く,そ れが増幅すると国際間の紛争に

発展するのである。

③は半導体がミ産業のコメ.と してあらゆる産業

分野に浸透 し,か つての鉄鋼 と同じように基礎素

材型産業,あ るいは横断型技術としての性格を強

めていることで十分有資格者たりえるだろ、う。

だからこそ,とい うべきだろう,国際経済の枠組

のなかで昔 日の活力を失っている米国にとって,

半導体産業は航空機,原 子力,計 算機産業などと

並んで戦略産業の中核をなすものであ り,一 歩も

後に退けない ミ最後の砦ことなっている。=目 出

ずる国ミ日本 とのかかわ り合いを一層複雑に して

いるのも,そ のような背景があればこそなのであ

る。(し むら・ゆきお ・評論家)
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情 報 処 理 サ ー ビス

業 の ビジ ョン

加 藤 正 隆

当社は昭和51年8月 に設立され

て,同 年10月 に不動産データバン

クとして機能する株式会社 日本不

動産取引情報センター(本 社:東

京都千代田区神田神保町,略 称

JARIC)の 情報システム部門

を分離継承 して,新 たに日本長期

信用銀行の関係会社 として本格的

に情報処理サービス業 として仲間

入りさせていただきました。

会 社 概 要 は

・設 立 昭 和51年8月10日

・資 本金1
,000万 円

・従 業 員100名

・使 用 機 器

IBM370/1581セ ッ ト

TOSBAC5600/1601セ ッ ト

SCAN-OPTICS20/10

1セ ッ ト

TOM300タ ー ミナ ルOCR

1セ ッ ト

CMCXL・40KEYTODISK

10台

で す。

ご承知の通 り,情 報産業分野は

他の業界に比してその歴史が浅い

にも拘 らず,産 業界各方面のニー

ズに対応する最先端の業務分野と

して驚異的な発展を遂げ,ま た近

年 「機情法」の制定により業界と

しても認知を受け,引 続き業界発

展のための高度化計面が公示され

るなど,着 実に安定成長を続けて

い ます。 就 中,情 報 処 理 サ ー ビス

業 は,わ が 国に お け る コ ン ピュ ー

タ ー利 用 の高 度 化 に 重 要 な役 割 を

果 す も の と して期 待 され て お り,

当 社 と して もそ の一 翼 を担 うこ と

を 念願 して い ます。

この動 向 の中,昭 和54年 春 に当

側)日本 情 報 処 理 開 発 協 会 よ り,㈹

日本 情 報 セ ンタ ー協 会 の 協 力 の も

と にr情 報 処 理 サ ー ビス 業 の将 来

ビ ジ ・ ン』 な ・ もの が ま とめ られ(

ました。

その要旨を紹介させていただぎ

ますと

(1)専 業者としての基盤確立

すなわち,現 在のわが国の産

業の うち世界の トップ水準にあ

る産業,例 えば自動車,電 気機

器等の分野でも,そ の創生期に

あっては欧米に比 して遅れ,生

産形態は労働集約的であ り,製

品の品質の保証も定かではなか

った。しかし,標 準化への取組

みをはじめ,業 界向上のための

諸問題 も各企業お よび業界の努

力により,今 では世界の トップ

クラスに発展 している。

当業界の現状は,現 在 トップ

クラスにある他産業の当時の事

情にかな り似ていると推定され

る。労働集約的な生産形態か ら

脱皮し,知 識集約的産業の一翼

を担 うことが期待され要請され

ている当業界 としては,生 産販

◎◎◎◎◎◎⇔◎◎〔⇔⇔◎◎◎◎◎◎

(
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売ないし供給の根幹をなす管理

運用技術の設定と,そ の早急な

実施が必要であること。

② 専業者としての顧客サービス

次に,リ クワイアメント・エ

ンジニアリングすなわち,一 般

の消費財のように,た だ単に顧

客ニーズの把握 ・反映だけでな

く需要側の意志の変化に対 し,

適確に対応 しそのギャ ップを う

め,そ して こ真.の 顧客サービ

スを行な うこと。

(3)専 業者としての信頼性の向上

信頼性の向上は,個 々の企業

がそれぞれの経営ポ リシーに基

づいて実施される部分が大半で

あるが,業 界団体 としても,公

開の原則に基づいて,業 界各社

の実態を一般に周知させること

により正 しい認識を,需 要者お

よび関連諸団体に与えた り,需

要者がより高品質のサービスを

得るための選択尺度を明示 した

りするほか,需 要者の抱えてい

る問題点を集約 して,そ の解決

策を検討 し,よ り信頼される業

界育成のための指導 ・教育 も実

施する。

等が述べられています。

これ ら指摘されていることは,

この業界の中でも後発組である当

社 としても,設 立時か らの目標で

もあ り,ま た悩み続けている事柄

であると同時に決断と勇気をもっ

て解決していかなければならない

課題だと認識 しています。

このビジョンを遂行するにあた

って支えとなるものは3Mす なわ

ち人(Man)・ 物(Material)・ 金

(Money)で あることは云 うに及

びませんが,な かでも情報処理サ

ービス業界の共通的な問題は,人

すなわち優秀な人材の確保と育成

ではないか と考えます。

70年代の中 ・後半には,産 業各

界 ・各企業において中 高 齢 化 対

策,停 年制,退 職金問題が大きな

課題 となっていました。

80年 代においては,高 齢化への

テンポは早まる一方,減 速経済に

より高学歴化社会による昇進 ・昇

格 ・賃金問題等の社会問題が発生

することが当然推察されます。

この業界においても,歴 史が浅

いとはいえ,近 年各社 ともこれ ら

の対策に苦慮していることは否め

ません。

昭和55年 度新卒者の採用関係も

一段落(一 方では,す でに56年 度

の採用準備に着手する時期でもあ

りますが……)し た昨今,最 近の

学 生気質 ・求職傾向を分析 してみ

ますと一時期の 「情報産業界=花

形産業」のムー ドが消え,む しろ

敬遠の傾向にあるかもわか りませ

ん。会社訪問する学生の大半の質

問 ・意見は 「情報処理サービス業

界は,年 齢的に30～35歳 が限界 と

いわれているが,そ の対策は……

?」 「労働集約型であり,か つ残

業が多い」などに終始していまし

た。

このような厳 しい求 人 状 況 の

中,如 何にして優秀な人材を集め,

育成 ・指導 していくかも当業界の

重要な課題 と云えます。

当社 もミ人は企業の財産である.

との認識をもち,人 材の確保 ・教

育体制の充実を図ってお り,こ れ

らに投入する費用 ・工数も年々増

加の傾向にありますが,業 界の質

への転換が叫ばれている現状にお

いては,当 然の姿か もわか りませ

ん。

当㊥ 日本情報処理開発協会ほか

関係諸団体のご尽力とご指導のも

とに前述の 「将来のビジョン」の

遂行に努力 し実現された暁には,

おのず と人材についての悩みも消

え去ることを信 じてやみません。

(かとう まさたか ・長銀 コンピ

ュータサービス㈱専務取締役)

◇投稿歓迎◇

「会 員 サ ロ ン」,「コ ー ヒ ー ブ.

レー ク」 へ の寄 稿,投 稿 を 歓

迎 し ます。 テ ー マは ご 自 由で

す 。 原 稿 は,400字 詰 用 紙 で,

そ れ ぞ れ6枚(会 員 サ ロ ン)

と2枚(コ ー ヒー プ レー`ク)

で す 。 掲 載 の 分 に は お礼 を差

上 げ ます 。

宛 先 は 本 誌 編 集 部 で す。

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎ 韻 サ・ン
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インフォメーシ ョン ・タワー醐
■ ソフ ト協 の技 術研 修 セ ミナ ー

從 ソ フ トウエ ア産 業 振 興 協会
こ昭 和54年 度 技術 セ ミナ ー.が ,

次 の 日程 で開 か れ る。 場 所 は 東 京

芝 の機 械 振 興 会 館 セ ミナ ー室 。

①55年1月26日(土):私 の リー ダ

ー シ ップ観(探 検 家 西 堀 栄 三 郎

氏)②55年2月9日(土):80年 代

の経 済 ・社 会 展 望(朝 日新 聞 社 経

済 部 ・記 者 安 藤 博氏)③55年2

月16日(土):デ ー タ通 信 網 ア ーキ

テ ク チ ャ(日 本 電 信 電 話 公社 デ ー

タ通 信 本 部 第4デ ー タ部 ・調 査 役

香 村 求 氏)④55年2月21日(木)～

22日(金):ソ フ トウエ ア ・エ ン ジ

ニ ア リン グ ・ツ ーール(S・R・A社

PresidentDr.EdwardF.Miller.

Jr.)こ の項 だ け 会 場 は 日本 女 子 会

館 。 ⑤55年3月1日(土):高 水 準

シス テ ム記 述 言 語(電 気 通 信大 学

電 気 通 信学 部計 算機 科 学 科 ・講 師

武 市正 人 氏)⑥55年3月7目(金)

～8H(土):プPtグ ラ ム設 計 技 術

(通産 省 ・工 業 技 術 院 電 子 技 術 総 合

研 究 所 ソ フ トウ エ ア部 ・言 語 処 理

研 究 室 室 長 ・工 学 博 士 鳥 居 宏 次

氏,㈱ ソフ トウエ ア ・リサ ー チ ・ア

ソシェ イ ツ専 務 取 締 役 岸 田孝 一

氏)⑦55年3月14目(金):ケ ース

メ ソ ッ ドに よ る経 営 問題 解 決 演 習

(慶応 義 塾 大 学 助 教 授 和 田充 夫 氏)

⑧55年3月28日(金)～29日(土):

日本 語 情 報 シス テ ム(東 京 農 工 大

学 工 学 部 教 授 高 橋 延 匡 氏,京 都

大 学 工 学 部 助教 授 辻井 潤一 氏,

東 芝 ㈱ 総 合 研究 所 情 報 シス テ ム研

究 所 主 任 研 究 員 森 健 一 氏)

■LASDEC後 期 教育 研 修

勧 地 方 自治情 報 セ ンタ ーの54年

度 後期 の教 育研 修 は 次 の4セ ミナ

ー とな って い る
。 いず れ も東 京 開

催 。

●コ ン ピ ュー タ 入 門 セ ミナ ー(55

・2月5日(火)～2月8日(金)
。コ

ン ピ ュー タ の基 礎 知 識 を必 要 とす

る職 員(委 託 団 体 の 職 員 も受 講 可)

を対 象 に した。基礎 入 門 講 座,行 政

管 理 に おけ る コン ピュ ー タ利 用,

コン ピュ ー タの 概 念,プ ログ ラ ミ

ン グ概 念,フ ローチ ャー トの書 き

方,プ ログ ラ ミン グ実 習 な ど。

●プ ロ グラ ミン グセ ミナ ー(55・

2月12B(火)～22日(金)。 コ ン ピ

ュ ー タ プ ロ グ ラ ム作 成 の 基礎 知識

を 必要 とす る職 員(コ ン ピ ュ ー タ

部 門 以 外 の 各部 門職 員 の 受 講 も

可)を 対 象 に した基 礎 知 識,と く

に 事 務処 理 用 言 語 と して のCOB

OLの 基 本 的 構 成 及 び行 政 事 務処

理 の 活用 面 に重 点。

●統計 解析 入 門 セ ミナ ー(55・2

月26日(火)～29日(金)。 コ ン ピュ

ー タ担 当部 門 に限 らず
,各 部 門 の

統 計 の基 礎 的 な こ とに関 心 を 持 つ

一 般 職 員 ,管 理 職 が対 象 。 デ ー タ

解 析 の手 法 と して,統 計 の基 礎 的

概 念 を 把 握 し,そ れ に関 す る各 種

の 理 論,手 法 等 を 研 修 。

●統 計 解 析 応 用 セ ミナ ー(55・3

月4日(火)～7日(金)。 コン ピ ュ

ー タ担 当 部 門 各 部 門 の 職 員 で統 計

解 析 入 門 セ ミナ ーを 受 講 し た 職

員,ま た は 同 程 度 以上 の職 員,管

理職 が 対 象。 地 域社 会 に お け る 問

題 を 合理 的,科 学 的 に把 握 す る手

段 と して 多変 量 解 析,数 量 化理 論

の考 え方 な どの基 礎 的 概 念 な らび

に手 法 に つ い て研 修 す る。

■ 新 デ ー タ網 サ ー ビ ス 説 明 会

働 日本 デ ー タ通 信 協 会 では,55

年1月11目(金)=東 京,同1月17

日(木)=大 阪,に それ ぞ れ 「新 デ

ー タ 網 サ ー ビス の認 可 申請 内容 に

つ い て」 の説 明会 を 開 催 した 。 講

師 は,日 本電 電 公社 の 西井 昭営 業

局 長,福 田 伸 営業 局調 査 役,高 月

敏 晴 技術 局調 査 役 の各 氏 。

■ デ ー タ通 信 教 室 を 開 く

側)日本 デ ー タ通 信 協 会 では,次

の 日程 で デ ー タ通 信 教 室 を 開 催 す

る。 ●東 京 ・55年3月18日(火),

19日(水)(プ レス セ ン タ ーホ ール

・内 幸 町)● 大 阪 ・55年3月27日

(木),28日(金)(ビ ジネ ス セ ン タ

ー三 水 ・浪速 区)● 定 員 東 京120

名,大 阪50名 。 参 加料 は 一 般2万

円,賛 助 会 員1万5,000円 。

同 教室 は,54年12月 に実 施 され

た新 デ ー タ網 サ ー ビス(回 線 交 換)

の専 用 料 金,専 用 サ ー ビスお よび

近 くサ ー ビス を開 始 予 定 の 新 デ ー

タ網 サ ー ビス(パ ケ ッ ト交 換)の

解 説 と利 用 上 の着 眼 点 を 加 え て,

デ ー タ通 信 の サ ー ビス 概要,利 用

手 続,料 金 体 系,効 果 的 な 利 用

法,関 係 法令,基 礎 技 術 な どを 中

心 に 説 明 す る もの。

■JICST情 報 管理 専 門研 修 会

実 務 に 関 係 の深 い テ ー マ を取 り

あ げ て各 企 業 ・機 関 の情 報 管 理 担

当部 門 の 中堅 層 を 対 象 に,よ り一一

層 の実 務 知 識 の演 義 を は か る こ と

を 目的 に し た54年 度JICST

(日本 科 学 技 術 情 報 セ ン タ ー)情

報 管 理 専 門 研 修 会 が 次 の 要 領 で 門

か れ る。

東 京 ・55年2月14目(木)～15目

(金)(JICST本 部)。

大 阪 ・55年2月28日(木)～29目

(金)(JICST大 阪支 所)。

な お 定 員 は 東 京70名,大 阪50名

参 加 費 は2万 円。

■ 昭 和55年 度JICST年 間 ス ケ

ジ ュー ル 決 ま る

日本 科学 技術 情 報 セ ン タ ー(J

ICST)で は,昭 和55年 度 の 各

種 研修 会等 の年 間 ス ケ ジ ュ ール を

4
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下 記 の とお り決 定 した 。 な お,こ

の予 定 にはJOIS(JICST

On.lineInformationService)関

係 の研 修 会 ス ケ ジ ュー ルは 含 まれ

て い な い。

1.情 報 管 理講 座 「企 業 と 情 報 」

研 究 会

期 日 ・55年4月25日(金),場 所 ・

JICST本 部7階 ホ ール,定 員

・80名,会 費 ・3,500円 。

2.情 報 管 理 一 般 研 修 会

期 日 ・(東 京 一 回 目)55年7月1

日(火)～7月4日(金),(東 京 二

回 目)55年7月15日(火)～7月18

日(金),(名 古屋)55年7月29日

(火)～8月1日(金),場 所 ・(東

京)JICST本 部7階 ホ ール,

(名古 屋)商 工 会 議 所 ピル 会 議 室

定 員(東 京 各50名(計100名),(名

古 屋)40名,会 費 ・28,000円(テ

キ ス ト代,昼 食 費,飲 物 代 含 む)。

3.第17回 情 報科 学技 術研 究集 会

期 日 ・55年10月23日(木)～24日

(金),場 所 ・大 阪 科 学 技 術 セ ン タ

ー8階 大 ホ ール,中 ホ ール,定 員

・250名,会 費 ・7,000円(予 稿 集

代 を 含 む)。

4.情 報 管理 専 門研 修 会

期 日 ・56年2月5日(木)～6日

(金),場 所 ・JICST本 部7階

ホ ール,定 員 ・70名,会 費 ・20,0

00円(テ キ ス ト代,昼 食 費,飲 物

代 含 む)。

5.情 報 管 理 地 方 講 習 会(一 般 研

修 会 の ミニ版)

日程 ・2日 程 度,場 所 ・数 か 所,

会 費 ・15,000円(テ キ ス ト代,昼

食 費,飲 物 代含 む),定 員 ・それ

ぞ れ に 決 定 す る。

な お,地 方 講 習 会 に つ い て は,

現 在2ヵ 所 で 予 定 され て い る。 ①

仙 台(日 時 未 定),② 福 岡(9月

第2週)。

■㊥ 日本 生 産 性 本 部 セ ミナ ー 日程

●第9回 金 融 機 関 情 報 処 理 研 究 大

会(53年1月23日(水)～1月25日

(金)。 東 京 大 手 町 ・経 団 連 会 館 。

部 門管 理 分 科 会,ア プ リケ ー シ ョ

ン分 科 会,1980年 代 の バ ンキ ン グ

シス テ ム分 科会 。 ●EDP部 門 に

お け るオ ペ レー シ ョンの 自動 化 と

運 用 管 理 シス テ ムセ ミナ ー(1月

29日(火)～30日(水)。 東 京渋

谷 ・日本 生 産 性 本 部 。 本 州 製 紙㈱

ら4社 の事 例 研 究 が テ ー マ。 ●第

19回 人 事 情 報 シ ス テ ム ・セ ミナ ー

(2月19日(火)～21日(木)。 東 京

渋 谷 ● 日本 生 産 性本 部 。 日本 ア イ

・ピ ー ・エ ム㈱ ら3社 の事 例 研 究

●第13回 デ ータ ベ ー ス ・シス テ ム

設 計 技 術 コ ース 。2月26日(火)～

28日(本)。 東 京 渋 谷 ・日本 生 産 性

本 部 。 ① デ ー タベ ー スの 導 入 ・設

計 ・運 用 ② 具 体 的 な デ ー タベ ー ス

・シ ス テ ム ③ デ ー タ ベ ー ス の現 状

と将 来 展望 な ど。

■Hi-OVIsのPR・ 啓 発

に 関 す るシ ン ポ ジ ウ ム

側)生活 映 像 情 報 シス テ ム開 発協

会 は,55年2月6日(水)「80年 代

の フ ァ ッシ ョン文 化 を 創 造 す る新

しい 情 報 シス テ ム」 を 主 題 に 箕 面

市 船 場OTC3号 館 で 評 論 家 竹 村

健 一 氏,神 戸 大 助 教 授 田村 正 紀 氏

当協 会理 事 川 畑正 丈 の講 演 を中 心

と した シ ンポ ジ ウ ムを 開催 した。

■ マ イ ク ロ コ ン ピュータ シ ョウ'80

ミマイ ク ロ コン ピ ュ ー タ シ ョウ

'80
ミ は,「 マ イ コ ン ・新 しい シ

ス テ ム の世 界 をひ ら く」 の テ ー マ

で,昭 和55年5月T4日(水)～17日

(土)に わ た って東 京 流 通 セ ンタ ー

大 展示 場(東 京 ・平 和 島)で 開 か

れ るが,脚 日本電 子 工 業 振 興 協 会

で は,シ ョウへ の 出 展 を 受 付 中 。

出展 対 象品 目は,① マ イ ク ロプ ロ

セ ッサ(メ モ リ,1/Oチ ップ,

基 板,パ ー ツ,キ ッ ト,ボ ー ド,

セ ンサ な ど),② マ イ ク ロ コ ン ピ

ュー タ,周 辺 機 器,③ リ フ トウ エ

ア,④ マ イ ク ロプ ロセ ッサお よび

マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ の応 用 機 器

(産業 用,民 生 用,教 育 用 に 重 点)

お よび 関 連 装 置,⑤ マ ニ ュア ル,

解 説 書,資 料,そ の 他 関 連 文献 。

な お,ミ マ イ ク ロ コ ソ ピ ュ 一 夕

シ ョウ'80大 阪 。 は7月3日(木)

～5日(土)ま で大 阪 一7-一チ ャ ンダ

イ ズ マ ー トで。

■Hi・OVISチ ャ リテ ィー バ ザ ール

昭 和54年12月2日,東 生 駒 でH

i-OVIsの モ ニ ター が 中心 と

な り善 意 の 品 物 を持 ち 寄 る な ど盛

会 の内 に チ ャ リテ ィー バ ザ ー ル を

行 った 。売 り上 げ 金60万 円 は,奈 良

県 社 会 福 祉 協 議 会 に 寄 与 され た 。

モ ニ タ ー有 志 は善 意 の輪 を 広 げ

て い こ うとい う こ とで,ミHi-

OVIS東 生 駒 ふれ あ い の会.を

作 り,活 動 を続 け て い く こ とに な

った 。(生 活 映像 情 報 シス テ ム開

発 協 会)

■Hi・OVIS年 末 年 始特 別番 組

12月31日 ～1月2日 特 別 番 組

「大 晦 日大 特 集 」 「新 年 あけ ま し

て お め で と う」 「お 正 月 の遊 び 特

集 」 を行 な った 。 中 で も年 末 年 始

の 電 車,バ ス,商 店,救 急 医 療 等

の 生 活 情 報,モ ニタ ー参 加 に よる

書 初 め,正 月 の 遊 び な ど好 評 を博

した 。
も

■ONAIRのTVとHi・ 一一〇V

ISを 結 び 全 国 放 送 を 行 う

昭 和54年12月30日 午 後4時15分

～5時40分,フ ジTV系 で 放 送 さ

れ た 「今 年 の10大 ニ ュ ース 」 に お

い て,Hi-OVISの 双 方 向 シ

インフォメーション ・タワー一
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ステムを通 してモニター家庭から

の意見が全国に送出された。

■西陣織産業情報システム展

㈱生活映像情報システム開発協

会では,3月6日 ～8日 京都西陣

織会館において西陣織工業組合,

当協会協催,大 阪 通 産 局,京 都

府,京 都市後援による西陣織産業

情報 システム展(テ レビに よる新

しい西陣作 り)を 開催。麗
■JOISオ ンライン専用回線端

末機高松に設置

JICST(日 本科学技術情報

センター)の オンライ ン情報検索

サービスネットワークの一環とし

て,四 国経済連合会との業務提携

のもとに,高 松にオンライン専用

回線端末機が設置され,2月25日

よりサービス開始のはこびとなっ

た。これに先立ち2月6日 ～22目

を無料サービス期間とし,利 用者

の自由な試用に供する。

JOIS端 末機設置場所は,工

業技術院四国工業試験所。

■漢字オンライン情報検索サービ

ス(JOIS--K)3月 よリJI

CST各 支部 ・支所でスター ト

JICST(日 本科学技術情報

センター)で は,昨 春の東京 ・大

阪両支所でのJOIS-Kサ ービ

ス開始に引きつづき,来 る3月3目

より筑波支部,名 古屋支所,中 国

支所(広 島),九 州支所(福 岡)で

有料サービスを開始するはこびと

なった。なお,有 料サービス開始

に先立ち,2月4日 ～29日 までの

期間中は無料サービスを実施する

JOIS-一 ー－Kは,理 工学の全分

野と国内の研究過程情報を含むカ

バ レージの広さと和文抄録をはじ

め,原 文標題 とその和訳標題など

ノ

情 報量 の豊 富 さに お い て,他 の フ

ァイ ル に類 例 の な い 国 内 の幅 広 い

利 用 者 を指 向 した総 合 的 情報 フ ァ

イ ル,サ ー ビス 。

■JSDに 新 シ ス テ ム導 入

JSD・ 協 同 シ ス テ ム開 発 株 式

会 社 で は,54年 暮 に次 の二 つ の新

シ ス テ ム を導 入 した 。

●米 ・ダ ンデ イ ラ ジ オ シ ャ ック社

製TRSl80(モ デ ル2)=64K

Bメ モ リー,フ ロ ッ ピー2台,プ

リンタ ー1台 。

●米 ・DEC社 製LSI-一 ・11/2

=32Kメ モ リー,デ ィス ク,プ ロ

ッピ ーsタ ー ミナ ル 各2台,プ リ

ンタ ー1台 。画
■情報処理教育研修助成財団 「F

INIPED」(VOL.26)を 発行

主な内容/特 集 「80年代情報化社

会を展望する」,巻 預言 「国土開

発 と情報処理」下河辺 淳,所 感

「産業構造高度化への道」栗原昭

平,座 談会 「80年代の視点」一

変化する国際環境への対応一 牛

場信彦 ・小林大祐 ・山本重信 ・平

田敬一郎,論 文 「80年代のコンピ

ュータ」坂井利之,対 談 「80年代

の情報システムを透視する」石井

威望 ・小松崎清介,展 望 「80年代

はどうなるか」産業構造 ・島矢志

郎,サ ラリーマ ン・竹内宏,オ フ

ィス ・後藤鎌太郎,ブ ルーカラー

・工場 ・山本潔,家 庭生活 ・望月

嵩,女 性 ・斉藤千代,健 康医療 ・

青柳精一,革 新勢力 ・労組 ・村上

寛治,余 暇 ・後藤和彦。

■ 『データ通信利用便覧』の第3

版増刷

側順 本データ通信協会では,多

大の好評を受けて売れ切れ となっ

た 『データ通信利用便覧』を54年

11月20日 増刷(第3版)し た。希望

者 は 同 協 会 へ。

■ 第16回 情 報 科 学 技 術 研 究 集 会 発

表 論 文 集3月 中旬 に刊 行

日本 科 学 技 術 情 報 セ ン タ ー で

は,54年10月23,24日 の両 日。 全

共 連 ビル で行 わ れ た 第16回 情 報 科

学 技 術 研 究 集 会 に お け る全 発 表 を

ま とめ た 。 情 報 科 学 技 術 分 野 の 優

れ た 研 究 成 果 ・動 向 を 知 り,日 常

業 務 に 役 立 て い た だ くた め に,研

究 者 ・技 術 者 は じめ,情 報 管理 担

当,企 画 調 査 担 当 の方 々に ぜ ひ ご

一 読 を お す す め す る
。 な お,前 回

の 論 文 集 の残 部 も若干 あ る 。お 申

込 み は下 記 のJICST各 支 所 ・

支部 へ。

●筑 波 支 部305茨 城 県 新 治郡 桜

村 竹 園2丁 目20-3研 究 文 化 セ ン

タ ー 内 電 話(0298)51-4671

●東 京 支 所102東 京 都 千 代 田区

平 河 町2-8-2エ タ ーナ ル ・モ ー

ヴ ビル 内 電 話(03)230-1341

●名 古 屋 支 所460名 古 屋 市 中 区

栄2-10-19電 話(052)221-8951

●大 阪 支 所550大 阪 市西 区靭 本

町1-8-4電 話(06)螂 一6001

●中 国 支所730広 島市 基 町5-44

電 話(0822)28-5991

●九 州 支所812福 岡市 博 多 区 博

多駅 前1-1-1電 話(092)473-8521

■米国のデータ通信動向調査

㊥ 日本データ通信協会の'79海外

調査団(玉 野義雄団長=日 本電電

公社総務理事)は,54年10月5H

か ら20目まで,ミ 米国におけるデ
ータ通信の動向調査ミを目的 とし
て,米 国AT&T,FCCな ど各

地を訪問 し調査 した。

■機構局長視察

1月21日,通 商産業省機械情報

産業局栗原局長が,東 生駒Hi-

OVIS実 験場を視察。

(
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JIPDECだ より竃彌睡墨醸墨睡顧臨調睡翻睡翻睡翻睡翻

:llgllll1■Sg3gpa1egegll#1¥:IIIi:昭 和55年 度 上期 研修 講座(予 定)

墓・司 ・ 一 ・ 名

SS801iSE養 成 短期

定員.期 間 研修料

・・名、55;註熱 繍 曜・・万円

・・…1オ ・ライ ・ ・システ ・設計 ・・名汽 認 三1・ 日間

SD801'デ ー タベ ース の 導 入 と運 用

MM801

・・名`55;鍔綱

55・6・9～

10日 間55・7・7～

155・7・11 _..一_,

・・名i55↓』謡 ⊇ 旦
一一

・・名,55↓鍔 く∂ ・日間

暫0

4日 間15万 円

情 報 処 理 部 門 管 理 者 のた め の マ115名i55'6'13
不 ジ メ ン ト

⇒ 竃竃 纏 のソフトウエア開

U8011効 果的な外注管 理の進 め方

10万 円

1三塑

已 円

。…,・ ンピ_… キ 。 ・テ ィ12・ 名155;語 τ1

…il・ ・部門 ・戦略的計画 ・・名55;謡 ∂ ・日間

・…:中 ・長期経営調 モ デ・レの難1・ ・名i55↓£告1

・日間i・ 万円

・…kネ ジ〃 … サ ーチ

S801計 量 マ ー ケ テ ィ ング(演 習 篇)20名

S802計 量R'一 一ケ テ ィ ング(事 例 篇)20名

口 間

蕗 ㌔i;扇 鑑 闇12S万円
55;間借5日 間

55晶 ㌃14澗

PG801
蓬 ・エ・・一・　 アリン1・名155;霊 ・日間

i

_55・.5!23L.一 一一._一 一__
1

厄 口

i6芳自

1亘

已
1『互用

4万 円

PE8。 遍 果 的 な,・ け エ ア醗 技 法2・ 名i55'5'19～1
1

・E・・r<な … ウエ・開発技法1・・名,55脇 田

5日rerl6万 円

・日間i・ 万円

　

HM8011マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ・一ータ ・・名i55;討 ∂1・ 日間11・ 万 円

XE801'情 報処理技術者上級(A)

X・…1織 鯉 技儲 噸

巨 霊 翻 案響 銅 ・万円14・名{55らξi;ラ諜 響 銅1・万円

XM801 莫茜・・一 のための⇒ ・・名i55緯 懸 鯛 ぷ一 た結果,下 記の通 り各々開発委託

先,開 発目的および概 要 が 決 定

し,現 在開発中である。

(A)高 速演算モジL・一ルの開発

①委託開発先 ・国際データ機器

株式会社。

②開発 目的 ・高速演算処理を必

要 とする分野にまでマイクロ

コンピュータ応用を拡大する

た め の 部品 と して の高 速 演 算

モ ジ ュ ー ル(ハ ー ドウ ェ ア及

び これ に 必要 な ソ フ ト ウ エ

ア)の 開 発 。

③ 装 置 の概 要 ・本 モ ジ ュー ル

は,演 算 部 及 び ホス トイ ン タ

フ ェー ス部 の2部 か ら構 成 さ

れ,プ リン ト板 上 に実 装 され

る。 また,次 の 機 能 を 有 す

る。

⑥16ビ ヅ ト及 び32ビ ッ ト固定

小 数 点 演 算:加,減,乗,

除算

⑧32ビ ヅ ト及 び64ピ ッ ト浮 動

小数 点 演 算:加,減,乗,

除 算

⑥ 固定 小 数 点 数 ⇔ 浮 動 小数 点

数 相 互 の変 換

◎ 初 等 関 数:SQRT,SI

3テ ーマの開発委託先決 まる

マ イ ク ロ コン ピ ュ ー タ振 興 セ ン

タ ー'(略称MCC)に お け る本 年 度

事 業 の一 つ で あ る委 託 開 発 に関 し

て さ きに 公 募 を行 い,「 プ ロジ ェ

ク ト委 員 会 」 に お い て審 議 を行 っ

N,COS,TAN,AS

IN,ACOS,ATAN

LOG,LN,EXD

⑥ 単 独 演 算 及 び複 合 演 算 機 能

㊦ 対 象 とす る ホ ス トプ ロセ ッ

サ:8080A及 びZ80(ホ ス

トイ ン タ フ ェ ース 部 を 交 換

す る こ とに よ り,他 の プb

セ ッサ とも接 続 可 能 と す

る)

(B)媒 体 変換 シス テ ム の開 発

① 委 託 開 発 先 ・ア ン ドー 〉レシ ス

テ ムサ ポ ー ト株 式 会 社

② 開 発 目的 ・マ イ ク ロ コ ン ピ ュ

ー タ の普 及 に よ って 周 辺 装 置

及 び そ れ に 付 随 す る記 憶 媒 体

麗團露 量睡覇照臨隔覇圏 睡翻圏割麗圏JIPDECだ より
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JIPDECだ より睡翻睡翻睡翻蟹調曝露
は 多様 化 してお り,そ の た め

④ デ ー タ記 録 の 諸 媒 体 の 相 互

変 換,ホ ス トマ シ ンの ス ル

ー プ ッ ト向 上 の た め の 効 果

媒 体 へ の 変 換 と コ ー ドフ ォ

ーマ ッ ト等 の変 換 等
。

⑬ プ ロ グ ラ ムの有 効 利 用 の た

め の 諸媒 体 間 の変 換 が 必 要

とされ てい る。 これ らの ニ

ー ズに 対 応 す る こ とを 本 装

置 製 作 の 目的 とす る。

③ 装 置 の 概 要 ・本 装 置 は,マ イ

ク ロコ ン ピ ュー タ制御 に て,

キ ーボ ー ドか らの 諸 指令 に よ

り,記 録 媒 体 間 の 相 互 変換 を

行 うもの で あ り,以 下 の機 能

を有 す る。

④ASCII,EBCDIC,

EIA,BCD,JIS,

ISOの コー ド変 換 機 能

⑬ 各 種 フ ォー マ ッ ト変 換機 能

お よび 修 飾 機 能

◎ エ ラ ー検 出機 能 お よび ベ リ

フ ァイ機 能

⇔ デ ータ バ ッ フ ァ機 能

⇔ 入 力 読取 機 能

㊦ 出 力記 録 機 能

編集後記

◎ 出 力表 示 機 能

⑪ 複 製 機 能

(C)汎 用 マ イ ク ロコ ン ピ ュ ー タ コ

ン ソ ール パ ネル の開 発

① 委 託 開 発 先 ・株 式 会社 応 用 シ

ス テ ム研 究所

② 開 発 目的 ・本 装置 は,マ イ ク

ロ コ ン ピ ュー タ 内蔵 製 品 の開

発 試 作,製 品 検 査,保 守等 に

お い て効 率 よ くデ バ ッ グお よ

び 故 障 発 見 を 行 うた め の も の

であ る。

③ 装 置 の概 要 ・本 装 置 は,プ リ

ン タ ー,デ ィス プ レイ,フ ァ

ン ク シ ョンキ ー,モ ー ドラ ン

プ,メ イ ンCPUモ ジ ュ ー

ル,ア ダ プタ ー モ ジ ュ ール 等

を含 む 本 体 お よび本 体 とケ ー

ブル 接 続 され るASCiiキ ■・一

ボ ー ド,ICピ ン プ ラ グ等 よ

り構 成 され,次 の機 能 を有 す

る。

④ コ ン ソ ール パ ネル 機 能

⑬ASCiiコ ン ソ ・…ル 端 末 機

能

◎ 装 置 診 断 機 能

◇5年 とか10年刻み というのは近

未来の予測をする場合の区切 りと

して,ち ょうどよいのかもしれま

せん。ことに昭和の年号と西暦の

年代が5年 ごとに交互にケタ変わ

りする日本では,そ のたびに,な

にが しかの予測が行われているよ

うです。本号でも 「…80年 代の展

望」をいくつか とりあげてみまし

た。

◇それにしてもこれまでの5年,

10年 をふ り返ってみて,そ の間の

動きの激 しさとい うのは当時の予

想をはるかに上廻っているようで

す。かつて空想SFと して評判に

なったハ ックス リーの 「すば らし

い新世界」や,オ ーウェルの 「19,

84年」が,だ んだん現実味をおび

てきたことも,あ る意味ではそら

恐 しい感 じさえ します。

◇繊維,鉄 鋼,カ ラーテ レビそし

て自動車に続き,半 導体が日米摩

擦の新たな火ダネとしてクローズ

アップされています。おたがいに

自由主義経済を標榜する以上,摩

擦はさけられないのか もしれ ませ

んが,両 国の関係者が努めて冷静

に話合 うことが望まれます。

昭和55年1月31日 発行

」IPDECジ ャー ナ ルNo.49t
◎1980

財団法人 日本情報処理開発協会

東京都港区芝公園3丁 目5番8号 機械振興会館内

郵便番号105電 話(434)8211(大 代表)内 線535・

※本誌送付宛先の変更等については当協会普及課(B4-8211内 線535)ま でご連絡下さい。
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報 告 書 ・映 画 ・ス ラ イ ドの ご案 内

53年度事業報告書

ア メリ カ にお け る 『4フfス ・オー トメー シllン

海 外 の 情 報 産 業

オ ン ライ ン需 要調 査i報告 書

*わ が国情 報処理 の将 来動 向

回線利用制度 ・料金をめ ぐる各界の要望 ・意見と諸情勢に関する報告潜

*シ ステ ム監 査 の 実 態 とそ の推進

*コ ンピ ュー タ ・セ キ ュ リテ ィの 監 査 と評 価

中小 企 業 の情 報 システ ム 化 に関 す る調 査 研究

我 が国 に おけ るマ イ ク ロ ・コ ンピ ュー タ産 業

応 用 か らみ た マ イ ク ロ ・コ ンピ ュー タ技 術 の現 状 と課題

ヨー ロ ッパ.1三要 国 の新 しい コ ン ピュー タ関 連施 策

情 報 処理 サ ー ビ ス業基 本問題 調 査報{1「井

分 散型 リ ソー ス処 理 技術 の研 究 開 発

シス テ ム ・ア ナ ラ イザ ー 開発 に関 す る報 告 書

'78情 報fヒ国 際
、i絶滅 ・討論 会 会議 録

※litw情 報 処理 技 術 者 育 成指 針(総 論 、 各 論1～4)

映 画

分 類 ～昏}}

53-ROO1

53-ROO2

53-ROO3

53-ROO4

53-ROO5

53-ROO6

53-ROO7

53-1モ008

53-ROO9

53-RO11

53-RO12

53-SOO1

53--SOO3

価 宇各(・ 舟生)

在 庫 な し

在 庫 な し

1,800円

3,000川

在1`i//な し

1,300円

2,500iil

2,200円

在 庫 な し

在庫 な し

2,200円

lO、OOO川

fl141な 「

"

1.800円

16,000[1】

スラ イ ド ・テキ ス ト

価格(賛 助 会員)

1.500111

2.400111

1,000円

2,000円

1,800円

1.800円

8,0001ii

1.500「 η

13,600i-J]

fl:様 形 式
頒 布 価 格

題 名 仕 様
頒 布 価 格

ス ラ イ ド 名
'般 賛助会員・ 般 賛助会員

や さしい

FORTRAN

全9講 テープ
なし
テキ ス ト付

マ ウ ン ト

ロ ー,レ

46,000円

46,000円

41,000円

41,000Pl

経営 と コ ン ピ ュ
ー タ 16%カ ラー27分

一 一

コ ン ピ ュ ー タ と

ソ フ トウ ェ ア
16%カ ラ ー26分 96,000円 88.000111

や さ しい

COBOI.

全6講 テー プ
付
テキス ト付

マ ウ ン ト

IJ－ ル

50,000円

50,000川

46,000円

46.000111

考える企 業 16%カ ラー24分 94,000Fl 86,000PI

や さ しい

コ ン ビ,.L－ タ

全3講 テープ

付

マ ウ ン ト

ロー ル

55,000川

45,000ド1

60、000川

55.000111

50,000円

40,000円
私 た ちの情 報戦
略

16%カ ラー25分 132,000円 121,000円

明 日への健康 を
め ざして

16%カ ラー30分 138,000ド1 127.000111
私 た ちの

コ ン ビコ.一 夕

全4講 チー フ

付

マ ウ ン ト

ロー ル

55.000111

45,000川
エ ネルギーと情

報処理
16%カ ラ ー30分 138,000ド1 127,000円

∫'供た ちと コ ン
ピ ュ ー タ

16%カ ラー25分
一 87,000円

テ キ ス ト 名

頒 布 価 格
コ ン ピュ ー タの

あ ゆ み
16%カ ラー26分

一 88,000ド1 ・ 般 賛 助 会 員

貸出料:賛 助 会員、'般 とも1112,200円 、2Bll以 降]`額

ビデ オ ・プ リ ン ト(頒 布 の み ご 相 談 に応 じ ま す)

や さしいFORTRAN 1,200円 1,000円

や さ しいCOBOL 800円 700Pl

OHP利 用 ガイ ド 3,000円 2,400PI

OHP原 図 6,000円 6,000円

上 議 購 書 お よ び ‖蜘 ・ス ラ イ ド ・テ キ ・ トの 頒 布 ま た{燗 覧 ご 纏 の ノ∫}ま澗 会 ÷段 課(434-82111AI

線535)ま で ご連 絡 くだ さ い.な お 、 ・F・llの報 舗{・ つ い て は … ピ ュ ー タ ・エ ー ジ社(581-5201)で も

取 扱 っ て お り ま す 。

※ 印 の 報 告 書 は 当協 会[青 報 処 理 研1・跳 ・ タ ー 教 務li'果(435-6513・6514)ま で 醐 合 せ くだ さ い ・

。外。。、ピュ,,蘭語 ㌻ 禰;手;顧 顧 蕩 露 語 語 漏5高 声 三::1
・で・・璽 三≡ 塗 墾 攣 竺8参し竺 璽 三三警 告 告 ・… ・'一 ・… 」|
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